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村の人口i

4 月 1 日現在 i 
世帯教 2275戸i
人口総数 9687人i

男 4844人！
女 4843人i
(3 月中の動き） i 
三 12人 死亡 2 人！

転入56人 転出 59人i

ー·---

石切
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の子・

麿 さ詩
んと

で＾も
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土
手
の
摘
み
草

日
な
だ
ぽ
こ

ゆ
ら
い
て
消
え
だ

水
の
洲
れ
に

う
れ
し
い
声
の
笑
う
顔

姉
ち
ゃ
ん
見
て
よ

こ
ん
な
に
沢
山
取
っ
て
来
だ

い
い
力
ら
少
し
手
伝
っ
て

餅
草
こ
の
篭
い
つ
ば
い
に

草
餅
土
産
に
持
つ
て
く
よ

あ
嫁
に
行
っ
だ
苅
さ
ん
に

電
話
し
て
い
だ
壬
さ
ん
の
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昭和54年 4 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第211号 (2) 

”
黄
金
週
間
と
天
国
週
間
は
紙
ひ

と
重
“
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ほ
ど
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者

が
四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
五
日

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
集
中

す
る
の
で
す
。
楽
し
い
は
ず
の
せ

っ
か
く
の
家
族
ド
ラ
イ
ブ
が
”
天

国
へ
の
旅
立
ち
“
に
終
わ
っ
た
ら

…
…
。
そ
う
で
す
ハ
ン
ド
ル
を
捏

る
方
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
を
。

“死神’'がねらう

黄金週問

国
連
で
、
児
童
権
利
宣
言
が
採

択
さ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
二
十

年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
を
記

念
し
て
”
子
供
は
民
族
の
宝
、
世

界
の
宝
“
と
い
う
認
識
の
も
と
に
‘

子
供
た
ち
の
幸
せ
に
つ
い
て
皆
で

考
え
よ
う
、
と
い
う
年
な
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
わ
た
し
た
ち
は
子

供
た
ち
の
世
界
を
直
視
し
、
そ
の

あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
新
し
い
親
子
関
係
の
あ

り
方
を
見
い
だ
し
た
い
も
の
で
す
。

今
年
は
国
際
児
童
年

国際児童年1979

［第 1 回定例村議会］
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そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
村
長

昭
和
五
十
四
年
度
明
和
村
議
会
第
＿
回
定
例
会
が
―
―
―
月
九
日
に
招
集
さ
れ
七

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
①
公
平
委
員
会
の
委
員
選

任
に
つ
い
て
②
明
和
村
公
告
式
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
③
明
和
村
職

員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
④
明
和
村
福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑤
明
和
村
立
幼
稚
園
保
育
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
⑥
明
和
村
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑦
明
和
村
渡

船
越
立
請
負
受
託
に
つ
い
て
⑧
昭
和
五
十
四
年
度
明
和
村
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
な
ど
十
六
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
終
日
に
は
一
般
質
問
―
―
―
件
が
行
わ
れ
、

や
各
担
当
課
長
が
答
弁
い
た
し
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員

選
任
に
つ
い
て

公
平
委
員
会
委
員
の
一
人
で

あ
る
鯉
沼
忠
弥
さ
ん
（
大
佐
貫
）

は
四
月
三
十
日
に
任
期
満
了
と

な
る
の
で
、
新
た
に
折
原
功
一

さ
ん
（
大
佐
貫
）
を
選
任
す
る

こ
と
で
議
会
の
同
意
を
求
め
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
医
療
費
支
給
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

今
ま
で
母
子
家
庭
に
お
い
て
、

十
五
歳
以
下
の
児
童
の
医
療
費

は
村
で
負
担
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
十
八
歳
未
満
の
児
童
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
所
得
の
多
か
っ
た
家

庭
で
は
、
こ
の
適
用
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
所

得
制
限
は
な
く
な
り
、
母
子
家

庭
の
児
童
は
す
べ
て
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
保
育
料
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

幼
稚
園
の
保
育
料
は
、
今
ま

で
月
額
二
千
円
で
あ
っ
た
も
の

が
、
四
月
分
よ
り
月
額
三
千
円

主
な
議
案
内
容
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十
六
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

5
4年
度
予
算
認
定

〔
答
〕

農
業
共
済
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

園
芸
施
設
共
済
は
今
ま
で
試
験
的

に
行
っ
て
い
ま
し
た
か
、
今
年
度
か

ら
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
に
伴
な
っ

て
の
条
例
改
正
で
す
。

渡
船
越
立
請
負

受
託
に
つ
い
て

千
津
井
と
羽
生
市
を
結
ぶ
、
千
津

井
渡
船
の
運
航
を
本
年
度
も
、
県
よ

り
年
額
四
百
四
十
九
万
一
千
円
で
受

託
し
て
今
年
度
も
運
営
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

農
業
共
済
事
業
の
事

務
費
の
賦
課
総
額
等

の
決
定
に
つ
い
て

明
和
村
の
農
業
共
済
事
業
を
行
う

た
め
に
必
要
な
事
務
費
を
加
入
者
に

賦
課
す
る
総
額
を
前
年
と
同
率
で
定

め
、
こ
れ
に
園
芸
施
設
共
済
が
加
わ

り
、
昨
年
と
比
べ
て
五
十
一
万
五
千

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

再
三
再
四
に
わ
た
る
工
事
の
延
長

は
、
利
用
住
民
に
と
っ
て
大
変
不
便

を
生
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
か
な

る
理
由
に
よ
る
延
長
な
の
か
。

県
の
直
営
事
業
で
あ
っ
た

▼
谷
田
川
南
大
橋
工
期
に
つ
い
て

般
質
問

に
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

の
で
、
そ
の
内
容
が
よ
く
知
ら
さ
れ

て
な
か
っ
た
が
、
何
回
も
交
通
止
め

し
た
の
は
、
最
初
は
橋
を
架
け
る
だ

け
。
次
は
取
付
道
路
を
作
る
た
め
と

い
っ
た
よ
う
に
何
回
も
区
切
っ
た
た

め
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

結
果
的
に
は
一
年
間
と
い
う
交
通

止
と
い
う
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が

今
度
は
ま
ち
か
い
な
く
三
月
二
十
五

日
に
開
通
い
た
し
ま
す
。

現
在
明
和
村
で
指
名
業
者
と
し
て

登
録
し
て
あ
る
業
者
は
何
社
あ
る
の

か
。
さ
ら
に
工
事
に
指
名
入
札
す
る

場
合
ど
の
よ
う
な
方
法
で
指
名
を
し

て
い
る
の
か
。

〔
答
〕
村
に
登
録
し
て
あ
る
主
な

業
者
だ
け
で
も
県
内
で
四
十
一
社
、

県
外
で
七
十
二
社
あ
り
ま
す
。

指
名
入
札
の
業
者
の
選
定
は
、
村

の
業
者
、
村
に
近
い
業
者
、
そ
し
て

誠
心
誠
意
つ
く
す
業
者
を
指
名
し
て

い
ま
す
。

グ
レ
ー
ダ
ー
の
使
用
料
と
し
て
昭

和
五
十
三
年
度
の
予
算
に
百
五
十
万

円
予
算
化
さ
れ
て
あ
る
が
、
今
ま
で

の
運
転
状
況
は
。

〔
答
〕
今
ま
で
に
二
十
万
七
千
円
し

か
使
っ
て
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
グ
レ

ー
ダ
ー
で
の
道
路
整
備
を
重
点
的
に

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
グ
レ
ー
ダ
ー
の

使
用
状
況
に
つ
い
て

▼
道
路
関
係
の
指
名

業
者
の
登
録
に
つ
い
て



(3) 第211号

健
康

で‘

一般会
計予算

（
歳
入
）

活気
に

12億5,200万円で出発

国庫支出金

広

満

ち 村づくりをめざして
た

129,680千円 (IO.

| 
60,568千

支出金 98,815千円

村債 104,900 

報 め し＼ わ 昭和54年 4 月 10 日

村税 321,037千円 (25.64%)

地方交付税 480,000千円 (38.34%) 

総 額 村担す民一る額人当たりが負 一世眉当たりが負担
する

村 民 税 123,202 千円 12,727 円 54, 154 円
村
固定資産税 134,396 13,883 59,075 

税
軽自動車税 7,201 743 3, 165 

の
村たばこ消費税 26,099 2,696 11,472 

内
電 気 税 17,607 I,818 7,739 

訳
特別土地保有税 12,532 I,294 5,508 

A ロ 計 321,037 33,161 141, I 13 

第
一
回
定
例
村
議
会
で
村
の
方
向
を
決
定
す
る
一
般
会
計
予
算
を
は
じ

め
、
三
つ
の
特
別
会
計
予
算
が
審
議
さ
れ
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
予
算
額
は
十
二
億
五
千
二
百
万
円
と
な
り
、
昨
年
と
比
べ
る

と
一
億
三
千
七
百
万
円
の
減
と
な
り
率
に
す
る
と
九
・
九
％
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
予
算
を
見
ま
す
と
、
国
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
考
慮
し
て
内

需
を
中
心
と
し
た
「
景
気
維
持
型
」
の
予
算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
村
の
＿
年
間
の
方
向
を
決
定
す
る
予
算
が
ど
の
よ
う
に
入
っ

て
、
村
づ
く
り
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、
あ
ら
ま
し
を

こ
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9
•
9

ヽ

9
•
9
•
9

、

9

ヽ

9
•
9
•
9

、

9

ヽ

9
•
9

、
9

、

9

ヽ

9
.
'

ヽ

9
•
9
•
9
•
9

ヽ

9
•
9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9
.
,
.
'

ヽ

9

ヽ

9
.
'

ヽ

9

ヽ

9

ヽ

9
.
'

ヽ

9
•
9

ヽ

9

ヽ

9
•
9

ヽ

9

ヽ

9
•
9

ヽ

9

ヽ

9

ヽ
9
•
9

ヽ
9
•
9

ヽ
9
•
9

ヽ

9
1

ー
ー
ー
で
お
り
ま
す
。
一
長
―

、
．
村
一
し
か
し
‘
健
一

G
\
)二□

算
—
産
業
、
教
育
の
一

ー

l

一
ー
重
点
事
項
は
縮
i

少
す
る
こ
と
な
く
‘
継
続
し
て
実
一

i
三
月
九
日
、
村
議
会
の
冒
施
を
い
た
し
ま
す
。
一

i
頭
奈
良
村
長
は
新
年
度
の
予
ま
た
、
公
民
館
を
核
と
し
た
研
i

一
算
を
上
程
す
る
に
あ
た
り
、
修
活
動
、
い
わ
ば
精
神
教
育
な
ど
一

i
予
算
の
編
成
方
針
、
及
び
予
に
も
十
分
配
慮
を
行
い
、
村
の
実
i

一
算
の
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。
情
と
将
来
を
先
取
り
し
、
村
の
特
一

一
そ
の
内
容
は
お
よ
そ
次
の
色
を
生
か
し
た
予
算
編
成
を
行
い
一

i
ょ
う
な
も
の
で
し
た
。
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
か
ら
“
健
一

康
で
活
気
に
満
ち
た
村
づ
く
り
“
i

一
我
か
明
和
村
も
新
村
発
足
以
来
‘
を
行
う
た
め
に
具
体
的
に
は
‘
の
）
一

一
早
や
四
分
の
一
世
紀
。
先
輩
達
か
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
＠
老
人
ス
一

一
ら
郷
土
の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
ポ
ー
ツ
大
会
◎
商
血
圧
者
な
ど
一

一
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
を
防
止
す
る
家
庭
訪
問
指
導
、
栄
一

一
し
く
、
明
る
い
平
和
な
村
と
し
て
、
養
教
室
〇
）
心
の
健
康
を
保
っ
た
一

i
進
展
を
遂
げ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
め
の
村
民
教
養
講
座
＠
野
外
照
i

一
し
て
、
村
民
が
久
し
く
待
ち
望
ん
明
の
増
設
な
ど
と
い
っ
た
事
業
を
一

i
で
お
り
ま
し
た
中
央
公
民
館
か
皆
行
う
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
一

一
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
近
代
建
築
皆
様
の
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
一

一
の
粋
を
集
め
、
見
事
に
完
成
い
た
し
ま
す
。
一

i
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
記
念
し
て

一
村
民
憲
章
・
村
の
木
・
村
の
花
の

一
制
定
と
い
っ
た
家
庭
基
礎
の
充
実
、
村
に
は
い
ろ
い
ろ
と
、
み
な
さ
一

一
田
園
都
市
の
建
設
と
い
う
新
し
い
ま
に
匿
結
し
だ
多
く
の
種
ガ
ま
t
J
­

一
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
れ
ま
可
。

i
そ
こ
で
、
私
は
昭
和
五
十
四
年
こ
の
種
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
i

一
度
は
“
健
康
で
活
気
に
満
ち
た
村
力
を
合
わ
せ
て
、
上
手
に
育
て
て
一

一
づ
く
り
＂
を
か
か
げ
、
村
民
総
和
行
き
ま
し
ょ
う
。
一

i
の
力
強
い
歩
み
を
展
開
す
る
考
え
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昭和54年 4 月 10 日 広報めいわ 第211号 (4)

3 民生費
本年度

前年度

前年度比較

161, 781 千円

146, 194千円

10.7% 増

老人スポーツ大会開催

新しい事業として老人スポーツ大会の開催、母子寡婦福

祉資金利子補助金制度の導入。この制度は、県内ではまだ

新田町しか実施しておらないものです。その他老人クラブ

への補助、国際児童年記念事業、保育園の食器保管庫の購

入などに必要な経費が民生費に含まれてあります。

＊主な予算額は次のとおりです。

►社会福祉協議会助成金 1,000千円

► 国保会計繰出金 8,000千円

► 老人クラブ育成補助金 1,230千円

► 老人医療扶助費 35,405千円

►重度障害者（児）分医療扶助費 5,993千円

►母子家庭分医療扶助費 1,032千円

► 児童手当 13,584千円

董羹羹董冨賃菫董着菫董鸞董董董饗冨饗董董

；・戸霞畔吝填□輝［：
羹菫菫董羹菫羹冑羹羹藁羹菫菫菫羹菫羹董羹

4 衛生費
本年度

前年度

前年度比較

53, 169千円

46,475千円

14.4％増

健康づくり運動の実施

一人ひとり健康になってもらおうと“健康づくり運動”

が展開されます。各種体育大会などへの協賛、栄養のバラ

ンスを考えた栄養教室などが行われます。

また、ゴミ収集車を購入し、効率的に収集を行い、危険

物の収集も年 2 回であったものを 3 回行い、環境美化など

に必要な経費が衛生費に含まれてあります。

＊主な予算額は次のとおりです。

► 邑楽館林医療事務組合負担金 8,241千円

► II • II 出資金 2,975千円

►母子栄養強化牛乳扶助費 1,350千円

►廃棄物処理委託料 1,579千円

► ゴミ収集車購入費 2,950千円

►館林衛生施設組合負担金 7,866千円

ー 恙
我

———
-R 会費
本年度

前年度

前年度比較

38,989千円

35,551 千円

9.7% 増

議会広報紙の発行

有線放送の廃止に伴ない、放送室を議会事務局にあてま

したので、事務室及び議員控室の整備や、年 2 回発行する

議会広報紙及び議会運営にかかる必要な経費などが、議会

費に含まれてあります。

＊主な予算額は次のとおりです。

►議員報酬費

►議員期末手当

►議員共済会公費負担金

19,152千円

7,821千円

1,383千円

2 総務費
本年度 198,792千円

：』比： 1 16|2,31938ニ
合併25周年記念式典

本年は明和村が誕生して25周年にあたります。これを祝

う記念式典を行ったり、これに付随した広報紙の特集号を

発行。役場裏の旧公民館の取りこわし、屋外放送の維持、

県議会議員選挙、農業委員選挙、村議会議員選挙などにか

かる必要な経費が総務費に含まれてあります。

＊主な予算額は次のとおりです。

►広報紙印刷費

►屋外放送増設工事 (2 ヵ所）

► 旧公民館取りこわし工事費

►庁舎外装工事費

► 県議会議員選挙費

► 村議会議員選挙費

4,076千円

1,000千円

1,800千円

1,690千円

1,117千円

1,246千円

一般会計各項目予算額 ◎総額 ▲割合 ＊村民一人当たり

議 会 費 総 務 費 民 生 費 衛 生 費 農林水産業費

• 38,989千円 ◎ 198,792千円 ◎ 161,781 千円 • 53 I 169千円 • |78,205千円

• 3.12% • 15.89% • 12.92% • 4.25% • 14.23% 

* 4,027 円 * 20,555 円 * 16,712 円 * 5,492円 * 18,409 円

予 ~~l 吃 しよ l いr- S• J、—·

商 工 費 土 木 費 消 防 費 教 = 自 費 公 債 費

• 14,840千円 ◎ 286,911 千円 • 57,477千円 ◎ 184,812千円 • 63,589千円

• 1.18% • 22. 92% • 4.59% • 14. 76% • 5.08% 

* I, 533円 * 29,639 円 * 5,937 円 * 19,092円 * 6,569 円

`` 
;/ 肴長 憂
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8 消防費
本年度

前年度

前年度比較

57,477千円

48,355千円

18.9％増

防火水槽 4 基増設

みなさんの生命や財産を守るための費用で、防火水槽を

4 基増設、消防団の詰所の新築、団服の更新、婦人消防隊

の育成などに使われる経費か消防費に含まれてあります。

＊主な予算額は次のとおりです。

►館林地区消防組合負担金（常備消防） 40,716千円

► II II （非常備消防） 7,364千円

► / I II （消防施設） 8,039千円

3 教育費
本年度

前年度

前年度比較

184,812千円

444,550千円

58.4％減

村民教養講座など開催

公民館が建設されましたので、これを核とした多くの事

業を計画しました。例えば、村民教養講座を年 4 回開催し

たり、料理、生花、陶芸、木彫といった各種教完を行い、

図書室の図書購入、その他 3 校の野外照明を 2 基づつ増設

し、ソフトボールに、野球に大いに利用してもらい、さら

に両小学校にボールが外に出ないように防球ネットを張る

などの必要な経費が教育費に含まれてあります。

＊主な予算額は次のとおりです。

►西小校庭整地などの各種工事請負費

► 公民館の夜間界備清掃委託料

► 野外照明工事請負費

► 野球ネット工事請負費

► 東毛林間学校増築負担金

► 幼稚園 (3 園）ピアノ購入

10 公債費
本年度

前年度

前年度比較

63,589千円

42 I 196千円

50.7％増

12,176千円

4,800千円

4,528千円

2,020千円

1,560千円

1,500千円

村が大きな事業を行う場合、村債（借金）を行ってやり

ます。そのため、長年少しづつ村債を返済して行かねばな

りません。元金の返済は合計で19,415千円、利子が44,091

千円、その他か83千円となっています。

＊主な予算額（返済）は次のとおりです。

►公営住宅分 6,824千円

► 臨時市町村道整備分 16,863千円

► 公民館分 10,652千円

► 農道整備分 3,568千円

►財政対策分 3,833千円

►地方税減収補てん分 9,267千円

►西保育所分 2,228千円

5 農林水産業費
本年度

前年度

前年度比較

178,205千円

149,293千円

19.4％増

結婚相談員スタートー—

排水路整備については本年も重点的に行い、農業用排水

に 2,060万円、家庭用排水路625万円で整備を行う予定。

農業後継者を育成するため『結婚相談員』をスタートさ

せます。また、 2 つの農協をできるものならー事業所にし

たという事で“農協合併推進”の協議を進めます。

その他、斗合田、千津井、江口地区が指定を受けた新農

業改善事業か実施されるので、これらに必要な経費が農林

水産業費に含まれてあります。

＊主な予算額は次のとおりです。

►稲作請負防除補助金

►農業近代化資金利子補給金

► 園芸農産振興補助金

►集落環境施設整備事業補助金

►農業用排水路改良工事費

►環境排水路改良工事費

►小規模土地改良事業

►軽微農道整備事業

► 県営土地改良事業受益者負担金

6 商工費

2,500千円

4,30'0千円

1,230千円

21,505千円

20,600千円

6,250千円

13,500千円

8,000千円

23,075千円

本年度

前年度

前年度比較

14,840千円

13,613千円

9.0％増

各種融資制度があります

本村の商業、工業の振興のために各種の融資や助成を行

っています。

各融資については、 7 面『融資一覧表』をご覧ください。

＊主な予算額は次のとおりです。

► 明和村商工会助成金

►商業設備近代化資金貸付金

►労働福祉施設資金貸付金

7 土木費

3,000千円

4,986千円

2,658千円

本年度

前年度

前年度比較

286,911 千円

278,312千円

3. I ％増

公営住宅 3 戸 2 階建て 1 棟を建設

村の発展の基礎を作るための各種の予算が計上されてい

ます。狭い道路を広げたり、舗装したりしています。また

本年度も引き続き上江黒に公営住宅を建設いたします。

＊主な予算額は次のとおりです。

► 公営住宅建設工事請負費

►道路舗修用砕石代

►道路改良並びに舗装工事費

► 道路用地買収費

►物件補償費

► 渡船船夫出務賃金

15,540千円

4,300千円

175,800千円

10,500千円

28,000千円

4,234千円
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14億

し＼ わ 第211号

13億

12億

億

10億

9 億

8 億

7 億

6 億

5 億

4 億

3 億

2 億

1 億

一
億
九
九
一
一
万
円
（
ニ
―
•
五
％
）

過去 10ヵ年の

当初予算の推移

〔一般会計〕（ ）内は前年度と
比較しての伸び率

です。

二
億
六
三
五
一
万
円
（
三
ニ
・
三
％
）

三
億
一
九
―
二
万
円
（
ニ
ー
・
一
％
）

四
億
二
0
三
0
万
円
（
三
一
・
七
％
）

五
億
二
五
四
五
万
円
（
二
五
·
O
％

六
億
八
六
六
四
万
円
（
三
O
·
七
％
）

七
億
六
―
―
―
九
九
万
円

広

一
三
億
八
九
0
0

万
円
（
五
七
・
六
％
）

報

ー
ニ
億
五
二
0
0

万
円
（
マ
イ
ナ
ス
九
・
九
％
）

八
億
八
一
0
0
万
円
(
-
五
．
＿
―
-
％
）

一
・
三
％
）

め

歳
入
、
歳
出
、
そ
れ
ぞ
れ

の
合
計
は
三
億
四
千
三
百
三

十
万
円
で
す
。

こ
れ
は
前
年
度
に
対
し
て

四
七
％
と
い
う
お
そ
ろ
し
い

ほ
ど
の
伸
び
率
と
な
り
ま
し

こ
。t
 これ

は
、
明
和
村
民
は
あ

ま
り
に
も
医
者
に
か
か
る
人

が
多
く
、
保
険
税
を
引
き
あ

げ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

年
歳
入

4

主
な
歳
入
は
み
な
さ
ん
納

5
 め

て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保

険
税
の
一
億
二
千
四
百
九
十

46 47 48 49 50 51 52 53 54 

（
国
民
健
康
保
険
事
業
）
五
万
円
で
す
。
こ
れ
を
平
均
に
す
る

と
一
世
帯
当
た
り
九
万
二
千
五
百
五

十
六
円
・
被
保
険
者
一
人
当
た
り
二

万
八
千
四
百
三
十
円
で
す
。

そ
の
他
国
か
ら
の
支
出
金
一
億
九

千
七
百
三
十
一
万
円
。
村
か
ら
の
繰

入
金
八
百
万
円
な
ど
で
す
。

歳
出

支
出
の
主
な
も
の
は
、
被
保
険
者

か
医
者
に
か
か
っ
た
と
き
に
支
払
う

医
療
費
‘
療
養
給
付
費
で
三
億
二
千

四
百
三
十
四
万
円
で
全
体
の
九
四
・

五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
医
療
費
な
ど
の
支
払
い
は
一

世
帯
当
た
り
二
十
一
万
二
百
十
九
円
。

被
保
険
者
一
人
当
た
り
六
万
四
千
五

百
七
十
二
円
の
支
払
い
で
す
。

〔
特
別
会

t]
―
―
―
―
ロ

• 33,161 円

吉主・ニ至

129,338円

141,113円

三三ロ

．＾へn o -, 

一世帯当た

りにサービ

スされる額

550,329円

人件費

352,599千円

28.1 % 

(6) 

建設事業費
337,453千円

27% 

（
農
業
共
済
事
業
）

予
算
総
額
六
千
八
百
十
一
万
円
で

前
年
度
よ
り
七
・
一
％
の
伸
び
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。歳

入

主
な
歳
入
は
皆
さ
ん
か
ら
の
共
済

掛
金
二
千
四
百
万
円
で
全
体
の
三
五

・
ニ
％
。
そ
の
他
、
県
か
ら
の
補
助

金
二
千
六
十
五
万
円
で
全
体
の
三
〇

•
―
―
-
%
。
掛
金
と
補
助
で
全
体
の
補

助
金
六
五
•
五
％
を
占
め
る
事
に
な

り
ま
す
。

歳
出

歳
出
の
主
な
も
の
は
被
害
農
家
へ

支
払
わ
れ
る
共
済
金
三
千
八
百
七
十

四
万
円
で
全
体
の
五
六
・
九
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
県
へ
支
払
う
保
険
金
二
百

九
十
万
円
。
県
へ
支
払
う
賦
課
金
百

二
十
一
万
円
。
人
件
費
や
評
価
員
の

報
酬
な
ど
二
千
六
十
七
万
円
な
ど
で

す
。

（
水
道
事
業
）

〔
収
益
的
収
入
及
び
支
出
〕

歳
入
ー

総
収
入
は
五
千
三
百
六
十
一
万
円

で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
使
用
料
か
主
な

も
の
で
す
。

歳
出

総
支
出
は
四
千
七
百
三
十
五
万
円

で
修
理
、
電
気
料
、
塩
素
料
な
ど
か

主
な
も
の
で
す
。

〔
資
本
的
収
入
及
び
支
出
〕

歳
入

資
材
の
買
却
も
な
い
の
で
0

で
す
。

歳
出
‘

配
管
布
設
、
水
源
地
の
故
障
を
自

動
的
に
知
ら
せ
る
故
障
通
報
工
事
な

ど
が
主
な
支
出
で
す
。
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所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
正
す
る
た
め
の
「
更
正
の
請
求
」

し
た
後
で
、
申
告
し
た
金
額
に
間
を
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

違
い
の
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
人
※
「
確
定
申
告
書
」
「
修
正
申
告

は
、
正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る
こ
書
」
及
び
「
更
正
の
請
求
書
」
の

と
か
で
き
ま
す
。
用
紙
は
税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り

ま
た
う
っ
ま
す
。

か
り
し
て
い
て
碑
呼
定
申
告
を
な
お
、
詳
し

申
告
を
忘
れ
て
い
こ
と
は
、
税

い
る
人
は
、
早
四
四
逗
え
た
り
忘
れ
た
と
き
は
誓
（
0
-
長
七

め
に
申
告
を
し
ー
＿
―
|
四
一
＿
＿
七
―
―
-
)
に

て
税
金
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

[
:
[
t
t
k
`
]
口
』
？
＂
]

な
か
っ
た
り
、
還
付
を
受
け
た
税
・
上
ダ
ー

'
C

直
―
四
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董ほたる仏リにとあとに
董菫賃董菫菫菫菫董賃羹董羹羹董董羹董菫董羹菫菫董

104人が明中を巣立つ

果か和ニ
ビ名ゞ明一鰭墾轡雙『屯書塁三塁11塁＝；；；；1□琶琶堕堕亜

立三中年
つ月学間
て十校通
行六かい
き日ら慣
ま尤百れ
し気四た

こ
。

キ
ー
．

卒
業
式
は
鈴
木
校
長
先

生
が
卒
業
生
一
人
ひ
と
り

に
卒
業
証
書
を
手
渡
さ
れ

金
が
多
か
っ
た
と
き
は
‘
な
る
べ
く

早
く
正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る
た
め

の
「
修
正
申
告
書
」
を
提
出
し
、
そ
の

差
額
の
税
金
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

＊
納
め
過
ぎ
た
と
き
：

所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
て

税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
‘
還
付

を
受
け
た
税
額
か
少
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
と
き
は
‘
来
年
の
一
―
一
月
十
五

日
ま
で
の
間
に
、
正
し
い
金
額
に
訂

^_ 

各
地
区
の

区
長
さ
ん
決
ま
る

昭
和
五
十
四
年
度
以
降
村
政
の
第

一
線
で
行
政
と
地
域
を
結
ん
で
い
た

だ
く
各
地
区
の
区
長
さ
ん
か
決
ま
り

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

地
区
名
氏
名
年
齢
叶
訓

斗
合
田
橋
本
正
道

5
7

旧

下
江
黒
中
村
光
雄

6
2

新

上
江
黒
荒
川
一
郎

6
2
旧

千
津
井
横
塚
弥
一

5
5

新

江
口
福
島
茂

6
3
旧

田
烏
奈
良
由
雄

6
1

旧

南
大
島
岡
安
勇

6
5
旧

新
里
江
森
正
則

6
2

新

中
谷
坂
上
喜
太
郎

6
5

旧

梅
原
吉
田
重
信

5
4

旧

川
俣
石
塚
正

6
3

新

生まく生万そう商工業資金
商工業経営において、規模を拡大したり経営改善を図ろうとする

ばあいは、かならず多額の資金が必要です。その資金を自己（自社）
資金でまかなえないときのために、役場・県では目的に応じて次の
とおり用意していますのでご利用〈ださい。

父兄や在校生に見送られて校門を出る卒業生

た
後
、
校
長
先
生
は
「
こ
れ
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
道
を
進
む
わ
け
で

す
が
、
こ
の
母
校
の
名
を
汚
す
こ
と

の
な
い
よ
う
‘
健
康
に
注
意
し
立
派

な
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
父
兄
や
在
校
生
が
ほ
た
る

の
光
の
歌
で
卒
業
生
を
送
り
ま
し
た
。

I
I
I
I
I
I
I
I

・

卒
業
生
の
進
学
状
況

I
I
I
I
I
I
I
I

・

今
年
の
明
和
中
学
校
卒
業
生
百
四

名
の
う
ち
高
校
に
進
学
し
た
者
は
、

男
子
四
十
八
名
、
女
子
五
十
三
名
で

合
計
百
一
名
で
す
。

▼
公
立
高
等
学
校
別
入
学
者
数

館
林
高
校
十
名

館
林
女
子
高
校
十
五
名

板
倉
高
校
（
男
）
五
名

＂
（
女
）
五
名

大
泉
高
校
（
男
）
五
名

＂
（
女
）
七
名

太
田
高
校
七
名

太
田
女
子
高
校

太
田
工
業
高
校

太
田
市
立
商
業
商
校
（
女
）

西
邑
楽
高
校
（
男
）

＂
（
女
）

群
馬
エ
専

行
田
高
校

羽
生
実
業
高
校
（
男
）

＂
（
女
）

杉
戸
農
業
高
校

足
利
商
業
高
校
一

足
利
工
業
高
校

足
利
高
校

四
名一

名
一
名

三
名

六
名

一
名

一
名

三
名

二
名

二
名

一
名

一
名

一
名

▼
私
立
高
等
学
校
別
入
学
者
数

関
東
学
園
高
校
（
男
）
二
名

f
l
（
女
）
九
名

足
利
学
園
高
校
（
女
）
三
名

足
利
工
大
附
属
高
校
（
男
）
四
名

佐
野
日
大
高
校
（
男
）
一
名

f
l
（
女
）
一
名

名 称 融資対象 資金便途 限度額融資期間 利 率甲込受付

資本金1000万円以下従業員 運転資金及び設備資金 運転

小口資金
300人（商業サーピス業30 400万円 3年以内

年6 5% 年間陪時
人）以下の固人会社 以内設備

5年以内

同一業種を 3年以上営む者 店舗の増改簗施設の改善、

中小企業 で、資本金1,000万円以下、 企業の近代化合理化に必 300万円 5年以内
設備近代 従業員300人（商業サーピ 要な機械設備、公害防止の 以内 （据置 1 年65% 年間随時

化資金 ス業50人）以下の固人会 設備 年以内）

社

商業設備 卸小売業サーピス業 店舗の増改築、駐車場、店 800万円 5年以内 年58% 11 月30日近代化資 資本金1,000万円以下、従業 内外施設の改造増設 以内 （据置 1
金 貝30人以下の固人会社 年以内）

まで

中小企業
資本金 1 億円以下、従業員 労圏福祉施設（従業員宿舎、

5年以内
第一次

労慟福祉
300人以下の固人会社 休憩室、娯楽室等） 1,000万 （据置 1 年58% 5月21 巳

施設資金
上記の設置に賜要な土地の 円以内 年以内） まで

購入 （予定）

斉
藤
雅
万
（
大
輪
）

山
田
隆
夫
（
新
里
）

石
村
和
男
（
新
里
）

消
防
団
役
員
決
ま
る

消
防
団
の
役
員
や
一
部
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

支
団
長

副
支
団
長

” 須
賀
神
谷
芳
男

6
1
新

大
輪
田
口
貞
雄
，

6
9
旧

入
ヶ
谷
丸
山
国
一

5
6
新

矢
島
泉
田
公
一
郎

5
2
新

大
佐
貫
薗
田
邦
松

6
3
旧

（
敬
称
略

▼
第
一
分
団

分
団
長
砂
賀
新
一
（
斗
合
田
）

副
分
団
長
横
塚
寛
（
千
津
井
）

班
長
多
田
照
男
（
上
江
黒
）

＂
小
久
保
貢
（
千
津
井
）

▼
第
二
分
団

分
団
長
本
沢
正
（
南
大
島
）

副
分
団
長
吉
田
利
広
（
梅
原
）

班
長
小
松
原
林
持
（
南
大
島
）

＂
坂
登
清
松
（
中
谷
）

▼
第
三
分
団

分
団
長
神
田
静
一
（
大
佐
貫
）

副
分
団
長
藤
野
泰
博
（
川
俣
）

班
長
田
口
二
三
雄
（
大
輪
）

＂
薗
田
一
雄
（
大
佐
貫
）（

敬
称
略
）



昭和54年 4 月 10 日 広 報 め

ゲ
明
和
村
商
工
会
で
は
、
5

で
昨
年
十
二
月
、
皆
様
は
村

5

で
内
の
商
店
を
ど
の
く
ら
い
ゲ

予
利
用
し
て
い
る
の
か
知
ろ

5

5
う
と
小
学
生
五
、
六
年
の
｛

5父
兄
の
二
百
六
世
帯
を
対

5

で
象
に
賣
物
ア
ン
ケ
ー
ト
ふ

｝
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
こ

5

｝
の
ほ
ど
、
集
計
が
ま
と
ま
5

や
り
ま
し
た
の
で
、
結
果
を

5

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
5

し＼ わ 第211号

61％が村外で買物

(8) 

アンケー ト調査結果まとまる

日
用
雑
貨

▼
村
内
で
購
入
：
·
：
·
…
七
三
％

▼
村
外
で
購
入
…
…
…
二
七
％

は
と
ん
ど
身
近
な
村
内
の
商
店
を

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
料
品
は
毎

日
あ
る
い
は
一
日
お
き
に
購
入
さ
れ

る
た
め
、
身
近
な
お
店
を
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

燃
料

（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
類
）

▼
村
内
で
購
入
…
…
…
八
九
％

▼
村
外
で
購
入
：
·
…
…
―
―
%

多
数
の
方
が
村
内
の
商
店
で
購
入

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
値
段
も
は
ぱ

統
一
さ
れ
て
い
る
た
め
、
近
く
て
昔

な
じ
み
と
い
う
理
由
で
村
内
の
商
店

で
購
入
し
て
い
ま
す
。

食
料
品

「---------呵
i比 い関と主村果法購四ど i 

! 

I 屯ふ［まさ： i豆;i五主ばfi lの目゜お字市ーはれのの目査i
！との どをで％‘‘かいにはi
！お村 ろ知購が三全とずつ食！
l り内 かり入村九体いれい料i
！で外 せ商す外％のうかて品
l tの て店る‘か結方で村な｛
←~―`~~---~―`---―`―`』

衣
料
品

▼
村
内
で
購
入
…
…
…
五
一
％

▼
村
外
で
購
入
…
…
•
•
•
四
九
％

村
内
で
購
入
す
る
人
は
近
い
か
ら
、

村
外
で
購
入
す
る
人
は
品
物
か
豊
富

で
自
由
に
選
べ
る
か
ら
と
い
う
理
由

で
、
日
用
雑
貨
品
に
つ
い
て
は
約
半

数
づ
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
下
藩
類
）

時
計
・
メ
ガ
ネ
・
貴
金
属

▼
村
内
で
購
入
…
…
三
三
％

▼
村
外
で
購
入
•
…
•
…
•
六
七
％

村
内
で
購
入
す
る
人
は
、
サ
ー
ビ

ス
が
良
く
、
昔
な
じ
み
と
い
う
理
由

で
あ
る
か
、
反
対
に
村
外
で
購
入
し

て
い
る
人
は
品
物
が
豊
富
と
い
う
理

由
で
村
外
へ
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

靴
下
・
ネ
ク
タ
イ

▼
村
内
で
購
入
…
…
…
…
三
％

▼
村
外
で
購
入
：
·
：
·
·
：
九
七
％

村
内
の
商
店
で
靴
下
や
、
ネ
ク
タ

イ
を
扱
っ
て
い
る
店
か
少
な
い
事
も

あ
っ
て
、
は
と
ん
ど
の
人
か
村
外
で

▼
村
内
で
購
入
…
…
…
…
八
％

▼
村
外
で
購
入
…
…
…
九
二
％

村
内
の
お
店
で
購
入
す
る
人
は
余

り
い
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
人
か
村
外

で
購
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
品
物

か
豊
富
に
備
わ
っ
て
あ
り
、
自
由
に

選
べ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
あ
り
ま

す
が
、
さ
ら
に
、
他
の
品
物
と
一
緒

に
購
入
す
る
と
い
っ
た
事
も
原
因
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

寝
具
類

▼
村
内
で
購
入
…
…
八
0
%

▼
村
外
で
購
入
・
・
・
・
・
・
ニ
0
%

価
格
は
村
内
、
村
外
と
も
同
じ
な

の
で
、
村
内
の
サ
ー
ビ
ス
の
良
い
所

を
選
ん
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

▼
村
内
で
購
入
…
…
…
一
三
％

▼
村
外
で
購
入
…
…
…
八
七
％

村
内
に
専
門
店
な
お
店
が
少
な
く

必
然
的
に
村
外
の
お
店
で
購
入
さ
れ

て
し
ま
う
人
か
多
い
。

▼
村
内
で
購
入
…
…
…
一
四
％

▼
村
外
で
購
入
…
…
…
八
六
％

こ
れ
も
医
薬
品
、
化
粧
品
同
様
の

理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

理
容
・
美
容

▼
村
内
で
購
入
…
…
…
七
七
％

医
薬
品
・
化
粧
品

ガ
ソ
リ
ン

▼
村
内
で
購
入
•
•
…
…
•
三
二
％

▼
村
外
で
購
入
…
…
…
六
八
％

村
内
に
電
気
店
も
数
多
く
な
い
の

で
、
村
外
で
購
入
す
る
人
が
多
い
よ

う
で
す
。

電
気
製
品

購
入
し
て
い
ま
す

明和村の商店を

どのくらい利用されますか？

▼
村
外
で
購
入
…
…
…
二
三
％

村
内
で
セ
ッ
ト
す
る
人
は
近
く
て

親
切
だ
か
ら
と
い
う
事
で
、
ま
た
、

理
美
容
院
も
各
地
区
に
あ
る
の
で
、

あ
え
て
村
外
で
セ
ッ
ト
す
る
理
由
も

な
く
村
内
で
行
う
人
が
多
い
。

▼
村
内
で
購
入
：
…
二
八
％

▼
村
外
で
購
入
…
…
…
七
二
％

村
外
で
食
事
を
す
る
主
な
理
由
は

店
の
雰
囲
気
か
良
く
メ
ニ
ュ
ー
か
豊

富
だ
か
ら
に
よ
る
も
の
と
‘
ち
ょ
っ

と
で
か
け
た
つ
い
で
に
食
事
を
と
い

っ
た
事
で
村
外
で
の
利
用
者
か
多
い
。

食
堂

▼
村
内
で
購
入
…
…
…
…
三
％

▼
村
外
で
購
入
…
…
…
九
七
％

こ
れ
は
村
内
に
専
門
的
な
お
店
が

な
い
か
ら
圧
倒
的
に
村
外
で
購
入
し

て
い
る
。

大
変
村
外
で

購
入
す
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
。

村
内
で
購
入
で
き
る
品

物
は
村
内
で
購
入
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

（
商
工
会
）

は
き
も
の
・
カ
バ
ン
類
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公
民
館
の
一
般
公
開
の
日
に
は

多
数
の
方
が
参
観
に
来
ら
れ
ま
し

た
が
、
須
賀
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
や

ま
う
の
漬
物
腕
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

に
乗
っ
て
や
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
公
民
館
を
見
た
い
が

老
人
の
足
で
は
…
…
と
心
配
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
や
ま
う
の
漬
物
欄

さ
ん
が
「
我
達
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
送
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
心
よ
く
申

し
出
て
く
れ
た
の
で
、
こ
の
日
の

参
観
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

見
学
を
終
え
降
り
ら
れ
る
時
、

何
度
も
何
度
も
「
や
ま
う
さ
ん
の

心
づ
か
い
に
お
礼
を
の
べ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
冬
異
常
な

ま
で
の
暖
冬
に
よ
り
ハ

ク
サ
イ
が
暴
落
し
、
一

箱
百
五
十
円
か
ら
二
百

円
と
い
う
安
い
価
格
で

出
荷
し
て
い
ま
す
が
‘

箱
代
九
十
円
、
運
賃
六

十
円
を
差
し
引
く
と
生

産
農
家
で
は
全
く
の
赤

字
。
さ
ら
に
傷
み
も
で

て
く
る
な
ど
の
被
害
を

受
け
て
い
る
の
で
、
千

江
田
農
流
管
内
の
十
二

人
の
生
産
農
家
で
は
一

人
平
均
八
十
ア
ー
ル
（

全
体
で
一
h
a
)に
植
え

ら
れ
て
い
た
ハ
ク
サ
イ

を
自
主
的
に
廃
棄
処
分

し
、
出
荷
調
整
を
行
い

ま
し
た
。

千
江
田
農
協
の
木
村

課
長
さ
ん
は
「
例
年
出

荷
が
一
足
早
い
茨
城
地

方
が
夏
の
干
ば
つ
で
定

植
が
遅
れ
、
こ
の
地
方

の
も
の
と
競
合
し
た
事

と
、
暖
冬
で
の
豊
作
、

そ
し
て
需
要
が
伸
び
な

い
と
い
う
悪
条
件
が
重

な
り
、
よ
り
一
層
暴
落

を
招
い
て
し
ま
っ
た
が
、

自
主
的
に
処
分
し
て
く

れ
た
十
二
人
に
対
し
て

は
、
後
で
損
を
し
た
と

い
う
よ
う
な
事
の
な
い

よ
う
に
配
慮
し
た
い
。
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

南大橋が完成

] --

め し＼ わ 昭和54年 4 月 10 日

—· やま
う
の
漬
物
昧
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

中
央
公
民
館
を
見
学

長
い
間
通

行
止
し
て
行

わ
れ
て
い
た

南
大
橋
の
架

け
替
え
工
事

が
終
わ
り
、

り
っ
ぱ
な
橋

と
し
て
完
成

し
、
通
行
で

き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

皆
様
に
大

変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た

事
を
深
く
お

わ
び
い
た
し

ま
す
。

カ
メ
―
つ
立—— 
ユ
ー
ス

斗
合
田
で
ヒ
ョ
ウ
祭
り

斗
合
田
地
区
で
は
毎
年
三
月
十
五
日
に
な
る
と
『
ヒ
ョ

ウ
祭
り
』
を
行
い
ま
す
。
こ
の
ヒ
ョ
ウ
祭
り
と
い
う
の
は

ヒ
ョ
ウ
か
ら
農
産
物
を
守
り
、
五
穀
農
穣
を
願
う
祭
り
で
、

青
竹
の
先
に
ワ
ラ
を
巻
き
、
先
の
と
か
っ
た
竹
（
ヤ
リ
）

を
ワ
ラ
に
刺
し
、
上
に
向
け
て
各
神
社
の
木
に
し
ば
り
つ

け
る
祭
り
。

ワ
ラ
を
糸
で
巻
き
つ
け
る
と
き
、
天
狗
の
面
の
よ
う
に

し
、
白
紙
は
、
ヒ
ョ
ウ
が
降
っ
て
も
形
が
く
ず
れ
な
い
コ

ン
ニ
ャ
ク
を
意
味
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
住
民
の
願
い
の

よ
う
に
い
つ
に
な
っ
て
も
、
ヒ
ョ
ウ
の
被
害
が
な
い
と
よ

い
で
す
ね
。

下江黒老人クラブが知事より表彰

下
江
黒
老
人
ク
ラ
ブ
（
会

長
柿
沼
朝
太
郎
）
は
こ
の

ほ
ど
県
知
事
よ
り
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
年
間
に
十
回

行
う
墓
地
の
草
取
り
が
も

う
十
六
年
間
も
続
い
て
い

る
こ
と
や
、
地
区
内
に
ク

ズ
カ
ゴ
を
設
置
し
た
り
、

バ
ス
の
待
合
所
を
設
置
す

る
と
い
っ
た
活
動
か
認
め

ら
れ
、
表
彰
を
受
け
た
も

の
で
す
。

9

会
員
達
は
こ
の
表
彰
を

き
っ
か
け
に
、
地
区
内
を

も
っ
と
き
れ
い
に
し
て
行

か
ね
ば
：
…
。
な
ど
と
話

し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
上
江
黒
の

木
村
和
雄
さ
ん
宅
裏
の

県
道
に
信
号
機
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
は
県
道

に
出
る
場
合
右
側
の
見

通
し
が
悪
く
、
側
道
か

ら
来
る
も
の
と
オ
ー
バ

ブ
リ
ッ
チ
か
ら
の
も
の

か
交
差
す
る
た
め
大
変

危
険
で
あ
る
た
め
取
り

付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

上
江
黒
に
信
号
機
が

取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
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つ
い
先
日
、
普
及
事
務
所
と
干

江
田
農
協
の
職
員
の
方
に
お
世
話

に
な
っ
て
‘
我
が
あ
す
な
ろ
会
で

初
め
て
研
修
視
察
を
行
な
い
ま
し

た
。
会
員
五
十
五
名
バ
ス
一
台
で

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
榛
名
荘

病
院
、
県
の
消
費
者
生
活
セ
ン
タ

ー
、
施
設
園
芸
農
家
、
洋
食
の
テ

ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
の
勉
強
。
こ
れ
か

一
日
の
日
程
で
し
た
。

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
千
津
井
の
籾
山
ミ
ツ
ェ
さ
ん
て
す

グ
』
＼
。
ブ
も
認
的
）
ジ
ク
寸

行

第36回

三

西
小
学
校
で
は
校
長
先
生

は
じ
め
全
職
員
か
三
月
二
十

二
日
卒
業
生
を
送
る
会
の
席

上
『
奈
良
石
む
か
し
が
た
り
』

と
い
う
劇
を
児
童
の
前
で
演

じ
ま
し
た
。

西
小
学
校
で
は
、
町
年
か

ら
＂
ふ
る
さ
と
シ
リ
ー
ズ
“

と
題
し
て
昔
の
暮
ら
し
の
様

子
な
ど
を
取
り
あ
げ
、
ふ
る

さ
と
に
関
し
た
多
く
の
事
を

行
っ
て
い
ま
す
か
、
今
回
の

劇
か
ふ
る
さ
と
シ
リ
ー
ズ
第

六
弾
目
。

こ
の
＂
奈
良
石
＂
を
取
り

あ
げ
る
事
に
な
っ
た
の
は
、

ふ
る
さ
と
シ
リ
ー
ズ
の
一
環

と
し
て
各
家
庭
か
ら
昔
か
ら

榛
名
荘
病
院
で
は
高
血
圧
の
実
態

と
機
能
快
復
訓
練
を
見
学
し
先
生
の

講
演
な
ど
を
聞
い
て
、
い
か
に
健
康

の
大
切
か
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
先
生

の
講
義
を
聞
い
て
、
今
ま
で
の
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り

自
然
食
や
伝
承
食
の
活
用
が
大
切
で

あ
る
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

施
設
園
芸
農
家
で
は
胡
瓜
の
ハ
ウ

劇
I
I

奈
良
石
1
1を
演
ず
る

の
し
き
た
り
、
な
ら
わ
し
、
先
人
の

足
跡
な
ど
の
原
稿
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
七
十
五
編
も
集
ま
り
、
そ
の
中
の

―
つ
に
奈
良
石
の
あ
る
地
元
の
六
年

生
か
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
聞
い
て
、

土
手
の
上
の
奈
良
石
の
事
を
書
い
て

き
て
く
れ
た
も
の
が
き
っ
か
け
で
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

先
生
方
は
シ
ナ
リ
オ
を
書
く
た
め

各
方
面
か
ら
奈
良
石
の
資
料
を
集
め

時
に
は
熊
谷
市
ま
で
足
を
の
ば
し
て

作
成
し
た
劇
で
す
。

ま
た
、
先
生
達
の
調
査
で
以
前
は

須
賀
の
人
々
は
吉
田
市
右
衛
門
の
墓

を
清
掃
に
行
っ
た
事
な
ど
も
わ
か
リ

そ
れ
ら
の
事
も
劇
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

先
生
達
は
、
わ
た
し
た
ち
の
劇
か

き
っ
か
け
で
‘
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
奈
良
石
か
児
童
達
に
正
し

く
理
解
さ
れ
、
そ
れ
か
村
を
愛
す
る

心
に
つ
な
か
っ
て
き
て
く
れ
れ
ば
う

ス
栽
培
の
苦
心
談
な
ど
を
聞
き
‘

最
後
か
お
待
ち
か
ね
洋
食
の
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
の
勉
強
‘
レ
ス
ト
ラ

ン
ロ
ー
ズ
で
掃
人
社
長
の
説
明
で

ど
う
に
か
洋
食
の
食
べ
方
も
身
に

つ
い
た
気
が
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
研
修

か
出
来
た
の
も
、
グ
ル
ー
プ
活
動

の
有
り
難
た
さ
だ
と
、
つ
く
づ
く

思
い
ま
し
た
。

れ
し
い
の
だ
か
·
:
·
：
と
、
話
し
合
っ

て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

P
T
A

で
も
先
生
達
ば

か
り
に
や
ら
せ
て
お
け
な
い
と
、
先

生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

こ
の
劇
を
行
う
そ
う
で
す
。

、
＠
奈
良
石
と
は
…
…
…
須
賀
提
防

の
中
段
に
高
さ
―
•
四
七
M

、
横
一
・

一
七
討
の
石
碑
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
・

は
、
今
か
ら
百
五
十
六
年
前
利
根
川

提
防
か
切
れ
、
家
は
流
さ
れ
、
田
や

畑
に
土
砂
か
流
れ
こ
ん
で
、
人
々
は

東
小
学
校
で
は
昨
年
よ
り
児
童
達

に
作
品
を
作
る
喜
び
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
陶
芸
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
か
、
こ
の
ほ
ど
優
秀
な
も
の
を

全
国
児
童
作
品
展
に
出
品
し
た
と
こ

家
な
く
、
着
る
に
衣
な
く
、
食
う
に

食
う
な
く
困
っ
て
い
た
。
こ
の
時
武

蔵
国
下
奈
良
村
（
埼
玉
県
熊
谷
市
）

の
吉
田
市
右
衛
門
と
い
う
人
か
金
銭

米
麦
を
与
え
人
々
は
元
気
を
と
り
戻

し
ま
し
た
。
こ
の
恩
人
を
忘
れ
ま
い

と
‘
恩
人
の
在
住
地
名
を
と
っ
て
「
奈

良
石
」
と
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

吉
田
市
右
衛
門
は
下
奈
良
村
の
名

主
で
、
家
訓
に
は
年
間
収
入
の
三
分

の
一
は
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
使

え
と
あ
り
、
各
方
面
に
慈
善
事
業
を

行
っ
た
人
で
す
。

t :; ; : : - -; [] きぜ達さで特界一しい‘はし高〈 全ん口合年
つひはせし別の歩たるそ‘‘橋ん 国ヘ一田生；入、力‘;
て特‘てた賞児と゜のし形特さは 入田・一の
い別三いのを童い でて‘にん奨 選島六・橋‘旦居
る賞人まご得達う 高創色橋は励 ぃ一年高本入＝
そをはし らにと く造‘本努賞 たの生橋康
う取もた関れ紹こ 評性焼く力‘ し作の由弘
でると゜係る介ろ 価にきん賞木 ま品木里〈

教
職
員
人
事
異
動

東
幼” 

中
央
幼
ヘ

” 
西
幼
ヘ

” 教
職
員
の
人
事
異
動
か
四
月
一

日
付
（
但
し
退
職
は
三
月
三
十
一

日
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
村
関

係
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

|
—
小
・
中
学
校
ー
|

▼
退
職

推
原
茂
夫
（
東
小
校
長
）

野
村
裕
一
郎
（
東
小
）

鎌
田
頼
元
（
明
中
）

橋
本
源
太
郎
（
明
中
）

斉
藤
秀
昭
（
東
小
）

▼
転
出

東
小
小
川
孝
夫
（
宝
泉
南
小
へ
）

＂
橋
本
嘉
子
（
宝
泉
中
へ
）

西
小
青
木
良
頴
（
明
中
へ
）

明
中
打
木
潔
（
館
林
六
小
へ
）

＂
針
谷
伸
子
（
鬼
石
北
小
へ
）

▼
転
入

東
小
宇
野
康
己
（
指
導
主
事
）

校
長
東
小
関
根
操
（
休
泊
小
か
ら
）

明
中
川
烏
美
智
子
（
九
合
小
か
ら
）

▼
新
採
用

東
小
へ
板
垣
み
ど
り

＂
松
本
久
美
子

＂
宮
川
孝
樹

＂
小
山
川
幸
裕

西
小
へ
田
中
俊
紀

＂
塩
田
明

明
中
へ
長
谷
川
稔

＂
山
崎
浩
之

幼
稚
園
—
|

ヘ
吉
田
好
江
（
中
央
幼
か
ら
）

長
沢
み
ど
り
（
西
幼
か
ら
）

大
山
久
し
（
西
幼
か
ら
）

石
川
美
智
子
（
東
幼
か
ら
）

田
島
敏
子
（
東
幼
か
ら
）

渡
辺
み
ゆ
き
（
中
央
幼
か
ら
）
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公§を含か紅
ホ、 夭0 ヽ心

► あなたが必要とする本を購入
公民館では、みなさんに図書室を大いに利用し

てもらおうと各種の図書を購入いたしますか村民

の皆さんから要望のあった本を購入したいと考え

ています。

「こんな本がはしい」「あんな本か図書室にあれ

ば役に立つのだが」という図書かございましたら

五月初旬までに、図書の名前と定価、発行所を公

民館までに、ハガキか電話（合4491) でお知らせ

くださ v ヽ。

報 め し＼ わ 昭和54年 4 月 10 日

► あなたの作品を発表しては
絵画・書道・写真•生花といった趣味の作品を

公民館のロビーなどを利用して展示発表してはい

かかでしょうか。

►使用グループは登録を
今後公民館を使用する団体は、団体名、人数、

代表者（電話）を公民館に、五月下旬頃までに届

出ください。届出用紙は公民館に用意してありま

す。

► 使用料について

公民館の使用料について、誤解かあるようです

か、村内のグループか使用する場合は、ほとんど

無料です。大いにご利用ください。

► 休 館 日

●定期休館日 毎週月曜日 国民の祝日

土曜日は午後休館となります。

※ 4 • 5 月の休館日

4 月 2 • 8 (臨時） 9 • 16 • 23 • 29 日

5 月 3 • 5 • 7 • 14 • 21 • 28 日

► 公民館職員紹介 （敬称略）

身障者が普通自動車の

塁許証取：に補助金を

身
体
障
害
者
の
自
立
更
正
を
促
進

す
る
た
め
に
普
通
自
動
車
の
免
許
証

を
取
得
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
及
び

自
動
車
を
乗
り
や
す
い
よ
う
に
改
造

す
る
と
き
は
、
そ
の
経
費
の
一
部
に

つ
い
て
補
助
か
な
さ
れ
ま
す
。

▽
補
助
対
象
者

•
県
内
に
居
住
す
る
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者
（
肢
体
不
自
由
に

限
る
）

・
運
転
免
許
試
験
所
の
「
適
正
試

験
に
合
格
」
し
た
人

・
所
得
税
か
年
額
三
万
二
干
五
百

円
以
下
の
世
帯
に
属
す
る
人

▽
補
助
額

・
十
一
万
七
千
円
以
内

▽
補
助
金
の
申
請

・
補
助
金
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
人
は
、
自
動
車
教
習
所
で
教

自
動
車
免
許
を

取
得
し
た
い
人

▽
補
助
対
象
者

・
県
内
に
居
住
し
、
満
十
八
歳
以

上
の
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
で

上
肢
、
下
肢
又
は
体
幹
機
能
障

‘
害
者

▽
補
助
額

・
三
万
二
千
五
百
円
以
内

▽
補
助
金
の
申
請

・
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
‘
自
動
車
を
改
造
す

る
前
に
役
場
住
民
課
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

▽
補
助
の
回
数

•
原
則
と
し
て
一
回
か
ぎ
り

普
通
自
動
車
を

改
造
し
た
い
人

館
林
自
動
車
教
習
所
で
は
交
通
安

全
運
動
の
一
環
と
し
て
普
通
免
許
所

持
者
、
特
に
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

と
い
わ
れ
る
人
た
ち
を
対
象
に
、
教

習
所
施
設
（
コ
ー
ス
・
教
室
）
を
一

日
解
放
し
、
運
転
技
能
と
知
識
の
再

教
育
を
無
料
で
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
、
運
転
に
自
信
の
な
い
ペ
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
わ
れ
る
方
は

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
け
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

▼
日
時
五
月
十
三
日
午
前
八
時

か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
間

▼
場
所
館
林
自
動
車
教
習
所
内

▼
対
象
普
通
免
許
を
所
持
し
運
転

に
自
信
の
な
い
方

▼
講
師
館
林
自
動
車
教
習
所
の
指

導
員
及
び
検
定
員

▼
受
講
時
間
技
能
教
習
、
学
科
教

習
を
受
け
る
前
に
役
場
住
民
課

に
申
し
出
く
だ
さ
い
。
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方

再
教
育
受
け
て
は

► 館長三田惣三郎 ► 次長 川上幸次郎 ► 主

事立岡いち子宮崎守正泉田澄子 ► 社教指

導員 金子利一 宮田充子 ►社教主事佐藤紀一

► 3 月はこのような団体が使用
►更生保護婦人会►土地改良区►詩舞愛好会► 短

歌愛好会►婦人学級► 寿学級►俳句の会►新里子

ども会► 民謡会（唄の部） ► バレーボールクラブ（打

合せ） ► 個人演説会►和好会► 民謡会（舞の部）

ー
ー
出
生

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

江
森
正
輝
保
長
男
南
大
島

2

月

2
0日

高
沢
忠
和
雄
長
女
梅
原

2

月

2
2日

本
沢
博
通
久
雄
長
男
南
大
島

2
月

2
4日

関
根
織
几
稔

2

男
南
大
島

2

月

2
8日

栗
原
宏
美
宏

2

女
南
大
島

3

月
2

日

須
永
明
美
三
津
雄
長
女
中
谷

3

月
7

日

あ
わ
し
天

衣
く
れ
升

習
と
も
一
人
二
時
限
（
一

時
限
四
十
分
）
技
能
は
全

車
新
型
ロ
ー
レ
ル
千
八
百

g
の
ガ
ソ
リ
ン
車

▼
そ
の
他
邑
楽
、
館
林
に
居
住
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

館
林
自
動
車
教
習
所

(
~
o
二
七
六

七
ー
ニ
ー
三
五
二
四
）
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

文

芸

欄

今
成
洋
章

横
塚
弥
生
究

立
岡
功
之
清
孝

森
尻
衣
映
岩
雄

田
端
淳
一
栄

荻
野
友
一
岩
夫

死
亡

氏
名
年
令
二
帯
ぱ
戸
地
区
死
亡
月
日

田
ロ
タ
イ

5
6
元
一
郎
須
賀

3

月
8

日

斉
藤
久
次
郎

6
3

雅
万
大
輪

3

月

3
0日

長
男
須
賀

3
月
8

日

長
女
千
津
井

3
月
9

日

長
男
千
津
井

3
月
1
4日

2

女
南
大
島

3

月

1
4日

長
男
田
島

3

月

1
5日

2

男
下
江
黒

3

月

1
8日

窓
い
っ
ぱ
い
深
紅
に
燃
え
る
木
の
芽

か
な

春
寒
し
麦
ふ
む
足
裏
に
土
の
冷
え

清
山
子

う
ら
ら
か
や
達
二
の
詩
読
み
居
て
眠

る

田
安
福
一

連
立
っ
て
老
婆
杖
つ
く
花
祭
り

北
島
若
水

童
ら
の
釈
迦
に
甘
茶
を
背
伸
び
し
て

青
木
光
子

春
光
に
緑
茶
の
湯
気
の
柔
ら
か
く

安
見
あ
つ
子

（
来
月
は
短
歌
で
す
）

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
川
俣
の
石
塚
正
さ
ん
は
西
小
学
校

に
輪
転
印
刷
機
（
十
五
万
円
相
当
）

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
中
学
校
校
長
の
鈴
木
正
海
さ
ん
は

亡
父
鈴
木
庄
次
郎
蓄
提
供
養
の
た
め

中
学
校
理
科
備
品
と
し
て
、
天
体
望

遠
鏡
（
十
三
万
円
相
当
）
を
一
台
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
矢
島
の
亀
印
寝
装
腕
で
は
中
央
公

民
館
で
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
立
派
な

座
ブ
ト
ン
五
十
枚
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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3月の

`―---―ザ1し叱ふ

救急車出動回数
●交通事故 0 件

●急病 4 件

●その他 3 件

計 7 件

: 館林邑楽地区 館 林 地 区 明和地区 祝◎B 科• 耳鼻
産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科 千代田

日
4 月 15 日

古屋（恒）医院 原医院 田内医院ft 02767(2)3855 礫川堂医院 江上医院

曜
ff 0276(63)6161 ff 02767(2) 1936 須田医院ff 02767(2)0862 ff 02767(4)0184 ft 027686-2028 

4 月 22 日
佐々木医院 後藤康生医院 多々良診療所ft 02767(2)3060 永寿堂医院 竹越医院

当 ff 0276(62)2623 ff 02767 (2) 3975 大塚医院ff 02767(2)0176 ff 02767(2)4469 ff 027684 -3137 

番 4 月 29 日
真中医院 小倉医院 後藤（愛）医院ff 02767(2)0134 海宝医院 江口医院

ff 02767(2)1630 ft 02767(2)0606 ゆたか医院ff 02767(3)7308 ff 02767(2)3155 ft 027686-320 I 

医 5 月 6 日
横田医院 大神医院 上野医院ff 02767(2)3330 津久井医院 館林靡誓が
ff 02767(2)0255 ft 0276(62)2200 大石医院ft 02767(4)2362 ff 02767(2)3316 します

5 月 13 日
浜野医院 川田医院

渭河堂医院ff 02767 (2)3070 
館林医院 小西医院 ?, 

ft 02768(8)5678 ff 02767(2)0754 ff 02767(4)2112 ff 027686-2261 

団
体
は
四
月
末
日
ま
で
に
教
育
委

員
会
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録

用
紙
は
教
育
委
員
会
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

明
和
剣
友
会
で
は
新
た
に
会
員
を

募
集
し
ま
す
。

会
員
に
な
れ
る
資
格
は
小
学
二
年

生
か
ら
四
年
生
ま
で
の
男
・
女
で
す
。

申
し
込
み
を
さ
れ
る
方
や
、
詳
し

く
知
り
た
い
方
は
教
育
委
員
会
ま
で

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一
青
年
会
員
募
集
＿

県
で
は
危
険
物
取
扱
者
の
試
験
を
ガ
ン
は
ど
恐
ろ
し
い
病
気
は
あ
り

五
月
二
十
日
に
太
田
市
に
あ
る
関
東
ま
せ
ん
が
防
げ
な
い
わ
け
で
は
あ
り

学
園
大
学
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。
ま
せ
ん
。
定
期
検
診
を
受
け
て
早
期

受
験
料
は
甲
種
発
見
す
れ
ば
手
遅
れ
と
な
ら
ず
一
命

施
三
千
円
、
乙
種
二
を
と
り
と
め
ま
す
。

円
で
す
。
村
で
は
毎
年
帰
人
科
検
診
を
行
っ

実
干
受
験
を
希
望
さ
て
お
り
ま
す
か
本
年
も
五
月
十
一
日

の
れ
る
方
は
四
月
二
と
十
四
日
の
両
日
実
施
し
ま
す
。

十
日
ま
で
に
明
和
申
し
込
み
書
を
後
日
回
覧
い
た
し

者
験
分
署
へ
申
し
込
ん
ま
す
。

扱
試
で
い
b：
』
／
試
な
お
、
検
診
料
は
五
百
円
で
す
。

取
験
に
先
立
っ
て
、
緑
の
羽
根
に

，
準
備
講
習
会
が
四

7
卜
，
j
ご
協
力
を

物
月
二
十
五
日
‘
館
群
馬
県
醗
贔
進
委
員
会
で
は
、

険

□口
[
『
`
い

o
T

コ
ロ
ロ
ロ
I
J
い
：
ロ
ロ
[

危
詳
し
く
は
明
和
金
運
動
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

分
署
6
三
一
三
一
年
ご
と
に
失
わ
れ
て
き
た
緑
を
守

魯
を
；
＄
§
$
＄
上
あ
し
ら
せ
了
§
$
§
§
沙
魯
上
あ
し
ら
せ
了
＄
魯
魯
＄
§
魯
褐

学
校
施
設
（
体
若
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
室
や
、
他
の
市
町
村
の
青
年
達
と
交

ー
）
・
育
館
・
校
庭
）
を
主
な
活
動
は
野
外
キ
ャ
ン
プ
、
杜
流
を
実
施
し
視
野
を
広
め
て
い
ま
す
。

利
用
し
て
ス
ポ
ー
交
ダ
ン
ス
、
ス
キ
ー
な
ど
の
各
種
教
毎
週
火
曜
日
の
午
後
八
時
か
ら
、

て
ツ
を
行
う
十
人
以
中
央
公
民
館
で
定
例
会
を
開
い
て
い

は
し
上
の
団
体
は
登
録
ま
す
の
で
、
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方

を
教
育
委
員
会
に
は
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

体
録
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
青
年
会
に
つ
い
て
の
問
い

団
登
い

□
口
合
わ
せ
は
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ソ
借
り
る
場
合
、
と
春
の
大
掃
除
を

も
す
る
と
一
団
体
い
だ
し
ま
し
よ
う

＿
が
長
期
に
わ
た
り

。
＼
借
り
て
し
ま
い
、

オ
他
の
団
体
と
ト
ラ

ス
ブ
ル
を
発
生
し
か

ね
な
い
た
め
‘
登

録
し
た
団
体
は
毎
月
初
め
に
キ
ャ
ッ

プ
テ
ン
会
議
を
行
い
‘
使
用
日
を
決

定
し
ま
す
。

明
和
村
青
年
会
で
は
十
八
歳
か
ら

二
十
五
歳
ま
で
の
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,
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4
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一
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-
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曜
ま
サ
〇
場
―

一
カ
～
土
時
中

1
7

役
一

ッ
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週

4

明
ド
で

一
サ
期
毎
～
ン
料
先
ま
一

~
年
生
催
時
所
ラ
加
）
込
塚
~

一
少
学
開
月

2

場
グ
参
代
申
富
一

i
青
中

►
►
►
►

一

[
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一
る
、

＿
よ
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村
で
は
四
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日

ま
で
を
春
の
清
掃
旬
間
と
定
め
ま
し

た
の
で
、
こ
の
期
間
内
に
大
掃
除
を

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

美
し
い
村
づ
く
り
、
美
し
い
家
庭

は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
か
け
で

成
る
も
の
で
す
。

▼
日
時

①
明
和
村
商
工
会
館
前

②
大
佐
貫
松
野
屋
商
店
前

四
月
二
十
九
日
1

五
月
五

日
ま
で
。
午
前
十
時
よ
り

午
後
六
時
ま
で

ニニニ水
II + 11 + +^ 冒 ^ -, 

六五四 [ 月今
, 日 日日 料用` 月
ょI 矢島 明 <入日 で, の
寺'田 且公塁和農ー議る室一す゚ 動よ、 納め

各
種
検
診
日

各
種
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
掃
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

適談 • • 

切員相 鸞 日
なか談 時 父I 

助皆 は 通
晶導 さ ! 時 4ん料 ＼月 事
ので 畠 19 故

を悩‘ 賃 日 相
行み 昇 3 ニ畝火
い ごと の1 時ま 午前
tま に相 で 10

婦
人
科
検
診
の
実
施

5

月
1
1
.
1
4
日

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

り
育
て
て
、
う
る
お
い
の
あ
る
生
活

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
村
民
の
皆

さ
ん
か
こ
ぞ
っ
て
募
金
運
動
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

植
木
即
売
会
が

行
わ
れ
ま
す

村
植
木
生
産
組
合
に
よ
る
恒
例
の

植
木
即
売
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

生
産
者
に
よ
る
直
売
だ
け
に
大
変

割
安
だ
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
観
賞

妾
々
ご
購
入
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

▼
会
場

• • 月
鷹 日 例時

,1丁-

役時 4 政
場i月

^ 人第 ょ 16 
一日

‘権—’’ 会議室 時ま3 午前 相
で‘10 ＝目火火



村の人ニー1
5 月 1 日現在

世帯教 2282戸

9716人

男

女 4855人

(4 月中の動き）

出生 10人 死亡 5 人
転入46人 転出 22人

<

三〒三
第212号

発行所明和村役場
編集総務課

広報係
日］届ljP,斤 4ヽ木木 En届lj戸斤

群
馬
県
児
童
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

第
三
位
入
賞
作
品
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¥ Q ¥ 

無
理
な
追
い

越
し
止
め
ま
し
ょ
う

ド
ラ
イ
プ
は

レ
ー
ス
で
は
な
い

—~ 
"-·'酒の 半七るこにき つ以でち

唸 : ; ；、［ ] ：＇［しii喜、：、息皐：
、 転理死め二弱歩そ乗自す年生一

‘の亡て人者行れ車転゜寄以人
無利 て防なしをず守交 つが＝ l 無面事いを＇＇者ぞ中車 り下が
理用歩く止いま忘りり通運て三悪ド免力~故ま数のをれのお のの歩
な者行だのこしれ合‘ル転い戸‘'違許らをすえ死加増死よ 多子行
横の者さ第とよなっつ l 者まんに反運見ド°‘者ええ者ぴ い供者
断みゃぃ—‘うい’'ねルのすによの転まラ 全はたても原 のとで
ゃな自゜とを゜よ気にを方゜もる，，‘すイ 体‘いお‘動 が六‘
急］転 心事急う持，，よは のも交スとバ の四わり、前機 目十な
な、車 得故がにちゅ<‘ ぽの通ピ ‘l 約千ゆ 年付 立歳か

1
日
ー

2
0日

明和村過去10年間の発生状況

五
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

十
日
間
、
全
国
い
っ
せ
い
に
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

今
年
の
重
点
目
標
は
、
次
の
三
点

で
す
。

①
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
利
用
者
、

と
く
に
子
供
と
老
人
の
事
故
防
止

②
自
動
二
輪
車
お
よ
ぴ
原
動
機
付
き

自
転
車
の
事
故
防
止

③
安
全
運
転
の
確
保
と
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
の
推
進

昨
年
一
年
間
の
交
通
事
故
死
者
数

八
干
七
百
八
十
三
人
（
全
国
）
の
う

こ 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 

件 数 47 54 44 71 49 37 27 26 23 23 

死者数 l 4 2 5 2 2 

゜
3 

゜
I 

傷者数 64 70 60 99 65 80 34 26 23 32 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

飛
ぴ
出
し
は
最
も
危
険
で
す
。
と
く

に
、
子
供
と
お
年
寄
り
の
い
る
ご
家

庭
は
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
ふ
だ

ん
か
ら
よ
く
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し

よ
、
つ
。

ー
震
U
温
攣U
器
ぷ
巖

U
醤

U
楓
ぷ
醤
ぷ
醤
ぷ
楓
ぷ
醤
ぷ
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U
醤

u
醤
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楓

U
楓

U
醤
ぷ
楓
ぷ
楓
ぷ
醤

U
楓
ぷ
醤
ぷ
楓

C
l層

C
l屠
屠

9

層
ぶ
眉
雇

U
恒
｀
屋

u
匿
u
層
Q

ド
ラ
イ
パ
ー
の
み
な
さ
ん
、
「
S

D

カ
ー
ド
ー
と
い
う
の
を
ご
存
じ
で

す
か
。
「S
D

」
と
は

S
afe

D
ri
v
e
r
 

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
安
全

運
転
車
と
い
う
意
味
で
す
が
、
公
の

機
関
に
よ
る
＂
無
事
故
、
無
違
反
運

転
の
証
明
＂
と
し
て
い
ま
優
良
ド
ラ

イ
バ
ー
の
間
で
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。こ

の
S
D

カ
ー
ド
は
、
国
家
公
安
一

委
員
会
の
認
可
法
人
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
が
申
し
込
み
に
応
じ
て

一
年
以
上
の
無
事
故
・
無
違
反
運
転

者
に
交
付
す
る
も
の
で
す
。

S
•
D

カ
ー
ド
は

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
の
誇
り

人

700 

650 

600 

550 

500 

450 

400 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

館林警察署管内交通事故
過去20年間の推移

r-¥ 
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こ
れ
は
、
S
D

カ
ー
ド
が
一
人
で

も
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
手
に
わ
た

り
、
安
全
運
転
者
と
し
て
の
誇
り
と

自
覚
を
も
っ
て
模
範
的
な
運
転
を
続

け
て
も
ら
う
の
が
ね
ら
い
で
、
併
せ

て
交
通
事
故
や
違
反
の
防
止
に
役
立

て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

S
D

カ
ー
ド
を
希
望
さ
れ
る
方
は

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
に
「
無

事
故
・
無
違
反
証
明
書
」
ま
た
は
、

「
運
転
記
録
証
明
書
」
の
交
付
を
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
同
セ
ン
タ
ー

で
は
、
免
許
証
番
号
を
も
と
に
警
察

庁
保
管
の
資
料
に
よ
っ
て
交
通
違
反

や
事
故
、
免
許
停
止
な
ど
の
行
政
処

分
の
記
録
を
調
べ
、
過
去
一
年
間
無

事
故
・
無
違
反
で
あ
れ
ば
証
明
書
と

と
も
に

S
D

カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
証
明
書
は
、
就

職
の
際
に
履
歴
書
に
添
え
る
な
ど
、

運
転
経
歴
の
証
明
に
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

証
明
書
の
申
し
込
み
手
数
料
は
一

通
六
百
円
で
す
。
申
し
込
み
用
紙
は

最
寄
り
の
警
察
署
、
派
出
所
、
駐
在

所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
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弟
君
、
す
な
わ
ち
須
佐
之
男
命
（
す

さ
の
う
の
み
こ
と
）
を
祭
神
と
奉

ま
つ
る
八
坂
神
社
の
山
車
、
及
ぴ

そ
れ
に
附
随
し
た
祇
園
囃
子
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
時
代
の
波
に
は

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
中
谷
の
島
田
高
男
さ
ん
で
す
。
）

復
活
祭
に
は
、
全
区
民
あ
げ
て
の

協
力
は
勿
論
、
保
存
会
員
は
日
夜
寝

食
を
忘
れ
稽
古
を
し
た
結
果
、
大
成

果
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
老
人
、
子
ど
も
達
の
喜
び
よ

一
端
を
に
な
い
、
子
々
孫
々
に
伝

え
て
い
く
事
が
、
我
々
に
果
せ
ら

れ
た
使
命
だ
と
思
い
、
い
つ
ま
で

も
保
存
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

) 
回第

山
胡
惰
ふ

3主
3
0り

3
7

( 

人
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
し
ら
自
分

に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
の
と
同
様

に
我
が
郷
土
中
谷
に
も
誇
り
と
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
遠
く
、
天
照
大
御
神
の

さ
か
ら
え
ず
、
休
眠
状
態
で
し
た
が
、

昨
年
十
六
年
ぶ
り
に
復
活
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
有
志
を
募
り
御
神

楽
奉
納
保
存
会
を
発
足
し
ま
し
た
。

う
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
ま
し

こ
。f
 こ

の
度
、
中
谷
御
神
楽
保
存
会

も
明
和
村
文
化
協
会
の
認
め
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
今
後
郷
土
芸
能
の

め し‘ わ

あ
な
た
は
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
か
。
将
来
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

と
思
わ
れ
る
人
は
、
特

例
納
付
制
度
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

特
例
納
付
制
度
は
、
過
去
の
納
め

忘
れ
の
保
険
料
を
今
か
ら
さ
か
の
ぽ

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。長

い
間
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な

か
っ
た
人
や
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た

人
が
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

0
こ
ん
な
人
は
特
例
納
付
を
…
…
＇

国
民
年
金
に
当
然
加
入
す
べ
き
人

で
、
一
時
の
思
い
違
い
や
経
済
上
の

'冨濯

都
合
で
、
ま
だ
加
入
手
続
き
を
し
て

い
な
い
人
。
す
で
に
加
入
し
て
い
る

人
。
ま
た
は
過
去
に
加
入
し
た
こ
と

の
あ
る
人
で
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ

た
期
間
が
あ
る
人
。

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
な
ど
任
意
加
入
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
特
例
納
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

尊
あ
と
十
四
ヵ
月

特
例
納
付
の
期
限
は
、
昭
和
五
十

五
年
六
月
三
十
日
ま
で
で
、
あ
と
十

四
ヵ
月
で
す
。
特
例
納
付
の
保
険
料

は
一
ヵ
月
四
千
円
で
す
。
期
限
内
な

ら
ば
分
割
納
付
も
で
き
ま
す
の
で
、

早
く
納
め
た
方
が
有
利
と
な
り
ま
す
。

4つ
な
ら
納
め
ら
れ
る

過
去
の
保
険
料

現
況
届
は
、

年
金
を
受
け
て

い
る
人
が
引
き

続
い
て
年
金
を

受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
を
確
認

す
る
大
切
な
届

で
す
。

奪
現
況
届
を
提

出
す
る
人
…
…

き
ょ
出
制
の

障
害
年
金
、
母

子
年
金
、
寡
婦

年
金
を
受
け
て

い
る
人
で
す
。

な
お
、
昨
年
の

六
月
一
日
以
後
に
年
金
を
受
け
始
め

た
人
は
、
今
回
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

奪
提
出
期
限
は
…
…

現
況
届
の
提
出
期
限
は
五
月
三
十

一
日
で
す
。

現況届の提出を．”

障害・母子・寡婦年金者

役
場
か
ら
用
紙
が
送
ら
れ
ま
す
か

ら
、
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を
正
し

く
記
入
し
て
役
場
国
民
年
金
係
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

奪
提
出
し
な
い
と
…
…

こ
の
届
が
期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ

ま
せ
ん
と
、
引
き
続
い
て
年
金
を
支

. あ
な
た
の
ま
ご
こ
ろ

お
預
り
し
ま
す

ー
各
種
奉
仕
銀
行
を
用
意
|
`
~

わ
た
く
し
た
ち
の
心
の
奥
底
に
は
、
▼
特
別
奉
仕
口
座

世
の
た
め
人
の
た
め
に
な
に
か
役
に
徊

L上
記
口
座
以
外
の
奉
仕
預
託
、

立
ち
た
い
と
い
う
、
あ
た
た
か
い
や
集
合
場
所
の
提
供
、
車
の
送
迎
の

さ
し
い
心
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
提
供
な
ど

奉
仕
銀
行
は
、
そ
う
い
う
ま
ご
こ
壽
預
託
の
し
か
た

ろ
を
多
く
の
人
達
か
ら
預
け
て
い
た
奉
仕
の
預
託
を
希
望
さ
れ
る
方
は

だ
き
、
善
意
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
奉
仕
銀
行
へ
お
手
紙
か
電
話
で
申

に
橋
渡
し
い
た
し
ま
す
。
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

奉
仕
銀
行
で
は
、
次
の
預
託
口
座
〇
預
託
さ
れ
た
ま
ご
こ
ろ
は

を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
さ
き
に
関
係
者
の
調
査
に
よ
っ
て

▼
技
能
奉
仕
口
座
…
…
専
門
職
や
、
把
握
さ
れ
て
い
る
＂
善
意
を
受
け

そ
れ
に
近
い
技
術
を
生
か
し
た
奉
た
い
人
た
ち
＂
に
あ
な
た
の
ま
ご

仕
活
動
こ
ろ
を
お
取
り
次
ぎ
い
た
し
ま
す
。

伺
大
工
、
理
容
、
調
理
、
マ
ッ
サ
奪
お
問
い
合
わ
せ
や
お
申
し
込
み

ー
ジ
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
の
修
理
邑
楽
郡
社
会
福
祉
協
議
会
奉
仕
銀

な
ど
行
館
林
市
仲
町

1
1番
1
0号
邑

▼
勤
労
奉
仕
口
座
…
…
特
別
な
技
術
楽
福
祉
事
務
所

(
~
o二
七
六
七

を
持
た
な
い
が
、
時
間
を
活
用
し
ー
三
ー
ニ
―
四
一
）
へ

て
行
う
奉
仕
活
動
＇
‘
，
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
・

1
•
1・

圃
っ
く
ろ
い
も
の
、
掃
除
、
洗
濯
‘
嘩

a
辻
字
J
セ
ン
タ
ー

看
護
、
留
守
居
、
話
し
相
手
な
ど

▼
寄
付
金
口
座
…
…
現
金
展
示
場
オ
ー
プ
ン

圃
結
婚
、
誕
生
等
の
祝
金
、
初
給

料
、
預
金
利
子
、
配
当
金
、
香
典
、

そ
の
他
篤
志
に
よ
る
預
託
な
ど

▼
寄
付
物
品
口
座

圃
衣
料
品
、
図
書
、
文
房
具
、
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
の
物
品

払
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
の
判
断
が
で

き
ま
せ
ん
。
．
そ
の
た
め
に
、
現
況
届

が
提
出
さ
れ
る
ま
で
、
年
金
の
支
払

い
を
一
時
差
し
止
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

財
団
法
人
群
馬
県
住
宅
セ
ン
タ
ー

で
は
、
住
ま
い
に
関
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
た
つ
事

を
念
願
し
て
、
こ
の
た
び
四
月
一
日

か
ら
住
宅
に
必
要
な
設
備
機
器
、
建

築
材
料
な
ど
の
展
示
場
を
開
設
し
ま

. 
し
た
。
展
示
場
は
、
高
崎
市
問
屋
町

県
営
住
宅
一
階
（
高
崎
市
飯
塚
町
金

井
）
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
優
良
部
品

や
建
築
資
材
の
実
物
に
接
し
て
い
た

だ
け
る
展
示
場
を
開
設
し
ま
し
た
。

手
に
と
っ
て
十
分
ご
覧
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

展
示
場
の
開
場
時
間
は
、
午
前
十

時
三
十
分
か
ら
午
後
六
時
三
十
分
ま

で
。
毎
週
月
曜
日
が
休
館
と
な
っ
て

い
ま
す
。

場
内
に
は
職
員
二
名
が
お
り
、
各

種
の
住
宅
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

一
区
長
会
役
員
決
ま
る
一

会
長
田
口
貞
雄
（
大
輪
）

副
会
長
吉
田
重
信
（
梅
原
）

＂
荒
川
一
郎
（
上
江
黒
）

会
計
薗
田
邦
松
（
大
佐
貫
）〈

敬
称
略
〉

一
消
賣
者
苦
情
相
談
員
決
ま
る
一

こ
の
ほ
ど
本
村
の
消
費
者
苦
情
相

談
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
村
民
生
活
の
安
定
と
向

上
を
図
る
た
め
、
欠
陥
商
品
を
購
入

し
て
し
ま
っ
た
な
ど
と
い
っ
た
消
費

生
活
に
関
す
る
苦
情
の
受
け
付
け
、

処
理
及
び
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
う
も

の
で
す
。

消
費
生
活
に
関
し
て
苦
情
が
あ
り

ま
し
た
ら
次
の
相
談
員
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

野
本
と
よ
子
（
千
津
井
）6館
林
四
ー
写
究
―
―

内
山
利
子
（
中
谷
）

6
川
俣
―
―
菩
一
七

石
村
チ
ョ
（
大
佐
貫
）
6
川
俣
―
―
―
―
―
―
九
一

（
敬
称
略
）
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ヵ万又ノ＼う入っ
トのイ知心こ｀
祝如用閉

内評

風
か
お
る
五
月
。
晴
れ
上
が
っ
た

日
本
晴
れ
の
空
を
泳
ぐ
コ
イ
ノ
ボ
リ
。

肌
を
触
れ
る
風
も
心
地
よ
い
。
そ
ん

な
あ
る
日
＂
花
の
村
・
花
の
里
“
と

い
わ
れ
て
い
る
千
津
井
地
区
を
お
訪

ず
ね
て
み
ま
し
た
。

お
じ
ゃ
ま
し
た
の
は
、
小
久
保
園

を
経
営
し
て
い
る
小
久
保
弘
治
さ
ん

宅
。
突
然
う
か
が
っ
た
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
快
く
取
材
に
応
じ
て
く
れ
て

非
常
に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。

小
久
保
さ
ん
は
花
を
愛
し
た
り
、

花
を
栽
培
す
る
人
に
は
似
合
わ
ず
、

あまjにも東叶2

ぞ
ご
ヘ

ご
つ
い
手
、
ご
つ
い
顔
の
人
で
し
た
。

ま
ず
、
案
内
さ
れ
た
の
は
家
の
前

に
あ
る
大
き
な
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
。
一

棟
で
二
百
五
十
面
約
八
十
坪
あ
る
そ

う
で
す
。

ハ
ウ
ス
内
は
大
き
な
機
械
が
あ
り

ま
る
で
工
場
の
よ
う
。

暖
房
器
か
ら
、
ハ
ウ
ス
の
す
み
ず

み
ま
で
延
び
る
太
い
ビ
ニ
ー
ル
。
窓

を
自
動
的
に
開
閉
す
る
サ
ー
モ
ッ
ト

装
置
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
で
機
械
化

ゞ
、
。
ヵ

花
と
い
う
花
が
、
あ
た
り
一
面
カ

ラ
フ
ル
に
咲
い
て
い
て
、
ま
る
で
メ

ル
ヘ
ン
の
世
界
へ
急
に
迷
い
込
ん
だ

よ
う
。
ち
ょ
う
ち
ょ
か
飛
ん
で
い
な

い
の
が
、
お
か
し
な
奮
囲
気
。
で
も

い
ま
に
も
急
に
現
わ
れ
そ
う
。

い
つ
ま
で
も
、
美
し
い
花
を
見
と

れ
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
ま
ず

は
取
材
、
取
材
。

「
今
、
最
盛
期
の
花
は
」
な
ど
と

取
材
開
始
。

今
、
出
荷
に
追
わ
れ
て
い
る
の
は

が
、
フ
・
＿
＿
＿
’
＿
フ
メ
＿
＿
ぢ

•
し

ヽ

母
の
日
に
向
け
て
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
の
こ
と
。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
切
り
花
で
出

荷
す
る
も
の
ば
か
り
だ
と
思
っ
て
い

た
私
は
、
鉢
ご
と
出
荷
し
て
い
る
と

は
、
お
ど
ろ
き
で
し
た
。

あ
た
り
を
良
く
見
ま
わ
す
と
、
あ

る
わ
あ
る
わ
、
ニ
ー
三
輪
咲
い
た
赤

や
ピ
ン
ク
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
か
白

い
鉢
に
入
っ
て
、
と
こ
ろ
狭
し
と
ズ

ラ
リ
並
ん
で
あ
り
、
出
荷
を
待
つ
ば

か
り
。

乙｀ぶ，幻盆il
人＇置 1
北ヤ
會ン

し
亀ヽ

野
も
山
も
す
っ
か
り
緑
に
包
ま

れ
農
作
物
の
成
長
も
活
発
に
な
り
、

病
害
虫
防
除
の
た
め
に
多
量
の
農

薬
か
使
わ
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し

゜

た

農
薬
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、
不

注
意
、
慣
れ
、
油
断
か
ら
起
き
て

お
り
ま
す
の
で
、
農
薬
の
散
布
に

あ
た
っ
て
は
次
の
こ
と
を
よ
く
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

1

農
薬
散
布
前
の
注
意

日
農
薬
の
製
品
に
は
、
使
用
方

法
、
使
用
上
の
注
意
事
項
な
ど
、

必
要
な
事
項
が
表
示
さ
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
よ
く
読
む

こ
と
。

口
散
布
作
業
に
必
要
な
衣
類
を

整
え
て
お
く
こ
と
。

口
使
用
す
る
機
具
か
整
備
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
よ
く
点
検
し

て
お
く
こ
と
。

四
万
一
の
事
故
を
考
え
て
、
薬

剤
の
名
称
、
毒
物
、
劇
物
な
ど

の
区
別
な
ど
を
記
録
し
て
お
く

と
と
も
に
、
毒
性
の
程
度
や
応

急
手
当
、
解
毒
方
法
な
ど
知
っ

て
お
く
こ
と
。

国
病
後
の
人
、
妊
婦
や
生
理
日

の
婦
人
、
手
や
足
に
傷
か
あ
る

人
、
薬
物
に
敏
感
な
体
質
の
人

な
ど
は
作
業
に
従
事
し
な
い
こ

゜

と

2

農
薬
散
布
時
の
注
意

H
必
ず
ゴ
ム
手
袋
、
マ
ス
ク
、

長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
‘
帽

子
な
ど
で
身
仕
度
を
整
え
る
ほ

か
、
さ
ら
に
保
護
ク
リ
ー
ム
で
皮

ふ
を
守
る
こ
と
。

口
散
布
は
風
向
き
を
考
え
て
薬
剤

を
浴
び
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

口
散
布
作
業
は
、
朝
夕
の
涼
し
い

時
間
を
選
び
無
理
な
作
業
は
や
ら

な
い
こ
と
。

四
休
み
時
間
に
は
、
石
け
ん
で
手

足
、
顔
を
よ
く
洗
う
と
と
も
に
、

う
が
い
も
す
る
こ
と
。

3

農
薬
散
布
後
の
注
意

日
作
業
後
は
‘
使
用
し
た
機
具
を

よ
く
洗
っ
て
お
く
こ
と
。

口
使
い
残
し
た
農
薬
は
、
農
薬
専

用
の
保
管
箱
な
ど
に
収
納
し
カ
ギ

を
か
け
て
厳
重
に
管
理
す
る
こ
と
。

ロ
ア
キ
容
器
の
ビ
ン
類
は
、
多
量

の
水
で
よ
く
洗
い
地
中
深
く
埋
め

ま
た
、
袋
は
焼
き
す
て
る
な
ど
完

全
な
処
置
を
す
る
こ
と
。

四
全
身
を
石
け
ん
で
よ
く
洗
う
と

と
も
に
、
衣
類
は
下
着
ま
で
取
り

替
え
、
作
業
衣
服
は
必
ず
石
け
ん

を
用
い
て
よ
く
洗
う
こ
と
。

国
作
業
を
し
た
日
の
晩
は
、
飲
酒

を
慎
み
、
夜
ふ
か
し
を
し
な
い
こ

゜

と因
気
分
が
悪
く
な
っ
た
と
き
は
、

医
師
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
。

農
薬
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う



(5) 第212号

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と

数
え
始
め
た
が
、
ま
だ
向
こ
う
の
棟

に
も
あ
る
ん
だ
よ
と
言
わ
れ
、
あ
ま

り
の
多
さ
に
お
ど
ろ
き
。
途
中
で
数

え
る
の
を
あ
き
ら
め
。

出
荷
先
は
十
軒
の
花
組
合
で
協
同

で
、
京
浜
方
面
に
出
荷
し
て
い
る
と

の
こ
と
。

千
津
井
の
花
は
、
シ
ク
ラ
メ
ン
と

切”'ッ／二、7
カ—テーzヲ

花の里•干津井地区

ン

ラ
ン
の
花
だ
け
だ
ろ
う
と
想
像
し
て

い
た
私
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
花
の

種
類
に
，
、
明
和
村
に
も
こ
ん
な
美
し

い
花
が
あ
る
も
の
か
と
、
オ
ド
ロ
キ

の
連
続
。

こ
の
花
は
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
、
そ

し
て
カ
ラ
シ
コ
イ
、
ポ
リ
ア
ン
サ
ス

な
ど
と
、
次
か
ら
次
へ
と
聞
き
な
れ

な
い
花
の
名
前
が
ポ
ン
ポ
ン
飛
び
出

し
、
一
度
聞
い
た
だ
け
で
は
全
く
憶

え
ら
れ
ず
、
迷
惑
と
思
い
な
が
ら
、

何
回
も
聞
き
返
す
こ
と
し
き
り
。

こ
れ
ら
の
花
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
種
、

特
に
オ
ラ
ン
ダ
あ
た
り
の
草
花
が
多

い
そ
う
で
す
。

別
棟
の
ハ
イ
ロ
ン
ハ
ウ
ス
で
は
今

年
か
ら
出
荷
す
る
と
い
う
ア
ジ
サ
イ

が
き
れ
い
な
鉢
に
入
れ
ら
れ
、
こ
れ

ま
た
ズ
ラ
リ
並
ん
で
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
ア
ジ
サ
イ
は
昨
年
の
夏
の
猛

暑
で
だ
い
ぷ
痛
め
ら
れ
て
し
ま
い
、

0•い涌切屯＊裏昆

否r, 11 
すヶ未
ぁも

i古

--—— 囃

思
っ
た
よ
う
な
花
が
咲
い
て
く
れ
ず

困
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

ア
ジ
サ
イ
は
庭
に
植
え
ら
れ
て
あ

る
も
の
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
、
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
ジ
サ
イ
の
鉢
物

と
い
い
、
生
産
者
は
色
々
と
研
究
し

て
い
る
も
の
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ア
ジ
サ
イ
な
ど
は
、
大
き
く

な
ら
な
い
よ
う
に
抑
制
剤
を
使
っ
て

小
さ
く
し
、
団
地
の
窓
辺
に
飾
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
あ
る
そ
う
で
す
。

美
し
い
か
れ
ん
な
花
を
久
々
に
見

て
、
心
の
中
が
洗
い
清
め
ら
れ
た
よ

う
で
し
た
。
な
か
な
か
こ
の
よ
う
な

う
ナ
ン
彎
ュ
ラ
ス

広 報 め し‘ わ
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今わ辺かl可管の水が記企心や
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事
は
味
わ
い
た
く
と
も
味
わ
え
な
い

の
で
は
…
…
…
。
そ
の
点
私
は
幸
福

者
ョ
゜

ち
ょ
う
ど
三
時
、
「
オ
ー
お
茶
だ
ー

休
め
よ
ー
」
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

わ
ざ
わ
ざ
呼
び
に
来
て
く
れ
、
私
も

誘
わ
れ
る
ま
ま
に
応
接
室
で
お
茶
を

ご
ち
そ
う
に
な
り
、
ま
わ
り
を
見
る

と
、
花
栽
培
の
農
家
ら
し
く
、
い
た

る
と
こ
ろ
に
ラ
ン
の
花
な
ど
が
飾
っ

て
あ
り
、
お
茶
も
ひ
と
味
お
い
し
く

ご
ち
そ
う
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。

花
組
合
で
は
、
協
同
で
出
荷
し
て

い
ま
す
が
、
直
接
販
売
も
す
る
そ
う

で
、
＂
広
報
で
知
り
う
か
が
い
ま
し

た
“
と
話
し
て
く
れ
れ
ば
、
安
く
し

て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
―
つ
あ
な
た

の
部
屋
に
い
か
が
。

美
し
い
花
を
相
手
に
毎
日
／
＼
仕

事
が
出
来
る
な
ん
て
い
い
な
ー
と
今

ま
で
思
っ
て
い
た
が
、
取
材
を
終
え

種
播
き
、
植
え
付
け
、
植
え
変
え
、

鉢
あ
げ
…
…
と
出
荷
ま
で
の
話
を
う

か
が
う
と
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
、

こ
れ
が
正
直
な
感
想
で
し
た
。 さ

ー
ス
す
｀
•
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▼地区別投票者数及び投票率

地区名 有権者数 投票者数 投票率 順位 比前回との較

斗合田
人 人 % % 

294 277 94.22 7 + 1.84 

下江黒 261 253 96.93 2 - 0.70 

上江黒 376 337 89.63 15 + 0.53 

千津井 431 417 96.75 3 - 0.31 

江 ロ 482 449 93.15 11 - 1.90 

田 島 401 390 97.26 1 + 2.72 

南大島 889 842 94.71 6 + 5.75 

新 里 571 525 91.94 14 - 0.64 

中 谷 401 353 88.03 16 + 6.67 

梅 原 602 557 92.52 13 + 0.90 

JII 俣 297 ”'9 93.94 8 + 2.97 

須 賀 275 261 94.91 5 + 2.96 

大 輪 653 612 93.72 , + 0.82 
入ヶ谷 95 91 95.79 4 - 3.13 

矢 島 473 438 92.60 12 + 1.49 

大佐貫 395 369 93.42 10 - 2.01 

計 6,896 6,450 93.53 + 1.46 

▼町村別投票率

町村別 投票率 前回との比較

板倉町 94.14% +1.74% 

明和村 93.53 +1.46 

千代田村 90.30 +l.74 

大泉町 77.71 -3.68 

邑楽町 84.97 -2.45 

郡平均 85.88 -1.20 

▼町村別候補者得票数

統
一
地
方
選
挙
の
ふ
た
あ
け
で
あ

る
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
三
月
二
十

七
日
に
告
示
さ
れ
四
月
八
日
投
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

邑
楽
郡
の
選
挙
区
は
一
議
席
増
え

三
議
席
と
な
り
、
選
挙
の
結
果
、
久

保
田
富
一
郎
、
平
田
清
久
、
荻
野
勘
一

の
三
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

県
議
会
議
員選挙

結
果

候補者
高瀬茂郎 久保田富一郎 岡安利一 平田清久 荻野勘一

町村別

板倉町 4,644 票 188 票 622 票 75 票 5,349 票

明和村 1,791 581 2,197 122 1,687 

千代田村 239 3,092 760 1,983 482 

大泉町 190 7,371 2,342 5,688 275 

邑楽町 557 6,211 2,056 2,260 810 

A ロ 計 7,421 17,443 7,977 10,128 8,603 
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青
年
会
主
催
に
よ
る
フ
ォ
ー
ク
コ

ン
サ
ー
ト
が
中
央
公
民
館
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
す
。

青
年
会
で
は
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー

ト
の
出
場
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
公
民
館
で
、
ひ
と
つ
あ
な
た

の
腕
前
を
ひ
ろ
う
し
て
は
。

ま
た
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か

け
て
み
て
は
。

▼
日
時
五
月
二
十
七
日
午
後

二
時
か
ら
五
時
ま
で

▼
会
場
中
央
公
民
館
講
堂

▼
申
し
込
み
先
公
民
館
事
務
局

(
6

四
四
九
一
）
へ
二
十
日
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
入
場
料
無
料

東
部
児
童
館
電
話
番
号

令
J
`

村
営
住
宅
及
び
江

ロ
、
下
江
黒
、
梅
原

で
行
わ
れ
て
い
る
農

道
整
備
事
業
（
小
規

模
土
地
基
盤
整
備
事
業
）
の
建
設
資

金
の
一
部
は
簡
易
生
命
保
険
の
積
立

金
か
ら
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト

1
1

青
年
会
主
催
I
I

中
央
公
民
館
を
建

設
し
た
明
和
建
設
共
同

企
業
体
で
は
、
公
民
館
が

完
成
し
た
の
で
、
何
か
記
念

に
残
る
も
の
を
と
い
う
事
で
、

村
の
木
に
指
定
さ
れ
て
い
る
＂
ッ

ゲ
“
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

高
さ
三
昇
、
樹
齢
二
十
年
と
い
う
り

っ
ぱ
な
ツ
ゲ
で
四
月
十
六
日
、
公
民
館
の

玄
関
わ
き
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

メ
ュー

わたしたち
五つ子チューリップ

かプ
らの黄
五花色
つがの

も‘チ
咲ーユ
いつ 1
てのリ
ぴ茎ツ

っ
く
り
し
て
い
る
の
は
大
輪
の
内
山

雅
広
さ
ん
一
家
。

一
歳
半
の
美
紀
ち
ゃ
ん
に
見
せ
て

あ
げ
よ
う
と
十
個
球
根
を

購
入
し
植
え
た
一
個
。

き
っ
と
五
人
家

族
だ
か
ら
一
人

づ
つ
に
と
五
個

咲
い
た
の
で

し
ょ
う
と
家

族
の
話
。
近

所
の
方
も
め

ず
ら
し
い

と
、
見
に
来
る
人
も
多
く
ち
ょ
っ
と

し
た
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
植
え
た
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
葉
か
ら
赤
い
花
が
咲
き
二
度

ピ
ッ
ク
リ
。
植
え
る
時
、
肥
料

を
与
え
過
ぎ
た
ほ
ど
与
え

た
か
ら
か
し
ら
と
、

首
を
ひ
ね
っ
て

い
ま
す
。

なン畑毒
い類かし‘

作のをらて
の業で全二回

え人す‘部 km り
人なはる大行以ま

いはいビ人変わ内し
てで抜かヤはななにた木 rア｀左”"つ二—.--‘~くで少の
いすき‘ク-,労けあ゜をマイ＾ヤつの両と四守て百栽そてるカ~防あな収
まよ取植シ梨働れる ーイプカクて原日十月ろい年培こいとかぐる＜量
しL. 0 つえン畑゜ばビ 本プキイシい因赤六十うるも農でまいつか赤なが
たとてて類の なヤ いキ‘ヅンると星日ーと梨続家‘すわてに星る多
゜話ほあを近 らク つ‘タカ類ビな病の日‘をいは梨゜れい‘病かく

住
宅
金
融
公
庵
で
は
、
自
分
が

住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方

に
対
し
て
個
人
住
宅
建
設
資
金
の

申
込
み
受
け
付
け
を
次
の
要
領
に

よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間
五
月
一
日
か
ら
五

月
三
十
一
日
ま
で

（
融
資
予
定
戸
数
に
達
し
た
と

き
は
締
め
切
り
ま
す
）

▽
選
定
方
法
先
着
順
に
よ
り
無

抽
選
で
選
定
し
ま

す
。

木
造
住
宅
（
八
十
面

以
上
）
の
場
合
三
百

六
十
万
円
ー
三
百
八

十
万
円
。
断
熱
構
造

化
工
事
を
行
っ
た
場

合
十
万
円
ー
三
十
万

▽
融
資
額

家庭教育電
よい一 r

(0272)24-4152 

円
の
融
資
額
の
加
算
及

び
老
人
（
六
十
五
才
以

上
）
等
が
同
居
す
る
場

合
四
十
万
円
ー
八
十
万

円
の
融
資
額
の
割
増
し

制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
利
率
年
五
．

0
五
％

▽
返
済
期
間
木
造
の
場
合
二
十
五

年
以
内
。

▽
申
込
場
所
住
宅
建
設
場
所
と
同

一
県
内
の
「
住
宅
金

融
公
庫
業
務
取
扱
店
」

と
表
示
し
た
金
融
機

関

な
お
、
詳
し
く
は
住
宅
金
融
公
庫

北
関
東
支
所
(
f
to
二
七
二
—
三
二

ー
六
六
五
五
）
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

我
が
子
の
悩
み
に
ズ
バ
リ
答
え
て

く
れ
る
「
よ
い
子
の
ダ
イ
ヤ
ル
」
が

県
庁
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

相
談
内
容
は
教
育
、
児
童
の
し
つ

け
、
育
児
、
更
生
保
護
、
非
行
防
止
、

精
薄
問
題
な
ど
家
庭
で
か
か
え
る
悩

み
全
般
に
つ
い
て
答
え
て
く
れ
ま
す

の
で
、
一
人
で
悩
ん
で
い
な
い
で
、

「
よ
い
子
の
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
利
用
し

て
は
い
か
が
で
じ
ょ
う
か
。

経
験
豊
か
な
専
門
相
談
員
が
、
あ

な
た
の
相
談
相
手
と
な
り
、
あ
な
た

の
力
と
な
り
ま
す
。

よ
い
子
の
ダ
イ
ヤ
ル
は0
2
7
2

ょ
し
こ
に

凶
4
1
5
2

で
す
。

受
け
付
け
開
始

1
1

住
宅
金
融
公
庫
I
I
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圏料理•生花教室の生徒募集

公民館では料理•生花教室を開催します。

►対象者一般村民（婦人） ► 募集人員 各30名

►受付 5 月 20 日から 5 月 31 日までに中央公民館

へ（先着順） ► 開催期間 6 月より 8 回～ 10回実

施 ► 費用 原材料のみ自己負担

Iii 4 月は次の団体が使用

●短歌会●菊声会●詩舞愛好会●青年会●個人演

説会●消防団●文化協会●館高PTA 明和支部

●新里子ども会●緑親会●民謡会●明和土地改良

区

1115•6 月の休館 8
●定期休館日 毎週月曜日 国民の祝日

●土曜日は午後休館となります。

※ 5 • 6 月の休館日

5 月 3 • 5 • 7 • 14 • 21 • 28 日

6 月 4 • 11 • 18 • 25 日

四
月
十
六
日
か
ら
館
林
電
報
電

話
局
の
窓
口
業
務
の
時
間
が
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

▼
平
日
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で

▼
土
曜
日
午
前
九
時
か
ら
正
午

で

な
お
、
電
話
に
よ
る
受
付
は
従

来
ど
お
り
、
平
日
は
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
土
曜

日
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

0
時
三
十
分
ま
で
ご
相
談
を
う
け

て
い
ま
す
。

電
話
に
よ
る
お
問
合
わ
せ
は
0

二
七
六
七
ー
四
ー
ニ
九
九
一
（
着

信
無
料
）
へ

業
時
間
の
変
更

営ロ窓

ー
館
林

電
報
電
話
局
ー

中
小
企
業
に
働
く
従
業
員
の
方
々

が
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
設
し
よ
う
と

す
る
と
き
、
資
金
が
足
り
な
い
場
合

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

▼
融
資
を
受
け
ら
れ
る
方

中
小
企
業
の
従
業
員
の
方
々
が
自

分
が
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
、
増

改
築
ま
た
は
購
入
し
よ
う
と
す
る
人

で
次
の
方
々
が
該
当
し
ま
す
。

●
県
内
の
中
小
企
業
に
勤
務
す
る
従

業
員

●
申
込
人
の
年
収
が
お
お
む
ね
七
百

万
円
以
下
の
方

●
資
金
の
償
還
が
確
実
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
方

（
住
宅
金
融
公
康
の
利
用
者
で
も
利

用
で
き
ま
す
）

※公民館を使用可る場合は、
公民館（こ届出を。

5日前までに

昭
和
五
十
四
年

▼
融
資
の
条
件

●
融
資
金
額

新
築
二
百
五
十
万
円
以
内

増
改
築
百
万
円
以
内

土
地
百
五
十
万
円
以
内
た

だ
し
、
こ
の
住
宅
資
金
の
申
込
者

で
前
々
年
の
四
月
一
日
以
降
取
得

し
た
土
地
。

●
融
資
利
率
六

·
O
%

●
融
資
期
間
新
築
・
土
地
は
十
五

年
以
内
増
改
築
は
十
年
以
内

●
償
還
方
法
元
利
均
等
毎
月
払
い
、

ま
た
は
元
利
均
等
毎
月
払
い
と
ボ

ー
ナ
ス
払
い
の
併
用

●
担
保
及
び
保
証
人
金
融
機
関
の

定
め
に
よ
る
。

▼
申
込
受
付
期
間

四
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
、
た
だ
し
融
資
枠
に
達
し
た
と

き
は
締
切
り
ま
す
。

▼
融
資
の
申
込
み

借
入
申
込
書
の
用
紙
は
役
場
経
済

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
申
込
用

紙
に
記
入
の
う
え
源
泉
徴
収
票
を
添

え
て
取
扱
金
融
機
関
（
館
林
信
用
金

庫
）
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
詳
し
く
は
役
場
経
済
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
生

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

石
丸
卓
人
武

2

男
南
大
島

2

月

2
3日

小
林
大
士
孝
長
男
南
大
島

3

月
2
4日

田
口
悦
子
禎
孝
長
女
大
輪

3
月

2
8日

中
島
篤
史
清
長
男
大
佐
貫

3
月

2
9日

酒
井
孝
悟
義
雄
長
男
千
津
井

4
月
2
日

島
田
晃
司
巌
長
男
大
輪

4
月

7
日

田
口
縁
博
昭

2

女
大
輪

4
月

1
1日

内
山
直
人
利
男
長
男
大
輪

4
月

1
7日

江
森
大
輔
久
雄
長
男
新
里

4
月

1
7日

小
林
規
泰
章
司

2

男
南
大
島

4
月

2
0日

死
亡

氏
名
年
令
謬
[
毘
苔
り

立
木
君
子

6
5
幹
]
郎
梅
原

4
月
2
日

新
井
ま
ん

7
1

賽
作
田
島

4
月
3

日

宇
木
徳
治

7
7

慶
i
川
俣

4
月
4
日

原
口
ひ
で

9
5
角
次
郎
大
輪

4
月

1
0日

謀
木
か
ん

6
9
芳
男
大
佐
貫

4
月

1
2日

あ
わ
し
よ
｀

ご
`
J
`
太
く
れ
升

▼
大
輪
の
原
口
角
次
郎
さ
ん
は
社
会

福
祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と

十
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

＿
文
芸
欄
一

（
今
月
は
短
歌
）
順
不
同

い
く
つ
か
の
投
稿
を
す
ま
さ
ば
気
休

ま
り
指
圧
の
治
療
も
心
よ
く
効
く

青
木
光
子

あ
の
峰
を
越
え
て
栄
転
さ
れ
し
支
局

ら
い
．
？

長
か
器
落
な
り
き
そ
の
後
は
知
ら
ず

坂
上
千
枝
子

す
こ
や
か
に
育
て
よ
初
孫
か
ば
か
り

に
愛
し
よ
頬
ず
り
抱
き
あ
げ
て
見
つ

中
島
あ
い
子

如
月
の
日
和
つ
づ
き
の
夕
ま
け
て
エ

場
の
窓
落
日
き
ら
ら

細
田
武
子

久
に
逢
ふ
孫
に
せ
が
ま
れ
デ
パ
ー
ト

に
大
き
な
玩
具
を
持
ち
て
離
さ
ず

富
塚
富
江

改
札
員
い
と
も
巧
に
切
符
き
る
見
馴

れ
し
人
に
横
顔
や
わ
く

山
形
ト
メ
や
っ

装
ひ
よ
き
友
な
り
し
か
ど
病
床
に
塞

れ
し
ほ
つ
れ
毛
笑
顔
を
か
く
す

岡
安
す
み

（
来
月
も
短
歌
で
す
）

て

自
動
車
税
の
納
期
は
五
月
十
六

日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
納
期
内
に
納
税
し
て
く
だ

さ
い
。

納
税
の
窓
口
は
、
ほ
と
ん
ど
の

金
融
機
関
、
郵
便
局
、
役
場
な
ど

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
自
動
車
税
の
納
税
に
つ

い
て
は
、
電
話
、
電
気
な
ど
の
公

共
料
金
と
同
じ
よ
う
に
預
金
口
座

か
ら
振
替
納
税
が
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
の
申
込
み
は
農
協
の

窓
口
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

郵
便
ハ
ガ
キ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

郵
政
省
で
は
、
重
度
の
障
害
者

（
一
・
ニ
級
）
で
、
同
手
帳
を
お
持

ち
の
満
六
歳
以
上
の
人
に
、
身
体

障
害
者
福
祉
強
調
運
動
に
ち
な
み

郵
便
は
が
き
を
、
一
人
に
つ
き
二

十
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

▽
受
付
期
間
五
月
三
十
一
日
ま

で▽
申
し
込
み
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
参
の
う
え
、
近
く
の
郵
便
局

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
代
理

の
人
の
申
し
込
み
で
も
、
郵
便
に

よ
る
申
し
込
み
で
も
け
っ
こ
う
で

す
。
郵
便
に
よ
る
場
合
は
、
本
人

の
手
帳
番
号
と
級
別
・
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
、
押
印
の
う
え
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
郵
便
局
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

お
忘
れ
な
く

自
動
車
税
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一貪ク
救急車出動回数
●交通事故 l 件

●急病 6 件

●その他 2 件

計 9 件

認
館林邑楽地区 館 林 地 区 明和

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科 干代田地区

日
5 月 13 日

浜野医院 川田医院
清河堂医院ft 02767(2)3070 

館林医院 小西医院

曜
ft 02768(8)5678 ft 02767(2)0754 n 02167(4)2112 tt 027686-2261 

白沢医院 原医院 大島診療所ft02767(7) 1503 寺内医院 江上医院

当
5 月 20 日

rr 02151(2) 1600 n 02161(2)1936 川生医院 n 021s1(2)3030 ff 02767(2)3031 n 021686-2028 

番 5 月 27 日
落合医院 後藤康生医院 後藤康生医院ft02767(2)3975 礫川堂医院 竹越医院
ft 02767(2)0160 n 021s1(2)391s 堀越医院ft 02767(3)4151 ft 02767(4)0184 tr 027684-3137 

医 6 月 3 日
根岸医院 小倉医院 岡田医院 C 02767(2)316~ 永寿堂医院 ；ェロ医院
ff 02767(2)3262 ft 02767(2)0606 増田医院ft 02767(2) 1387 f! 02767(2)4464 ft 027686-3201 

6 月 10 日
古屋（恒）医院 大神医院 阿久津医院ft 02767(2)3315 海宝医院 館林地区が ; ft 0276(63)6161 ff 0276(62)2200 田内医院ft 02767(2)3855 n 02161(2)3155 担当します

県
内
民
営
バ
ス

会
社
が
六
十
五
歳

以
上
の
お
年
寄
り

を
対
象
に
発
売
し

て
い
る
昼
間
時
割

引
回
数
券
が
、
こ

の
四
月
一
日
か
ら
、

さ
ら
に
百
円
安
く

な
り
一
冊
八
百
円

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
回
数
券
は
、

県
バ
ス
協
会
に
加

入
し
て
い
る
七
社

が
よ
り
多
く
の
方

々
に
乗
合
バ
ス
を

利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
発
売
し
て
い
る
も
の
で
す
。

利
用
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
乗
り
降
り
の
場
所
が
、
と
も
に
群

老人のバス料金
割引率アップ

馬
県
内
で
あ
る
こ
と
。
他
県
に
ま
た

が
る
場
合
に
は
‘
割
り
引
き
に
な
り

ま
せ
ん
。

▼
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分

の
間
に
乗
降
車
す
る
場
合
に
、
割
り

引
き
さ
れ
ま
す
。

▼
割
り
引
き
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

六
十
五
歳
以
上
の
方
で
す
。

▼
割
引
率
は
、
通
常
発
売
さ
れ
て
い

る
回
数
券
の
二
割
引
き
で
す
。

▼
回
数
券
の
お
買
い
求
め
は
、
バ
ス

会
社
の
営
業
所
か
直
営
案
内
所
で
、

健
康
保
険
証
な
ど
、
年
齢
を
確
認
で

き
る
も
の
を
提
示
し
、
窓
口
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
本
人
で
な
く
と
も
、
代
理
の
方

で
も
購
入
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
県
バ
ス
協
会

(
~
o

二
七
ニ
ー
六
一
ー
ニ

0
七
二
）
へ

不
燃
性
の
危
険
物
収
集
が
行
わ
れ

観i
[ ：光
ょば 地＇
う持マ

嘉ナ
ぇ l
り

’` ̀. ; 9, 

' 9しし‘ヽ＼苓｀ー
---------------------------------------------------------------

5

月

2
2日
午
後

1

時

3
0分
か
ら
2

時
ま
で

中
央
公
民
館

昭
和
5
3年
2

月
1

日
か

ぢ
昭
和
5
4年
1

月

3
1日

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

明
和
村
転
入
以
前
に
実
施
さ
れ
た

方
は
事
前
に
保
健
課
ま
で
に
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
会
場

▼
該
当
児

▼
日

時

ボ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）

の
予
防
接
種
の
実
施

お
じ
ら
せ

はかりの検査を
実施します

県
で
は
、
皆
様
の
使
用
し
て
い
る

計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査
を

行
い
ま
す
。

計
量
法
に
碁
づ

い
て
行
う
こ
の
検

査
は
、
皆
様
の
計

量
器
が
正
確
で
あ

る
こ
と
に
よ
り
、

商
売
や
農
産
物
の

出
荷
な
ど
の
利
益

と
安
全
を
守
る
た

め
に
行
う
も
の
で

す
か
ら
、
こ
の
機

会
に
必
ず
受
け
ま

し
ょ
う
。

検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

計
量
器
は
取
引
・

証
明
に
使
用
す
る

も
の
で
す
。

検
査
期
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
五
月
十
四
日
午
前
十
時
か
ら
十

二
時
ま
で
1
1

明
和
農
協
第
一

ｷ ----------------------------------------------------------, 
か車-, 体；
E 且； 足力 : 
しかん をづ：

り ‘ きく i 
のつ;... なり : 
てん又 : 
ょ：
ヽ＇, , 
0'  

乞□口；：言：‘/)：、
, 

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
1
1

商
工
会
館

▼
五
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
午

後
二
時
三
十
分
1
1

千
江
田
農
協

▼
手
数
料
ひ
ょ
う
量
（
は
か
る
こ

と
が
で
き
る
最
大
能
力
）
に
よ
っ

て
ち
が
い
ま
す
が
五
十
円
ー
三
百

二
十
円
位
で
す
。
し
か
し
、
二
百

k
g
を
超
え
る
と
そ
れ
以
上
と
な
り

ま
す
。

詳
し
く
し
り
た
い
方
や
、
不
明
な

点
は
役
場
経
済
課
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

1
1

一
級
建
築
士
試
験
I
I

▽
申
込
用
紙
の
配
布
群
馬
県
建
築

士
会
（
前
橋
市
問
屋
町

~
o
二
七

ニ
ー
五
ニ
ー
ニ
四
―
二
四
）

▽
受
け
付
け
五
月
二
十
八
日
か
ら

六
月
一
日
ま
で
。
県
庁
内
会
議
用

庁
舎
一
階
第
二
会
議
室
で
受
け
付

t
 

," ▽
学
科
試
験
八
月
四
日

▽
設
計
製
図
試
験
十
月
十
四
日

1
1

二
級
建
築
士
試
験
I
I

▽
申
込
期
間
五
月
十
四
日
か
ら
十

八
日
ま
で
各
土
木
事
務
所
（
申
込

用
紙
も
配
布
）

▽
学
科
試
験
七
月
二
十
二
日

▽
設
計
製
図
試
験
九
月
十
五
日

詳
し
く
は
、
県
建
築
課
（
~
o
ニ

こ
と
し
の
一
級
、
二
級
建
築
士
試
七
ニ
ー
ニ
三
ー

l
-
―
-
)
ま
た
は

験
が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
各
土
木
事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

t
t
立
お
し

m

ら
・
”
せ
す
t
;
§
t
;
§

ま
す
の
で
、
金
属
類
、
ビ
ン
類
と
分

け
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
日

5

月

2
8日
か
ら

3
1日

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め
は
固
定
資
産
税

第
一
期
、
自
動
車
税
、
国
民
年

金
第
一
期
、
及
び
水
道
使
用
料

で
す
。集

合
納
入
日

二
十
五
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
八
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

二
十
九
日
東
部
児
童
館

”
斗
合
田
薬
王
寺

今
月
の
納
め

建
築
士
試
験
の

お
知
ら
せ

適 賃 • 

• 

切 相談場所 日交
助な皆が は 時通

<届 さ 胃 [ 時 5 事ん 1 月

旦ご‘ よ灯故
し、：、胃 ] 3 儡10 相
主 との 談
に相で

• ▼月

悶 日例
時行

<門 5 政
月一

ー 午後 1日5 権人

”会で3 贔1.0 ~ 相談



村の人

6 月 1 日現在

世帯教 2288 戸

人口総数 9739 A. 
男 4870 人

女 4869 人

(5 月中の動き）
出生 10 人 死亡 4 人

二上ニニ：J

口

だ
く
ま
し
く
な
り

小
さ
な
運
動
会
で
は

あ
ふ
ね
そ
う

校
庭
の
力
だ
可
み
て

手
の
ひ
ら
に
の
る
よ
う
な

小
さ
な
／
＼
還
動
会

短
い
き
よ
り
の
力
け
つ
こ
は

あ
っ
と
い
う
ま
の
コ
ー
ル
イ
ン

小
さ
な
／
＼
蓬
動
会

わ
だ
あ
め
や
さ
ん
も

ふ
う
せ
ん
や
さ
ん
も
な
い

小
さ
な
／
＼
蓮
動
会

玉
入
れ
と
フ
ォ
ー
ワ
タ
ン
ス

お
田
さ
ん
や
つ
だ

小
さ
な
／
＼
運
動
会

大
き
く
な
り

5

月

2
2日
、
中
央
幼
稚
園

で
は
中
学
校
の
校
庭
で
、
ミ

ニ
運
動
会
を
行
い
、
楽
し
み

ま
し
た
。

'79 

6
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一筋に村政に尽くす

鯉沼忠弥さん

藤野 馨さん

第
八
回
村
政
功
労
者
表
彰

第
八
回
村
政
功
労
者
の

表
彰
式
か
五
月
三
十
日
役

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
功
労
者
の
対
象
に

な
っ
た
方
は
、
元
明
和
村

公
平
委
員
の
鯉
沼
忠
弥
さ

ん
（
大
佐
貫
）
、
元
明
和

村
教
育
委
員
の
藤
野
馨
さ

ん
（
千
津
井
）
の
二
名
で

す
。両

名
と
も
、
長
年
に
わ

た
り
、
力
の
尽
く
す
限
り

そ
の
道
i
筋
に
村
政
発
展

の
た
め
に
努
力
さ
れ
、
数

多
く
の
功
績
を
残
し
た
人
で
、
村
で

は
、
両
名
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た

の
で
、
村
政
功
労
者
と
認
め
、
両
名

に
対
し
て
感
謝
状
と
、
銀
盃
を
贈
り

長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

奈
良
村
長
は
式
の
な
か
、
両
名
の

プ
ロ
フ
ィ
ル
を
紹
介
し
な
が
ら
、
数

々
の
実
績
を
披
露
し
、
「
こ
れ
か
ら

も
、
今
ま
で
の
経
験
‘
知
識
を
基
に

よ
り
一
層
の
明
和
村
発
展
の
た
め
に

ご
指
尊
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
」

6
`
‘
↓
‘
:
‘
‘
、
'
ヽ
ヽ
‘
も
'
,
`
‘
'
も
｀
｀
｀
§
‘
`
`
`
‘
‘
;
,
e
'
も
ヽ
も
｀
＇
も
ー
｀
i
`
＇
、
｀
｀
も
｀
e
＇
9
も
ー
e
;
'
ヽ
'
、
\
‘
‘
,
1
`
‘
`
`
`
i
`
‘
`
i
`
`
`
9
,
`
’
令
も
｀
も
ー
｀
’
，
`
,
9
＼
令
e
i
`
‘
,
`
'
,
`
‘
t

0

9

 i
勲
七
等
青
色
桐
葉
章
に
輝
く

B
[『
い
[
[
]
い
い
以
[
[
i

t
電
車
ご
帰
宅
と
い
う
仕
事
の
連
続
。
一

。
そ
の
勤
勉
さ
が
認
め
ら
れ
、
各
一

一
ー
矢
島
の
恩
田
八
太
郎
氏
ー

一一
春
の
叙
勲
で
矢
島
の
恩
田
八
太
工
業
会
社
に
勤
務
。
五
十
年
間
東
京
方
面
か
ら
多
数
の
表
彰
を
受
け
て
一

0

9

 

一
郎
さ
ん
（
七
十
二
歳
）
か
勲
七
等
周
辺
の
ガ
ス
の
本
管
工
事
一
筋
に
打
い
ま
す
が
、
昭
和
三
十
九
年
七
月
、
一

一一
青
色
桐
葉
章
の
栄
誉
に
叙
せ
ら
れ
ち
込
ん
だ
人
で
す
。
工
事
現
場
に
逃
げ
込
ん
で
来
た
前
一

9

9

 

一
ま
し
た
。
昭
和
十
三
年
に
は
中
国
の
大
連
に
科
七
犯
の
凶
悪
犯
人
に
腕
を
か
ま
—

゜

一
恩
田
さ
ん
は
日
本
瓦
斯
（
ガ
ス
）
渡
り
南
満
州
瓦
斯
腕
で
技
術
員
養
成
れ
な
が
ら
も
捕
え
た
功
労
な
ど
で
。

一
9

9

 

一
所
講
師
や
、
も
警
視
総
監
か
ら
感
謝
状
を
い
た
、

9

1

-

―
一
本
管
課
監
督
だ
い
て
い
ま
す
。
一

一一
な
ど
を
行
い
「
ガ
ス
を
相
手
の
仕
事
な
の
で
、
一

9

ー
。

一
『

9
}

思
う
存
分
自
少
し
の
ミ
ス
も
許
さ
れ
ず
大
変
だ
一

一
、
｀
ぶ
ー
`
`
'
ー

.. 

分
の
技
術
を
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
ま
し
て
、
一

-
』
f
、
『a
{
`
/

、
発
揮
し
ま
し
女
房
は
午
前
三
時
ご
ろ
か
ら
起
き
一

-
Z
-
)

、
'
た
。
て
、
朝
食
の
用
意
、
そ
し
て
遅
く
一

一
日
本
瓦
斯
工
た
と
思
う
。
そ
の
苦
労
に
少
し
で
一

一
、

c
`
`

掃
国
後
、
ま
て
待
つ
そ
の
苦
労
は
大
変
だ
っ
一

一o

業
会
社
に
そ
も
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」
一

0

9

 

-
I

▼
の
高
い
技
術
と
受
彰
を
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
一

一亨
ヽ

永
年
勤
続
者
と
し
て
表
彰

元
経
済
課
長

原
口
角
次
郎
さ
ん

◎
藤
野
馨
さ
ん

と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
代
表
者
の
鯉
沼

さ
ん
は
「
今
日
栄
あ
る
表
彰
を
受

け
大
変
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
感
激
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
事

な
く
、
今
後
出
来
る
だ
け
、
村
の

発
展
の
た
め
に
つ
く
し
た
い
。
」
と

謝
辞
を
辿
べ
、
今
年
の
村
政
功
労

者
表
彰
を
閉
じ
ま
し
た
。

◎
鯉
沼
忠
弥
さ
ん

鯉
沼
さ
ん
は
、
一
合
併
前
は
旧
佐

貫
村
の
、
合
併
後
は
明
和
村
の
議

会
議
員
と
し
て
長
い
間
活
躍
さ
れ
、

そ
の
後
も
区
長
六
年
、
公
平
委
員

を
八
年
歴
任
さ
れ
大
い
に
村
政
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

藤
野
さ
ん
は
旧
千
江
田
村
か
ら

合
併
時
ま
で
議
会
議
員
と
し
て
八

年
ニ
ヵ
月
、
そ
の
後
教
育
委
員
を

十
四
年
ニ
ヵ
月
、
通
算
二
十
二
年

五
ヵ
月
の
長
き
に
わ
た
り
教
育
を

中
心
に
村
政
の
進
展
に
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

五
月
三
十
日
、
役
場
で
永
年
勤

続
職
員
と
し
て
大
輪
の
原
口
角
次

郎
さ
ん
は
村
よ
り
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

原
口
さ
ん
は
農
業
共
済
を
中
心

に
三
十
六
年
九
ヵ
月
も
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

第
二
回
定
例
村
議
会
が
五
月
十
九

日
に
行
わ
れ
、
①
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
事
に
つ
い
て
（
三
件
）
②

土
地
開
発
公
社
の
借
入
資
金
融
資
に

対
す
る
損
失
補
償
に
つ
い
て
③
館

林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市
町
村
組
合

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
④
明

和
村
中
小
企
業
労
働
福
祉
施
設
資
金

融
資
促
進
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
。
以
上
六
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
後
に
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
内
容
は
お
お
む
ね
次
の

と
お
り
で
す
。

ー
一
般
質
問
一

▼
あ
る
主
要
道
路
改
良
拡
巾
が
現
時

点
で
不
可
能
な
の
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

あ
る
主
要
道
路
の
改
良
‘
拡
巾
は

地
元
の
区
長
さ
ん
を
中
心
と
し
て
計

画
協
議
か
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、

地
元
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
た
め
実

現
で
き
な
い
道
路
は
今
後
ど
う
考
え

る
か
。

〔
答
〕
一
般
的
に
そ
の
地
域
で
協

議
か
整
っ
た
時
点
で
施
行
を
行
う
方

針
で
あ
り
、
そ
の
主
要
道
路
に
つ
い

て
は
積
極
的
に
地
域
の
方
々
と
相
談

を
し
て
早
期
に
改
良
を
し
て
い
き
た

、
。
し▼

道
路
改
良
の
契
約
と
完
成
日
の
ず

れ
に
つ
い
て

道
路
改
良
完
成
日
の
契
約
と
実
際

工
事
の
完
成
と
の
日
の
ず
れ
か
あ
る

よ
う
だ
か
、
現
在
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
。

〔
答
〕
現
在
四
ー
五
ヵ
所
で
完
成

日
の
ず
れ
か
あ
る
。

▼
汲
取
り
に
つ
い
て

汲
取
り
式
ト
イ
レ
の
汲
取
り
を
お

顆
い
し
て
も
す
ぐ
に
来
て
く
れ
な
い

が
、
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
の

~力゚

〔
答
〕
常
々
「
一
般
家
庭
に
は
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
」
と
衛
生
組

合
に
お
願
い
し
て
い
る
。
現
在
お
そ

ら
く
連
絡
を
受
け
て
か
ら
、
四
・
五

日
以
内
に
向
う
と
思
う
。

▼
家
庭
雑
廃
水
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

な
い
が
排
水
路
の
改
修
は
ど
う
な
の

、
。
力

家
庭
か
ら
の
廃
水
が
流
れ
す
悪
臭

を
発
生
し
大
変
不
衛
生
の
所
か
見
受

け
ら
れ
る
か
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ

の
改
修
な
ど
は
。

〔
答
〕
毎
年
排
水
路
の
改
修
を
行

っ
て
い
る
か
、
特
に
支
障
の
あ
る
と

こ
ろ
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
昭
和
七
十
年
を
目
標
に
流

域
下
水
道
の
構
想
作
業
も
進
め
て
い

る
。

▼
道
路
改
良
工
事
の
竣
工
検
査
の
あ

り
方
に
つ
い
て

道
路
の
竣
工
検
査
方
法
は
道
路
だ

け
か
、
そ
れ
と
も
附
帯
工
事
も
含
め

て
の
検
査
か
。

〔
答
〕
工
事
を
依
頼
し
た
す
べ
て

に
つ
い
て
検
査
を
行
い
ま
す
。
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●大利根学園学習内容

月 日 午 月9 l9 j 午 後

8 月 30 日 合同入学式・記念講演

9 月 4 日
動日程説明及び自治会活 家庭園芸「草花」

9 月 11 日
日本経済の動向と私た 家庭園芸「花木」
ちの暮らし

9 月 19 日 老人福祉の現状と展望 高年者と事故防止

9 月 27 日 館林の史話をめぐって 映画教室

10 月 2 日 老人と法律 これからの老人クラブ
活動

10 月 9 日 郷土「万葉紀行」 ダンス教室
（フォーク）

10 月 16 日 最近の社会情勢 郷土の野鳥をたずねて

10 月 23 日 宗教と人生 お天気と暮らし

10 月 30 日 園外学習「埼玉古墳と太平記の里」

11 月 7 日 老後の健康について 老人健康体操

11 月 13 日 私の生きがい
ゲートボールの技法に
ついて

11 月 21 日 民謡をたずねて 園外学習「県立身セ体ン障タ害ー者
リハビリテーション

11 月 27 日 南極秘話 田山花袋について

11 月 29 日 卒業式

※その他開校期間中の午後 3 時から課外活動として

俳句・川柳教室を予定しています。

高
齢
者
に
対
し

て
組
織
的
な
学
習

の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、

ヽ
『

し

ゞヵ

き

冗
園
」

り
学

年
寄
根

ぉ
利
「
大

自
ら
学
習
し
社

会
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
能

力
と
心
身
の
健

康
を
担
い
あ
わ
せ
て
、
社
会
活
動
へ

参
加
し
、
よ
り
生
き
が
い
を
高
め
る

た
め
に
九
月
・
十
月
・
十
一
月
の
三

ヵ
月
間
初
め
て
の
老
人
大
学
「
大
利

根
学
園
」
が
開
校
さ
れ
ま
す
。

六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
方
、

奮
っ
て
入
校
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

~力゚

ー

を求めて開校される

▽
大
学
会
場

館
林
文
化
会
館

▽
開
校
期
間

八
月
か
ら
十
一

月
ま
で
の
十
五
回
（
毎
週
一
回
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▽
入
学
資
格

館
林
市
、
邑
楽
郡
内
に
住
む
六

十
歳
以
上
の
方
（
通
学
可
能
者
）

▽
募
集
人
員

百
名
（
応
募
者
が
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
で
決
定
）

▽
募
集
期
間

六
月
十
四
日
1

七
月
二
十
五
日

ま
で

▽
申
込
先

明
和
村
役
場
住
民
課
（
申
し
込

み
用
紙
も
役
場
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。
）

県
で
は
、
従
来
財
団
法
人
群
馬
県

母
子
福
祉
協
会
へ
委
託
し
て
母
子
家

庭
お
よ
び
父
子
家
庭
に
対
す
る
介
護

人
派
遣
事
業
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、

本
年
度
か
ら
派
遣
対
象
家
庭
の
拡
大

を
図
る
こ
と
に
な
り
、
新
た
に
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
寡
婦
及
び
ひ
と
り
暮

ら
し
の
配
偶
者
の
な
い
男
子
に
対
す

る
介
護
人
派
遣
事
業
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
お
よ
び
父

子
家
庭
の
お
父
さ
ん
、
及
び
ひ
と
り

暮
ら
し
の
方
が
病
気
や
け
が
を
す
る

と
、
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き

た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
方
に

対
し
て
無
料
で
介
護
人
を
派
遣
し
、

身
の
回
り
の
お
世
話
や
、
子
ど
も
の

保
育
な
ど
必
要
な
介
護
を
行
っ
て
い

ま
す
。

介
護
人
の
派
遣
を
受
け
る
た
め
に

は
、
次
の
よ
う
な
要
件
が
必
要
で
す
。

圏
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
の
場
合

①
家
族
構
成
に
義
務
教
育
終
了
前

の
子
ど
も
か
い
る
こ
と
。

②
そ
の
家
庭
に
義
務
教
育
を
終
了

し
た
子
ど
も
、
ま
た
は
、
お
母
さ

ん
以
外
の
成
人
が
い
な
い
こ
と
。

③
そ
の
家
庭
の
前
年
の
所
得
が
、

母
子
福
祉
年
金
受
給
者
の
所
得
制

限
限
度
額
を
下
ま
わ
る
こ
と
。
（
ニ

人
世
帯
の
場
合
ニ
ニ
ニ
万
二
千
円

で
す
）

＊
ひ
と
り
暮
ら
し
の
寡
婦
お
よ
び
ひ

と
り
暮
ら
し
の
配
偶
者
の
な
い
男
子

の
場
合

①
年
令
は
四
十
歳
以
上
、
六
十
五

▼
国
保
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

六
月
二
日
に
臨
時
村
議
会
が
開
催

さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
の

引
上
げ
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
引
上
げ
は
、
最
近
急
激
に
村

民
の
皆
さ
ん
が
医
者
に
か
か
る
た
め

多
額
の
医
療
費
の
支
出
が
続
き
、
今

ま
で
の
保
険
税
の
税
率
で
す
と
、
約

二
千
七
百
五
十
万
円
と
い
う
膨
大
な

赤
字
と
な
る
た
め
、
全
体
で
二O
·
O

％
の
税
率
を
引
上
げ
を
し
な
け
れ
ば

運
営
で
き
な
く
な
り
、
今
回
の
改
正

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
で
、
残
念
な
か
ら
明
和
村
は

館
林
・
邑
楽
地
区
で
一
番
高
い
国
保

税
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
、
保
険
税
を
少
し
で
も
安

歳
未
満
で
す
。
直
系
血
族
お
よ
び

兄
弟
姉
妹
が
あ
る
場
合
は
、
原
則

と
し
て
派
遣
の
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
そ
の
方
が
病
弱

や
遠
隔
地
に
あ
る
た
め
介
護
に
つ

け
な
い
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

②
前
年
の
所
得
か
、
母
子
福
祉
年

金
受
給
者
の
所
得
制
限
限
度
額
を

下
ま
わ
る
こ
と
。
（
一
人
世
帯
で
一

九
三
万
二
千
円
で
す
）

介
護
人
の
派
遣
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
あ
ら
か
じ
め
役
場
住
民
課
に

登
録
手
続
き
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

身
の
回
り
の
困
っ
て
い
る
方
へ
…

介
護
人
を
派
遣
し
ま
す

く
す
る
た
め
に
も
、
む
や
み
に
医
者

に
か
か
ら
ず
、
効
果
的
に
医
者
に
か

か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

村
内
の
皆
さ
ん
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
今
、
元
ソ
連
に
長
期
抑
留
さ

れ
た
方
や
そ
の
遺
族
達
で
「
補
償
要

求
推
進
運
動
」
を
全
国
的
な
運
動
と

し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

も
う
す
で
に
三
十
数
年
の
歳
月
が

流
れ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
今

も
後
遺
症
に
苦
し
む
気
の
毒
な
人
。

ま
た
、
い
ま
だ
シ
ベ
リ
ア
の
酷
寒
の

地
に
眠
っ
て
い
る
戦
友
の
た
め
に
も

こ
の
運
動
の
目
的
を
達
し
た
い
と
偲

い
ま
す
。
ソ
連
復
員
者
あ
る
い
は
、

そ
の
遺
族
の
方
は
私
の
と
こ
ろ
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
明
和
村
田
島
矢
島
希
一

電
話
川
俣
局
二
四
五
七

ソ
連
門
贔
の
方
へ

▼改正された税率表

所得割 資産割 個人均等割 世帯平等割

現行税率 4.31% 31.00% 4,900円 5,600円

改正税率 4.83% 37.4% 6,500円 7,400円
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農業委員選挙

村議会議員選挙

7月 〇日（決定）

7月 29 日（内定）
投票

, 

村
議
会
議
員
選
挙
日
程

村
議
会
議
員
の
選
挙
が
七
月
二
十

二
日
告
示
・
七
月
二
十
九
日
投
票
と

内
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

身
近
な
選
挙
だ
け
に
激
し
い
選
挙
選

か
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
村
政
を
任
せ
る
人
を

選
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は

冷
静
に
悔
い
の
な
い
二
票
を
投
じ
た

い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
の

一
票
が
正
し
く
政
治
に
生
か
さ
れ
る

た
め
に
は
、
選
挙
は
公
正
に
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

選
挙
人
は
色
々
な
事
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
正
し
く
投
票
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
立
派
な
代
表
者
が
選
ば

れ
、
我
々
の
期
待
す
る
村
政
を
行
っ

て
く
れ
る
の
で
す
。

義
理
人
情
や
買
収
‘
供
応
な
ど
は

断
固
と
し
て
排
斥
し
て
、
自
由
で
正

し
い
選
挙
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
七
月
二
十
二
日

告
示
・
立
候
補
届
出
開
始
·
不
在

者
投
票
開
始
。

投
票
は
、
投
票
日
に
、
有
権
者
か

投
票
所
に
行
っ
て
、
自
分
で
候
補
者

の
氏
名
を
書
い
て
投
票
す
る
の
か
原

則
で
す
。

し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の

事
情
に
よ
っ
て
投
票
日
に
自
分
で
投

票
で
き
な
い
方
な
ど
の
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。身

体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自
分

で
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書

く
こ
と
か
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

＂
代
理
投
票
“
が
あ
り
ま
す
。

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

、
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投
票
箱

代
理
投
票
を
さ
れ
る
方
は
、
選
挙

の
当
日
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

示
投
稟
]

投
票
日
に
‘
仕
事
な
ど
の
「
や
む

を
得
な
い
事
情
」
で
投
票
所
に
行
け

な
い
方
の
た
め
に
、
不
在
者
投
票
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

選
挙
の
当
日
、
選
挙
人
が
…
…

●
自
分
の
投
票
区
の
区
域
外
で
職
務

に
従
事
中
で
あ
る
場
合
（
出
張
中

な
ど
）

●
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の
た

め
、
村
外
に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在

す
る
場
合

●
病
気
や
負
傷
、
妊
娠
、
老
衰
な
ど

の
た
め
に
歩
く
こ
と
が
困
難
な
場

合こ
れ
ら
の
人
は
、
告
示
の
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
不
在

者
投
票
を
す
る
事
か
で
き
ま
す
。

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
は

郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を
す
る

事
が
で
き
ま
す
。

こ
の
在
宅
投
票
が
で
き
る
人
は
、

い
ろ
い
ろ
な
投
票
制
度

◆
七
月
二
十
三
日

立
候
補
届
出
締
切
り

ま
で
）

◆
七
月
二
十
八
日

不
在
者
投
票
最
終
日

（
午
後
五
時

（
午
後
五
時

ま
で
）

◆
七
月
二
十
几
日

投
票
日
（
午
前
七
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
）

●郵便による投票が出来る人

両下肢又は体 心蔵、じん蔵
幹の機能の障 又は呼吸器の
害 機能の障害

身体障害者福
祉法による身 1 級又は 2 級 1 級又は 3 級
体障害者

戦傷病者特別
特別項症から 特別項症から

援護法による
第 2 項症まで 第 3 項症まで

身体障害者

身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い

る
方
、
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
交

付
さ
れ
て
い
る
方
で
、
そ
の
傷
害
の

程
度
か
、
一
定
の
基
準
に
あ
て
は
ま

る
人
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
お
き
、
そ
の
証
明
書
を

添
え
て
投
票
用
紙
を
請
求
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

郵
送
す
る
期
間
も
考
慮
し
て
、
早

め
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
、
投
票
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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遍攀日糧羨攣るII

貼
政治家や候補者などか

お中元や寄付など金品を贈る
ことはルール違反です。

交
政治家や候補者などに

お祭りの寄付など金品を求め
ることも禁じられています。

-
竺政治家や候補者などから

祝儀やせん別など金品を受け
とってはいけません。

一贈らない・求めない・受けとらない一

選挙の時にかぎらず、日ごろから
みんなで「きれいな選挙」を
心がけましょう。

選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、
原
則
と
し
て
、
立
候
補
届
け
出
が

す
ん
だ
と
き
か
ら
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

選
挙
運
動
は
本
来
、
自
由
で
あ
る
べ
き
で
す
が
、
公
正
な
選
挙

を
行
う
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
制
限
は
や
む
を
得
ま
せ
ん
の
で
、

公
職
選
挙
法
で
い
く
つ
か
の
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
な
か
で
、
候
補
者
、
運
動
員
、
有
権
者
の
区
別
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
人
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
「
禁
止
さ
れ
て
い
る
選
挙

運
動
」
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。
次
の
行
為
は
選
挙
違
反
と
な
り
ま

す
の
で
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

有
権
者
の
家
を
た
ず
ね
て
、
投
票

を
依
頼
し
た
り
、
ま
た
は
投
票
を
さ

せ
な
い
よ
う
に
依
頼
す
る
よ
う
な
行

為
は
「
戸
別
訪
問
」
と
し
て
す
べ
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
「
戸
別
」
と
は
、
必
ず

し
も
有
権
者
宅
に
限
ら
ず
会
社
や
工

場
も
含
ま
れ
ま
す
。

特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関

し
て
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
が
い
か
な
る
名
儀
で
あ
っ
て
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
•
…
•

①
候
補
者
が
、
選
挙
運
動
員
の
慰
労

の
た
め
に
酒
や
ビ
ー
ル
を
与
え
る
こ

と②
第
三
者
が
、
い
わ
ゆ
る
陳
中
見
舞

い
と
し
て
候
補
者
に
酒
や
料
理
を
提

供
す
る
こ
と
。

な
ど
の
飲
食
物
の
提
供
は
、
い

っ
さ
い
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
‘
選
挙
事
務
所
開
き
に
、

酒
や
ビ
ー
ル
な
ど
を
提
供
す
る
の
は

違
反
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
普
通
の
お
茶
や
、
お
茶
受

．
け
て
い
ど
の
菓
子
を
出
す
の
は
、
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

有
権
者
の
注
目
を
集
め
る
た
め
に

自
動
車
を
何
台
も
つ
ら
ね
た
り
、
隊

列
を
組
ん
で
住
来
し
た
り
、
ま
た
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
り
し
て
、
選

挙
運
動
の
た
め
の
気
勢
を
張
る
行
為

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
選
人
を
予
想
す
る
人
気
投
票
の

途
中
経
過
や
結
果
に
つ
い
て
、
公
表

す
る
こ
と
は
全
面
的
に
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

新
聞
、
雑
誌
は
も
と
よ
り
、
ポ
ス

タ
ー
、
ビ
ラ
な
ど
、
公
表
の
方
法
が

な
ん
で
あ
れ
、
い
っ
さ
い
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

E
 

あ
る
特
定
の
候
補
者
の
た
め
に
‘

投
票
依
頼
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、

0
0

さ
ん
に
投
票
し
な

い
と
い
う
趣
旨
の
署
名
を
集
め
る
こ

と
も
て
き
ま
せ
ん
。

戸
別
訪
問
し
て
署
名
を
集
め
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
署
名
簿
を
回
覧
す
る

場
合
、
街
頭
で
行
う
場
合
そ
の

他
、
方
法
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
選
挙

に
関
す
る
署
名
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

選
挙
運
動
の
た
め
の
演
説
会
の
開

催
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
行
う
立

会
演
説
会
及
び
候
補
者
自
身
が
行
う

個
人
演
説
会
以
外
は
、
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
0
0
会
、
o
o
地
区
が

演
説
会
を
主
催
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
候
補
者
は
こ
の
よ

う
な
演
説
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
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自
慢
話
め
い
て
恐
縮
で
す
か
、

う
ち
の
子
供
た
ち
は
、
ど
こ
に
行

っ
て
も
ゴ
ミ
だ
け
は
散
ら
か
し
ま

せ
ん
。

家
内
か
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
口

や
か
ま
し
く
し
つ
け
た
の
か
効
い

て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
て
も
、

キ
ャ
ラ
メ
ル
の
包
み
紙
一
枚
捨
て

ま
せ
ん
。
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
う
の

で
す
よ
。

長
男
は
高
等
三
年
、
末
の
娘
も

中
学
一
年
と
五
人
の
子
供
た
ち
は

ァ
ッ
と
い
う
間
に
大
き
く
な
っ
て

…
…
今
で
こ
そ
家
族
そ
ろ
っ
て
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
り
ま

憩いの場所を

ゴミから守ろう

よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す
か
、
自
然

を
き
れ
い
に
す
る
っ
て
こ
と
は
、
と

て
も
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
す
ね
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
わ
た
し
の
ポ
ケ

ッ
ト
も
、
た
ば
こ
の
吸
い
か
ら
か
、

い
つ
も
は
い
っ
て
い
ま
す
。
も
う
習

い
、

慣
に
な
っ
て
ま
す
の
て
わ
た
し
自

身
は
な
ん
て
こ
と
は
な
い
の
で
す
か
、 俳

優

ぼ
く
の
ポ
ケ
ッ
ト
は
吸
い
が
ら
入
れ

牟
悌
田

た
ま
の
休
日
、
家
族
そ
ろ
っ
て
大

自
然
の
な
か
で
の
一
家
団
ら
ん
は
、

心
の
は
ず
む
楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。

お
べ
ん
と
う
は
お
い
し
い
し
‘
新

鮮
な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸
っ
て
、

”
命
の
洗
た
<
”
…
…
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
訪
れ
た
山
や

海
か
ゴ
ミ
だ
ら
け
、
空
き
か
ん
だ
ら

け
で
は
、
楽
し
い
気
持
ち
も
す
っ
か

り
さ
め
て
し
ま
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
家
庭
の
な
か
で
は
き
れ
い

好
き
で
も
‘
一
た
ん
外
に
出
る
と
‘

と
た
ん
に
＂
ゴ
ミ
無
関
心
派
“
に
な

っ
て
し
ま
う
人
は
、
意
外
と
多
い
も

の
で
す
。
＂
私
一
人
ぐ
ら
い
は
…
“

と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
つ
い
ゴ
ミ
を

ポ
イ
と
捨
て
て
し
ま
う
。
そ
れ
か
積

も
り
積
も
っ
て
ゴ
ミ
の
山
…
…
と
い

し
た
か
、
二
、
三
年
前
ま
で
は
よ
く
出

か
け
た
も
の
で
す
。

山
や
海
に
行
く
と
き
は
、
必
ず
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
用
意
し
て
、
自
分
た
ち

の
出
し
た
ゴ
ミ
は
自
分
た
ち
で
処
理

す
る
よ
う
に
厳
し
く
い
っ
て
き
ま
し

こ
。t
 ま

た
、
空
き
か
ん
な
ど
か
落
ち
て

い
た
ら
、
な
る
た
け
拾
っ
て
か
え
る

二 捨箱 本つハ か集すムゴれ一 う
I 出てへ出をいイ家るまぎ゜ミま日家こ
ルかる゜た示てキ族のるな家はす平庭と
袋けこ空ゴし‘ンそでとい庭‘゜均でに
なるときミままグろす‘もの一こ約出な
どとにかはしずでつ゜膨のゴ人れ一るる
をきしん必よ親はて 大のミ当にキ /1 の
用にまはずうか‘の な‘のた比口生で
意‘し指ま゜子ゴピ 量人二リベグ活す
しゴよ定と 供ミク にか十約てラゴ゜
てミうのめ たの二 ふた分五観ムミ
お用゜場て ち扱ッ くくの十光と“
くの 所ゴ にいク れさーグ地いは
とビ にミ 見にや あんにラのわ‘

:—-----------------------------------------------

：いつでも、どこでもエチケット守って： きで 便

□[:] 

そ
う
と
は
知
ら
な
い
人
は
奇
異
に

感
じ
る
よ
う
で
す
ね
。

自
然
を
大
切
に
す
る
‘
ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
ー
ー
と
い
っ
た
習
慣
は
‘

子
供
の
こ
ろ
か
ら
つ
け
さ
せ
る
の

が
い
ち
ば
ん
い
い
と
思
い
ま
す
。

わ
が
家
の
子
供
た
ち
、
そ
の
点

は
合
格
点
を
や
っ
て
も
い
い
と
思

う
の
で
す
か
、
困
っ
た
こ
と
に
、

家
の
中
と
き
た
ら
、
散
ら
か
し
放

題
も
い
い
と
こ
ろ
で
ね
。
こ
れ
に

は
正
直
、
頭
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
家
の
中
を
き
れ

い
に
す
る
習
慣
を
つ
け
な
く
ち
ゃ

ね
、
と
家
内
と
そ
の
＂
対
策
＂
を

話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

口
党
に
し
ば
い
で

お
母
さ
ん

お
子
さ
ん
は
、
生
ま
れ
つ
き
ガ

ム
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
味
を
知
っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
ど
な
た
か
家
の
方
か

あ
げ
た
結
果
お
子
様
か
味
を
覚
え

た
わ
け
で
す
。

与
え
な
く
て
も
別
に
栄
養
的
に

差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
し
、
味
を
知

ら
な
け
れ
ば
欲
か
る
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
小
さ
い
お
子
様
を

本
当
に
可
愛
か
っ
て
頂
く
の
で
し

た
ら
ど
う
ぞ
ア
メ
や
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
上
げ
な
い
で
育
て
て
頂
き
た

い
の
で
す
。

こ
れ
は
、
大
人
か
思
う
程
た
い

へ
ん
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
か
や
は
り
お

子
様
の
美
し
い
歯
を
守
る
た
め
に

役
立
つ
の
で
す
。

（
群
馬
県
歯
科
医
師
会
）

田
部
井
三
郎

(
6
8
)

ふ
る
さ
と
再
発
見

久
力
＊
t

ん
所
行
り
ま
ー
も
程
ぃ
る

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
て
く
ぐ
り
、
家
族
全
員
の
厄
除
け

か
わ
か
ら
な
い
か
、
悔
原
地
区
に
‘
を
行
い
ま
す
。

”
大
般
若
経
様
I
i
と
い
う
行
事
が
あ
る
。
＜
ぐ
り
終
え
る
と
、
お
賽
銭
を

こ
の
行
事
は
農
家
の
人
達
か
本
格
あ
け
、
護
摩
札
を
い
た
だ
き
ま
す
。

的
に
忙
か
し
く
な
る
前
の
五
月
十
三
こ
の
行
事
も
、
明
治
二
十
一
年

日
か
ら
十
五
日
の
間
の
一
日
、
に
行
に
お
寺
に
火
災
か
あ
り
、
そ
の
時

わ
れ
る
無
病
息
災
を
願
っ
た
厄
除
け
お
経
の
本
も
焼
失
し
て
し
ま
い
、

の
行
事
で
、
般
若
経
六
百
巻
の
入
っ
こ
の

I
I

大
般
若
経
様
I
i
の
行
事
を

た
二
つ
の
箱
（
長
さ
―
M
•

横
・
高
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

さ
四
十
丑
／
い
い
）
を
地
区
の
人
達
が
交
う
ピ
ン
チ
に
見
舞
わ
れ
た
か
、
そ

替
で
全
世
帯
を
か
つ
き
ま
わ
り
ま
す
。
の
時
、
始
沢
次
三
郎
さ
ん
と
い
う

そ
し
て
庭
先
で
、
お
寺
の
住
職
か
お
人
が
「
そ
れ
で
は
私
が
六
百
巻
の

経
を
あ
げ
る
中
で
、
箱
の
下
を
家
族
お
経
を
寄
付
す
る
か
ら
ぜ
ひ
続
け

全
員
か
く
ぐ
り
、
ご
り
や
く
を
受
け
て
ほ
し
い
。
」
と
申
し
出
さ
れ
、
続

ま
す
。
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

都
合
で
家
に
い
ら
れ
な
い
人
か
い
昭
和
四
十
五
年
か
ら
戸
数
も
多

る
場
合
は
、
そ
の
人
の
着
物
を
抱
い
く
な
り
、
さ
ら
に
あ
ち
こ
ち
と
広

が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
か
つ

ぐ
人
か
大
変
と
い
う
事
で
、
わ

ざ
わ
ざ
出
向
く
事
は
な
く
な
り
、

今
で
は
指
定
さ
れ
た
日
に
お
寺

に
出
か
け
、
大
般
若
経
様
の
御

利
益
を
授
か
ろ
う
と
護
摩
札
を

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
証
言

私
か
小
さ
い
頃
、
あ
の
箱
の

下
を
く
ぐ
る
の
か
楽
し
み
で
ね

|
。
一
回
く
ぐ
れ
ば
よ
い
も
の

を
何
回
も
く
ぐ
っ
た
思
い
出
か

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
日
は

親
か
ら
「
今
日
は
大
般
若
経
様

が
あ
る
か
ら
学
校
か
ら
早
く
帰
、

っ
て
来
い
。
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま

し
た
よ
。

①
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軽
油
引
取
税
は
、
県
内
の
道
路
や

橋
を
整
備
す
る
費
用
に
あ
て
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
県
税
で
す
。

私
は
昨
年
の
十
二
月
、
六
十
回

目
の
誕
生
日
を
迎
え
、
最
近
よ
う

や
く
レ
ジ
ャ
ー
を
得
て
、
華
を
活

け
た
り
、
造
花
を
習
っ
た
り
出
来

る
様
に
な
り
ま
し
た
。
振
り
返
っ

て
見
ま
す
と
、
満
州
事
変
・
日
支

事
変
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
へ

と
広
か
る
戦
渦
の
中
で
軍
歌
し
か

唱
え
な
い
青
春
時
代
を
過
し
中
年

は
終
戦
後
の
混
乱
の
中
で
寡
婦
と

こ
の
た
び
、
地
方
税
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
六
月
一
日
か
ら
税
金
が

軽
油
一
£
に
つ
き
、
二
十
四
円
三
十

銭
（
旧
十
九
円
五
十
銭
）

に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、
遅

れ
て
い
る
地
方
道
整
備

を
促
進
す
る
た
め
に
と

ら
れ
た
措
置
で
す
の
で

ご
協
力
及
び
ご
理
解
を

お
顧
い
し
ま
す
。

軽
油
引
取
税
は
、
み

な
さ
ん
か
ス
タ
ン
ド
で

軽
油
を
購
入
し
た
と
き

に
軽
油
代
金
に
含
ま
れ

て
い
る
税
金
で
特
約
店

言
う
十
字
架
を
背
負
わ
さ
れ
、
生
活

の
苦
労
と
子
育
て
に
追
わ
れ
余
暇
な

ど
あ
る
筈
も
な
く
、
年
寄
り
に
な
っ

て
で
も
い
い
、
あ
れ
も
し
た
い
、
こ

れ
も
し
た
い
と
思
い
を
抱
い
た
も
の

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
江
口
の
岩
井
行
子
さ
ん
で
す
）

で
し
た
。
や
す
み
な
く
流
れ
る
河
の
還
暦
と
い
う
人
生
の
一
こ
ま
に

水
の
様
に
歳
月
も
又
留
る
事
な
く
、
立
っ
た
今
、
負
重
な
時
を
少
し
で

多
く
の
出
来
事
を
の
せ
て
流
れ
て
行
も
無
駄
に
し
な
い
様
、
心
豊
か
に

き
ま
す
。
人
生
の
大
半
を
委
ね
て
竿
悔
い
の
な
い
余
生
を
送
り
た
い
と

さ
し
て
来
た
六
十
年
。
非
常
に
長
い
思
い
ま
す
。

賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査

七
月
一
日
か
ら
一
ヵ
月
間
実
施

ー
道
路
が
よ
く
な
り
ま
す
ー

軽
油
り
鼻
入
ょ
県
内
で

で
あ
る
軽
油
引
取
税
特
別
徴
収
義
務

者
に
よ
っ
て
、
県
に
納
め
ら
れ
る
し

く
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を

お
持
ち
の
み
な
さ
ん
が
、
群
馬
県
内

の
ス
タ
ン
ド
で
給
油
し
て
い
た
だ
＜

と
、
そ
の
税
金
は
群
馬
県
に
納
め
ら

「
日
本
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
ど

の
く
ら
い
賃
金
を
も
ら
っ
て
い
る
か
」

ー
ー
こ
と
し
も
労
働
省
は
「
昭
和
五

十
四
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」

を
、
六
月
三
十
日
現
在
で
全
国
的
に

実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
慟
く
人
た
ち
の
賃
金
を

産
業
・
地
域
・
企
業
規
模
・
男
女
・

学
歴
・
年
齢
別
に
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
わ
か
国

道
の
り
で
あ
っ
た
様
な
、
又
あ
れ

も
出
来
な
か
っ
た
、
こ
れ
も
叶
え

ら
れ
な
か
っ
た
と
理
想
の
実
ら
ぬ

あ
せ
り
を
思
う
時
、
大
変
短
か
っ

た
様
な
矛
盾
を
感
じ
ま
す
。

れ
、
県
内
の
道
路
や
橋
は
そ
れ
だ
け

整
備
さ
れ
て
、
消
費
者
で
あ
る
み
な

さ
ん
に
還
元
さ
れ
る
し
く
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

軽
油
は
県
内
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

（
館
林
財
務
事
務
所
）

唯
一
の
賃
金
調
査
で
す
。
調
査
対
象

は
農
林
水
産
業
以
外
の
産
業
の
五
人

以
上
を
雇
用
す
る
約
百
万
事
業
所
の

う
ち
か
ら
科
学
的
な
方
法
で
選
ん
だ

十
万
事
業
所
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
各
企
業
が
賃

金
決
定
を
行
う
場
合
の
判
断
資
料
と

し
た
り
、
行
政
上
の
施
策
な
ど
に
反

映
さ
せ
る
重
要
な
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

調
査
期
間
お
よ
び
調
査
事
項
は
次

の
通
り
で
す
。

▼
調
査
実
施
期
間
六
月
分
の
賃
金
、

労
慟
時
間
な
ど
に
つ
い
て
、
七
月
一

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間

に
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
調
査
事
項
調
査
票
は
、
事
業
所

票
、
個
人
票
の
二
種
顆
で
す
。

〔
事
業
所
票
〕
主
な
生
産
品
や
事
業

の
内
容
、
男
女
別
常
用
労
働
者
数
、

新
規
学
卒
者
の
初
任
給
額
な
ど
。

〔
個
人
票
〕
最
終
学
歴
、
年
齢
、
勤

続
年
数
、
実
労
働
日
数
、
所
定
内
給

与
額
な
ど
。

貴
事
業
所
か
、
調
査
象
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
お
忙
し
い
こ
と
と
は
思

い
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
一

干
津
井
チ
ー
ム
ガ那代

表
に

各
町
村
の
代
表
が
出
場
し
て
行
わ

れ
る
邑
楽
郡
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
四
月
十
五
日
か
ら
大
泉
町
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
千
津
井

チ
ー
ム
が
出
場
三
十
九
チ
ー
ム
と
い

う
激
戦
を
勝
ち
抜
き
見
事
準
優
勝
す

る
と
い
う
、
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

明
和
村
か
ら
三
チ
ー
ム
が
村
代
表

と
し
て
、
こ
の
大
会
に
臨
み
、
ベ
ス

ト
エ
イ
ト
に
ニ
チ
ー
ム
か
勝
ち
残
る

と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
千
津
井
チ
ー
ム
と
大
泉

町
の
対
戦
と
な
り
、
千
津
井
チ
ー
ム

は
優
勝
を
意
識
し
て
か
、
エ
ラ
ー
が

続
出
し
て
惜
し
く
も
六
対
四
で
敗
れ

ま
し
た
。

な
お
、
部
代
表
と
し
て
決
勝
戦
に

残
っ
た
ニ
チ
ー
ム
は
六
月
三
日
吾
妻

村
で
行
わ
れ
た
県
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
か
、
一
回
に
四
点
を
入
れ
ら
れ

そ
の
後
追
い
あ
げ
ま
し
た
か
、
四
対

三
で
敗
退
し
ま
し
た
。

骨
折
事
故
の
”
予
防
”

日
光
浴
で
ビ
タ
ミ
ン
D

を

｀
口

最
近
、
骨
の
弱
い
子
供
が
増
え

て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ

ど
発
表
さ
れ
た
日
本
学
校
安
全
協

会
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
一
年

間
に
全
国
で
、
十
二
万
九
千
人
の

小
・
中
学
生
か
骨
折
事
故
を
起
こ

し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

も
大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

と
こ
ろ
で
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
補

給
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
阪
市
立
大
学
の
高
林

俊
夫
名
誉
教
授
は
「
ビ
タ
ミ
ン

D

が
あ
っ
て
こ
そ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
」

と
力
説
し
て
ま
す
。
「
つ
ま
り
、

日
光
浴
な
ど
で
太
陽
の
紫
外
線
を

あ
び
ま
す
と
、
ビ
タ
ミ
ン

D

か
つ

く
ら
れ
ま
す
。
こ
の

D

は
、
リ
ン

や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
”
定
着
剤
“
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

D

か
欠
け
る
と
、
せ
っ
か
く
食
べ

た
リ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
も
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
か
な
く
、
つ
ま
り
歯

と
か
骨
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
定
着
せ

ず
、
ム
ダ
に
体
外
へ
流
れ
出
て
し

ま
う
の
で
す
。
」
と
、
同
名
誉
教
授

は
説
明
し
て
い
ま
す
。

夏
場
は
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
窓

な
ど
で
家
の
中
を
閉
め
切
っ
て
冷

房
し
が
ち
で
す
。
こ
れ
で
は
、
ビ

タ
ミ
ン

D

を
作
る
か
ん
じ
ん
の
太

陽
の
紫
外
線
は
、
ガ
ラ
ス
に
吸
収

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
と
め
て

日
光
浴
に
心
か
け
ま
し
ょ
う
。
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6 月 17 日

父の日

rtぐ((j)

もう少しやせてお父さん
東小 2 年砂賀真由美（父・世二）

《斗合田》

わだしは、あとうさんとあま

りあえません。会社ガいそガし
い方らて芍。まい日のように、

よるおそく力えつてきま芍。ゎ

だしはほんとうにだいへんだな
と思いま可。日耀日もおしごと
をしているときtJ-ありま可。そ

して、お父さんは同こ一どは、

わだしだちtf、まだねていると

きにコルフに行ってしまうiので涜う事ガ可くないので可。
よく、おさけをのむと、よって、へんないようだんばtJ

りいいま可。わだしはおこって、

口ごだえをしま可。まだ、おこ

っているときや、なにも力つて

くれないときなど、ちよっびり

きらいになりま可。

わだしはお父さんに、もうち

よっとやせてもらいだいと思い

ま可。そう可れば、もっと屯つ

とすきになりま可。

お父さんと誕生日が同じ
東小 4 年斉藤直美（父・一雄）

《上江黒》

わだしのち父さんは全年で39

オで可。大変音楽ガ弓きで、休

みの日には一日中音楽をきいて

いま可。テレビてみんようガあ

るとおばあちゃんに、子ともむ

きのガあると私に、カセッいあ

とでき力‘せてくれま弓。

そして、岳閂 1 まいレコーに

を貿つてくれま可。

あ父さんは休みの日こ、ときどき、どこ力ヘつれていっ

てくれま芍。先日は、さい玉瞑のさき玉こふんを貝につれ

ていってくれましだ。居って来て力‘ら「直美には、まだ早

力つだ力なーよくわ力‘らな力つだろう。」と言っていましだ。

本当は私もよくわ力りませんでしだ。

ふしぎなことに、わだしと、お父さんのだん生日ガ10月

20日の同じ日で可。去年役場の

人ガ来て、大変めびらしい力ら、

ーしょに‘‘だん生日に一言を

言ってくれとのことで、お父さ

んとな力よくやりましだ。お父

さんはときどきつつ刀えだので

私の万ガじょうげてしだ。

これ力らも、元気で、うんと

はだらいてください。

うたのへたなお父さん
東小 3 年小島英美（父•利秋）

《南大島》

わだしのお父さんは、歌ガと
って毛可きで可。お父さんは、

おふろに入ると、きまって歌を

うだいま可。とくいは小林旭の

歌で芍ガ、時刀ピンワレデイー

などもうだいま可。

私は歌に合わせておどるのて

可ガ、とてもへだなので、くる

ってしまいま芍。

ても、いっしようけんめいうだっているのて、力んべん

してあげま芍。

ハトずきなお父さん

お田さんは「英美ちゃんの方

ガ歌ガうまいね。」とほめてくれ

ま可。

おさけをのんだときなどは、
とってもお毛しろくなり、テー

フルでわだしと妹1こだっきゅう

をしてあそんでくれま可。

おこるとこわいあとうさんだ
けど、可きて芍。

西小 3 年鯉沼 崇（父・幾雄）

《大佐貫》

ぱくのあ父さんはJ＼トガしゅ

みで芍。己わぐらいいま可。

そのハトはレースに出しま可。

遠い北活遵1こジェットきにの

つて、県りは自分の家をさガし

て帰って来ま芍。

レースガある日はお父さんと

二人で早く力‘えってこない力な

あといつまで毛空をみていま可。

ハトはジェットきにのって、あっちこっち行くのに、ほ

くはありません。そして、J＼卜は遠く力らでも帰って来る

ので、とってもりこうで可。 1まくもJ＼卜のようにりこうに

なりだいと思いま弓。

ほくは時刀お父さんにフロしスをし力けま可。すると、
あ父さんもちょうし 1このっていっしょにやりま芍。し力し、

ひげのいつばい出だ顔をこ可り

つけ、いだくてぽくは負けてし

まいま可。

そんなことをして、あそんで

くれるあ父さんガ、 1まくは大可

きで可。

これ力らも、体に気をつけて

ばくだちのだめに、ガンバッテ

ください。
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今
月
第
三
日
曜
日
の
十
七
日

は
「
父
の
日
」
で
す
。

ま
だ
「
母
の
日
」
ほ
ど
、
さ

わ
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
最
近

見
直
さ
れ
て
来
て
、
お
父
さ
ん

に
感
謝
す
る
人
か
増
え
て
来
た

よ
う
で
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
、
長
い
あ

い
だ
慟
き
つ
づ
け
て
来
た
お
父

さ
ん
は
、
家
庭
の
幸
福
の
原
動

力
と
な
っ
て
い
る
た
の
も
し
い

存
在
で
す
。

ふ
だ
ん
、
な
ん
で
も
な
い
よ

う
に
見
え
る
毎
日
の
お
勤
め
も

職
場
に
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
苦
労

し
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
、
見
え
な
い
苦
労
を

お
父
さ
ん
の
側
か
ら
い
え
ば
、

見
せ
た
く
な
い
苦
労
を
、
少
し

で
も
、
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
日

と
し
て
、
も
っ
と
定
着
さ
せ
た

い
日
で
す
ね
。

父
の
日
を
前
に
、
本
村
の
チ

ビ
ッ
子
達
は
日
頃
お
父
さ
ん
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の

か
、
八
人
の
小
学
生
に
お
父
さ

ん
の
感
想
文
と
似
顔
絵
を
書
い

て
も
ら
い
ま
し
た
。

あそんで〈れないお父さん

西小 1 年細田隆広（父・増夫）

《新里》

ほくのおとうさんは、のうき

ぐやさんの、おしごとをしてい

ま可。おきゃくさんガ、こしよ

うしだき刀いをもってきま可。

おとうさんガ、あぶらだらけに

なってなあし、おきゃくさんに

とどけま可。

あとうさんは、いえに力えっ

てくると、よこになっててれび

でやきゆをみま可。だけど1まく

は、てねびでやきゆをみるのは

きらいて可。だまには、 1まくと

ばうるなげをしてあそんでくれ

だらいいなあとおもいま弓。

あしごとガいそガしくてあそ
んでくれなし＼おとうさんだけど

ほくはあとうさんガ可きで弓。

おふろが長いお父さん

西小 4 年三宅悛明（父・宏明）

《中谷》

ぽくのあ父さんの仕事は、鉄

追のせんむしゃしようをしてい

ま可。せんむしゃしようという

のは、車内のけんさつを可る仕

事だそうで可。とくに日曜日や

休巳ガいそガしくてだいへんな

ようで芍。だ力ら、 1まくとな力

な力休みガカさなりません。

だまに休みガカさなると、むりにお父さんにおねガいを

して行楽地へ、つれていってもらつだり、キャッチボー）レ

をして屯らいま可。 1まくは、そうゆう日ガとってもまちど

うしいで可。

お父さんはときどき会社の人だちと、活つりに行きま可。

つつてくる魚は、いさき、あじ、さば、シロギスなどめ可
らしい魚て可。ほくもつれていってというと、昴ぷない方
らだめだ。といってあいてい力れてしまいま弓。せめて、

川へいっしぶこ魚つりに行きだいで可。

まだ、お父さんのくせは、巨人のし合いtJ-ある時は、い

9-‘ ｀一—~ :—-“ つも夕はんやおふろの時で毛ド
-•.:' 
‘ ランジスターラジオをはなしま

せん。

あまりむ中で聞いていると、

おふろガ畏くなるので、やめて

ほしいで可。でも大可きなお父

さん。じようぶで畏生きしてく

ださい。

お父さんが選ふようふく
西小 2 年中村和代（父・貞夫）

《入ヶ谷》

わだしのお父さんはようふく

の会社へ行っていま弓。私のふ

くはぜ如ぷ芭父さんガカってく

れま可。お父さんガえらんだも

のはわだしによくにあいま可。

芍るとお力あさんガ「お父さん

はえらぶのガうまいね。」といっ

て力‘ら力いま弓。

お父さんはしごとで、とおく

へしっちょう可ることもありま

可。そのときは、おみや（プをい

つばい方つてきてくねるけど、

わだしはひとりでねるので、さ

びしいて可。市父さんといつま

でもいっしよガいいで可。あま

り、しっちょうしないでくださ

いね。

‘ 
、

東小 5 年小久保貴幸（父・勝）

《千津井》

ほくのお父さんは干津井ソフ

ドワラフの 3チーい有る中で 3

番目に強い利根チームの力んと

くで弓。仕事万終わってつ力ね

ていても「力‘んとくはつらいよ_J

といいなガら「合夜もガんばつ

てくるぞ。」といって大好きなお
酒も飲ま可出力（すま弓。 L_ `\ / ／／ー、

次の朝お父さんを見ると、へつびりごしで歩いているの

で、りゆうを聞くと、力んとくとキャッチャーをやってい

るし足ガ弓ごく混いし、こしも混く、おまけにとじってつ

き指。まつだくタベの元気はどこへやら。
ぱくはお父さんに「練習しないと万年利根チーこだよ_J

とふざけていうと「貢幸、一人前のことをいうようになっ

だな」といって目を引つばりま可。
先日、ソフドボー）しのしん判のしけんガあり、お遇をの

んでいる時に、力んとくはやってもあんまり）レールもしら

ない力らおちてしまうな。といっていましだ。そうしだら、

なんと合格の知らせ。う力‘るカ

う力らないかじ＼配していだあ父

さん、びつくり。さ弓ガほくの

お父さん、そんけい可るな。

ぽ<tf早く大きくなって、市

父さんのチーいて、うんと力つ

やくしてお父さんのチームをゆ

うしようさせてみせるよ。それ

まで充気でガんばつてね。



昭和54年 6 月 10 日 広報めいわ 第213号 (10)

勾打炉釦習講座のお知らせ］
明和村中央公民館の開館に伴ない、村民の皆さんに広く学習

の機会を提供するため、各種学習講座を開設いたします。

趣味と実益をかねた学習講座で、余暇の時間を有効に

生かしてみませんか。

各講座とも初歩から親切に指導致しますの

で、皆さんのご参加をお待ちしています。

受講料無

負担） 県民教養
ては 500 円

込み期間 6 月 15 日から
月 28 日まで

申込み先 中央公民館へ、
話でも結構です。 （各教室と
になり次第締め切らせてい
ます。）

7 月より行います

象 18歳から 25歳までの

勤労青年

員 30名

容青年の「愛と性をテ

ーマ」に楽しい講座

を開設。

き毎月第 2 土曜日 午

後 7 時30~ 9 時30分

まで

中央公民館

社教主事高校教師

医師

員
容

象

チ
リ
と

人
間
形
成
ガ
ッ

村内の小学校在学の

子どもとその親

員 20組

容紙工作焼き物映

画会など親子による

楽しい共同製作とそ

の集い

0 ところ 中央公民館

0 と き毎月第 3 日曜日午

前 9 時30分～ 11時30

分まで

〇講師師 小学校・中学校教師

社教主事

料理教室•生花教室は定員になりました

ので締め切らせていただきました。

公
民
鮪
学
習
で

一般村民

20名

枯土を使った陶器の

製作（素焼きから本

焼きまで親切に指導）

中央公民館

毎月第 4 土曜日 午

後 7 時30分～ 9 時30

分まで

師中学校教師飯塚邦

夫氏

一般村民

20名

趣味のレザークラフ

ト（革細工）を初歩

から指導（学級生の

要望により多少変更

あり

0 ところ 中央公民館

0 と き毎月第 1 日曜日午

前 9 時30分～ 11時30

分まで

〇講師学園経営教師菊池

志津子氏

象一般村民

員 400名

容芸術・文化・政治な

どの教養を身につけ

るための講座

0 ところ 中央公民館

0 とき 10月～ 12 月 4 ~ 5 

回開催

〇講師 中央からの一流有名

人 4~ 5 名

〇整理券 各講座セットで 500

円

〇申込み 後日詳しくお知らせ

します。
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内
山
さ
ん
は
「
今
ま
で
の
事
を
か

く
す
ば
か
り
が
能
で
は
な
い
と
思
う

の
で
…
。
」
と
前
置
き
し
な
が
ら
、
そ

し
て
、
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の 内山利子さん

（中谷）

ll111111111111111111111111111111111 

今
、
明
和
村
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
ま
さ
に
力
い
っ
ぱ
い

引
か
れ
た
弓
か
ら
矢
が
放
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
状
態
で
す
。

そ
ん
な
状
態
の
な
か
、
も
う
十
五
年
間
も
人
知
れ
ず
善
意
の
灯

を
続
け
て
い
た
と
、
中
谷
の
内
山
利
子
さ
ん
の
事
が
、
こ
の
程
明

る
み
に
出
ま
し
た
の
で
、
早
速
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

一
助
に
な
れ
ば
と
し
て
取
材
に
応
じ

て
く
れ
ま
し
た
。

も
う
十
五
年
間
も
‘
恵
ま
れ
な

い
少
年
の
為
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
送
り

続
け
て
い
る
と
い
う
事
で
す
が
、

あ
ま
り
に
も
少
年
達
の
心
か
う
つ

く
し
か
っ
た
の
で
…
…
。

鐘
の
鳴
る
丘
。
少
年
の
家
（
勢

多
郡
大
胡
町
の
養
護
施
設
）
と
の
、

き
っ
か
け
は
ど
ん
な
事
だ
っ
た
の
で

善
意
の
灯
を

と
も
し
続
け
て
1
5年

11111111111111111111111111111111111 

広 報 め

す
か
。

飼
い
犬
の
事
で
鐘
の
鳴
る
丘
に
幼

い
長
女
を
連
れ
て
行
っ
た
時
、
身
な

り
は
り
っ
ぱ
だ
と
言
い
が
た
い
少
年

か
オ
ヤ
ツ
の
一
捏
り
の
カ
リ
ン
糖
を

長
女
に
分
け
て
く
れ
た
の
で
す
。
な

ん
て
こ
こ
の
少
年
達
の
心
は
や
さ
し

い
ん
だ
ろ
う
と
感
動
さ
せ
ら
れ
て
し

ま
い
、
そ
れ
以
来
少
年
の
家
と
の
縁

か
出
来
た
の
で
す
。

十
五
年
間
も
続
け
て
こ
ら
れ
て

す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
毎
年
ク
リ
ス

マ
ス
に
送
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
。

年
に
一
回
、
今
年
も
一
年
間
無
事

に
暮
ら
せ
て
来
た
事
を
感
謝
し
、
自

分
自
身
の
一
年
の
区
切
り
と
し
て
、

送
っ
て
い
る
の
で
す
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
身
変
り
で

す
ね
。

私
み
た
い
な
一
主
婦
か
、
と
思
わ

れ
ま
し
ょ
う
が
、
も
っ
と
／
＼
少
年

少
年
達
の
園
長
先
生
は
ど
う
お

っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
大
小
よ
り
も
、
長

年
私
た
ち
の
事
を
忘
れ
な
い
事
か
大

切
で
す
ね
。
と
こ
の
前
、
話
し
て
い
ま

し
た
。今

ま
で
ど
ん
な
も
の
を
。

た
い
し
た
物
は
送
っ
て
い
な
い
ん

で
す
が
、
み
ん
な
で
仲
よ
く
、
外
で

遊
ぶ
道
具
と
い
う
事
で
、
ド
ッ
チ
ボ

ー
ル
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
セ
ッ
ト
、
竹

馬
そ
し
て
昨
年
は
、
ち
ょ
っ
と
ふ
ん

ぱ
つ
し
て
一
輪
車
を
二
台
。
フ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

一
輪
車
と
は
め
ず
ら
し
い
で
す

ネ
。茨

城
の
あ
る
学
校
で
背
筋
を
伸
ば

す
た
め
に
一
輪
車
を
利
用
し
て
い
る

と
知
っ
て
、
今
年
は
一
輪
車
を
と
、

達
の
た
め
に
し
て
や
り
た
い
の
で
す

ゞ
、
。
ヵ

し＼ わ 昭和54年 6 月 l0 日

昭和54年度社会体育行事
この程社会体育の事業計画が発表になりましたので

皆さまにお知らせいたします。

期日 行 事 会 場 参加対象、その他

7 月 1 B 習第会3 回少年野球ルール講 中央公民館 子供会

7 月 第 3 夏パパさんソフトポ 明和中、東小 既／切婚者6 月、地30区日単（ナ位イチターーム) 9 ~20 日 ール会

7 月 野外教育キャンプ 吾県妻立郡バ嬬ラ恋ギ村キャンプ場 一般、申込／切 7 月 4 B 
14 • 15 B 

7 月 ゲードポール講習会 明和中学校 老人クラフ＊

7 月 25B 第 10 回少年; ] 、少女ソ 明和東、西小 子供会
フトポール

毎4週~土9翡月El サッカー教室 明和中学校 小中学生

7 8 月 パレーポール教室 明相東、西小 PTA 会員

8 月 5 日 第 4 回野球審判講習会 明和中学校 野球大会参加選手

8 月 第 22回村民野球大会 管内小・中学校 一般、申込＂切 8 月 2 日
12 • 19 日

9 月
第 2 回‘Jフトポール大会 明和中、東小 一般、ナ ; ター

1 ~15 日 申込／切月 20 日

9 月 23 日 第 5 回村民庭球大会 明和中学校 中申込・ 一／切般、9 軟月式13 B 

9 月
スボーツ講演会

II 一般
（パレーポール）

10 月 14 日 第 24 回村民体育祭 II 全村民

10 月 288 第 23夏ママさんパレーポ II 既申婚込者／切、地10区月単1位8B チーム
ール会

11 月 4 日 第 23回魚釣大会 谷田川 一般、申込／切 10月 25 日

11 月 18B 第 23 回バレーポール大会 明和中学校 一般、男 6 人胃胃人制
申込／切 11

12 月 9 日 第 20 回村民卓球大会 If 盟 ・一般 男鳥別
込／切 11ヽ 月日

1 月 13B 第 1 回村民マラソン大会 コース未定 小申込・中／・切高・一般、男女別

2 月 第 12回スキー教室 尾瀬戸倉 一般、申込／切 2 月 6 B 
16 • 17 日

3 月 21 日 第 7 回剣道大会 武道館 小申込・中／・切高・3一月般11 日

※期日・会場など変更する事があります。

保険料を納められない人は

1 国民年金 1 免除の手続きを．”

国
民
年
金
に
当
然
加
入
し
て
い

る
人
で
、
保
険
料
を
納
め
た
く
て

も
、
所
得
が
低
く
生
活
が
大
変
だ

と
か
、
病
気
や
事
故
な
ど
で
生
活

か
苦
し
く
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

人
に
は
、
そ
の
保
険
料
か
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
保
険
料
免
除
制
度
に
は
、

①
届
け
出
を
す
る
だ
け
で
免
除
に

な
る
法
定
免
除
と
、
②
申
請
書
を

提
出
し
承
認
を
受
け
て
免
除
に
な

る
申
請
免
除
の
二
通
り
が
あ
り
ま

す
。

▼
法
定
免
除
は
…
…

一
、
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母

子
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
と

き
。

二
、
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
と
き
。

思
い
つ
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
あ
ち
こ
ち
ど
な
た
に
聞

い
て
も
ど
こ
に
売
っ
て
い
る
の
か
、

わ
か
ら
ず
あ
き
ら
め
よ
う
と
し
て
い

た
ら
、
N
H
K

で
一
輪
車
の
事
を
放

映
し
て
い
た
の
で
、

N
H
K

に
紹
介

し
て
も
ら
い
、
や
っ
と
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
間
に
合
い
ま
し
た
。

今
、
大
変
な
ブ
ー
ム
だ
そ
う
で
、

新
た
に
八
台
購
入
し
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。今

年
は
何
を
予
定
し
て
い
ま
す

~力゚

ま
だ
考
え
て
い
ま
せ
ん
け
ど
、
デ

パ
ー
ト
な
ど
に
行
く
と
‘
つ
い
そ
ち

ら
の
方
も
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

最
近
よ
く
0
0
グ
ル
ー
プ
で
身

体
障
害
施
設
や
恵
ま
れ
な
い
人
達
の

施
設
を
見
学
に
行
き
ま
す
か
ら
、
内

山
さ
ん
の
よ
う
な
人
が
増
え
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
申
請
免
除
は
…
•
•
、
•

一
、
所
得
か
な
い
と
き
。

二
、
本
人
ま
た
は
、
家
族
の
人
が
生

活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外

の
扶
助
を
受
け
て
い
る
と
き
。

三
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
大
変

困
難
で
あ
る
と
き
。

保
険
料
の
免
除
を
受
け
ま
す
と
、

そ
の
期
間
に
つ
い
て
も
年
金
か
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
は
未
納
に

し
て
お
か
な
い
で
、
免
除
を
受
け
た

ほ
う
か
有
利
で
す
。

な
お
、
申
請
免
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
に

役
場
住
民
課
に
申
し
出
て
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

私
に
は
、
は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
場
で
は
「
私
も
何
々

し
な
き
ゃ
」
と
思
う
ら
し
い
の
で
す

か
、
家
に
帰
っ
て
来
る
と
、
つ
い
自

分
の
事
し
か
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
よ
う
で
す
よ
。

長
年
送
り
続
け
て
こ
ら
れ
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

自
分
の
子
供
を
一
生
懸
命
か
わ
い

が
る
の
も
い
い
が
、
い
ず
れ
は
他
人

の
子
を
大
切
に
す
る
事
が
自
分
の
子

に
も
つ
な
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

伝
染
病
の
よ
う
な
も
の
で
、
他
人
の

子
が
か
か
る
と
、
い
ず
れ
自
分
の
子

に
も
か
か
る
。
だ
か
ら
他
人
の
子
に

も
愛
情
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
．

国
際
児
童
年
に
ふ
さ
わ
し
い
、

事
で
す
ね
。
ど
う
も
、
忙
し
い
と
こ

ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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新
し
く
公
民
館
か
建
設
さ
れ
、
そ

し
て
土
地
改
良
区
か
五
月
末
日
で
解

散
さ
れ
た
の
で
、
不
用
と
な
っ
た
役

場
裏
に
あ
る
旧
公
民
館
（
一
階
一
六

0
面
、
二
階
一
三
八
面
、
計
二
九
九

面
）
か
近
々
取
り
壊
し
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
旧
公
民
館
は
以
前
は
梅
島
村

役
場
、
そ
し
て
合
併
し
て
か
ら
明
和

村
役
場
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
か

こ
れ
が
取
り
壊
し
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
で
旧
村
の
役
場
は
全
部
な

く
な
る
こ
と
に
な
り
、
さ
び
し
さ
を

感
じ
ま
す
。

な
お
、
旧
公
民
館
の
変
遷
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
昭
和
十
四
年

梅
島
尋
常
高
等
小
学
校
の
古
材
で
、

現
在
の
役
場
の
所
へ
梅
島
村
役
場
を

作
る
。
（
そ
れ
ま
で
役
場
は
地
蔵
寺

(12) 

旧
公
民
館
を
解
体

の
境
内
に
あ
っ
た
。
）

▼
昭
和
二
十
八
年

役
場
二
階
を
土
地
改
良
区
で
使
用

す
る
。

▼
昭
和
―l一
十
年

三
村
合
併
に
よ
り
明
和
村
役
場
と

し
て
使
用
さ
れ
る
。

（
土
地
改
良
区
は
旧
佐
貫
村
役
場
に

移
る
）

※
新
し
い
庁
舎
を
作
る
た
め
、
職
員

は
事
務
を
取
り
な
か
ら
現
在
の
所
へ

二
日
間
か
か
っ
て
引
い
て
行
く

▼
昭
和
三
十
一
年

新
し
い
庁
舎
か
出
来
あ
か
り
「
公

民
館
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

※
土
地
改
良
区
、
農
業
共
済
組
合
か

使
用
す
る
。

▼
昭
和
四
十
七
年

農
業
共
済
組
合
は
役
場
に
移
り
‘

常
時
使
用
は
土
地
改
良
区
と
な
る
。

▼
昭
和
五
十
四
年

旧
公
民
館
取
り
壊
わ
し
予
定

ソフトポール審判資格
認定会に46人が申し込み カ

メ
―
っ
立

館
林
市
公
民
館
前
庭
で
五
月

二
十
日
第
二
回
愛
か
ん
鶏
品
評

会
か
行
わ
れ
、
川
俣
の
石
崎
武

芳
さ
ん
の
柱
チ
ャ
ボ
か
第
一
位

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
、
県
内
を
は
じ
め
関
東
地

方
か
ら
自
慢
の
愛
か
ん
鶏
か
百
十
点

出
品
さ
れ
‘
冠
‘
体
型
、
毛
な
み
を

一
＿
ュ
ー
ス

五
月
三
日
東
小
学
校
校
庭
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
公
認
審
判
員
資
格
認
定
会

か
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
認
定
会
は
年
一
回
行
わ
れ
、

今
年
は
既
に
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
‘
村
民
の
方
の
希
望
す
る
人
か
あ

ま
り
に
も
多
く
特
別
に
実
施
し
て
も

ら
っ
た
も
の
で
す
。

全
員
が
ゼ
ッ
ケ
ン
を
付
け
学
科
試

験
と
実
技
試
験
を
行
い
ま
し
た
か
、

実
技
試
験
の
と
き
は
あ
が
っ
て
し
ま

い
お
も
わ
ぬ
ま
ち
か
い
を
し
た
り
し

た
人
も
多
か
っ
た
が
、
こ
の
日
約
五

割
の
二
十
一
人
が
合
格
し
、
晴
れ
て

第
三
種
公
認
審
判
員
と
な
り
ま
し
た
。

愛
が
ん
鶏
品
評
会
で

石
崎
さ
ん
二
年
連
続
優
勝

第

2
0回
春

の
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
か
五

月
六
日
太
田

市
で
行
わ
れ

本
村
か
ら
も

明
和
ク
ラ
ブ
、

西
小
P
T
A

®
、
同
じ
く

⑤
チ
ー
ム
の

三
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し

こ
。

• 

参
加
チ
ー

ム
百
三
十
一

チ
ー
ム
と
こ

れ
ま
で
の
最

優勝した柱チャボと
石崎武芳さん

ベ

県
マ
バマ

レーボ只

ル大会

競
っ
た
も
の
で
す
。

一
位
を
獲
得
し
た
石
崎
さ
ん
は
、

現
在
十
種
類
、
約
六
十
羽
を
飼
育
し

て
い
ま
す
か
、
今
回
五
点
出
品
し
、

そ
の
う
ち
の
一
点
か
昨
年
に
引
き
続

き
入
賞
し
た
も
の
で
す
。

石
崎
さ
ん
は
、
チ
ャ
ボ
を
飼
っ
て

い
る
方
。
こ
れ
か
ら
飼
お
う
と
し
て

い
る
方
は
‘
ぜ
ひ
私
の
と
こ
ろ
へ
連

絡
し
て
、
お
互
い
に
楽
し
み
な
か
ら

や
り
ま
し
ょ
う
と
話
し
て
お
り
ま
し

こ
。f
 

高
。

本
村
の
チ
ー
ム
は
西
小

P
T
A

⑧

か
一
回
戦
、
他
の
ニ
チ
ー
ム
は
二
回

戦
へ
と
コ
マ
を
進
め
た
か
、
い
ず
れ

も
あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で
敗
退

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

`
n
遍
，
一

、
上

“ポリ容器の虫かご

:•— 

同じ形の

］掌言塁
゜
゜クリ、ソたはさみます．
・文·きりて究をあし穴空
気が入るようにします

bあき訊の虫如‘:
あきかんの底を
切りとり、あみ
（果物召どの
入っているあ
恥感）を輪
ゴ認とめると
て＇きあがりtt.

造
形
遊
び

廃
物
利
用
で
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公§を含か5の
ホ、夭0 ヽ、t

0 日曜日の午後休館

今まで土曜日の午後は休館していましたが、 6

月より、日曜日の午後休館となります。しかし、

会議室等を借りる場合は、日曜日の午後でも借り

られます。なお、土曜日は一日職員がおります。

＊あなたの作品を発表しては

絵画・書道・写真•生花といった趣味の作品を

公民館のロビーなどを利用して展示発表してはい

かがでしょうか。

~5 月は次の団体が使用

►民踊会► 菊声会►詩舞愛好会►衛生協力会► 朗

吟愛好会►館女PTA 明和支部►文化協会園芸部

► 日本専売公社太田営業所►青年会►短歌会

~6 
6 月

7 月

7 月の休館日

4 • 11 • 18 • 25 日

2 • 9 • 16 • 23 • 30 日

.. 
よ

’` " 

I 

尋
\ ←デ（文
ダイヤルはメモを見ながら正確に

番
号
を
確
か
め
ず
に
ウ
ロ
覚
え

で
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
の
は
、
ま
ち
か

い
電
話
の
も
と
。
時
間
と
お
カ
ネ

が
ム
ダ
に
な
り
、
相
手
も
迷
惑
し

ま
す
。

手
元
に
は
、
必
ず
番
号
書
抜
帳

を
お
き
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
ダ
イ

ャ
ル
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
館
林
電
報
電
話
局
）

実施月日 耀日 時 間 会 場 該当地区

7 月 2 日月
午月lj 10 :00~12 00 矢島公民館 大佐貫

午後 1 :00~3 :00 矢島公民館 矢烏 入ヶ谷

7 月 3 日火
午前 1000~12:00 明和農協第 1事業所 須賀 111 俣

午後 1 ｷoo~3 00 大輪下公民館 大輪

7 月 4 日水
午前 10:00~1200 

南大島集会所
稲荷山中本郷

午後 1 :00~3 :00 新田・ニ軒・七軒・八軒

7 月 5 日木
午前 1000~12:00 田島集会場 田島

午後 1 00~3 00 明和村中央公民館 新里中谷

7 月 6 日金
午月I」 10:00~1200 江口集会所 江口

午後 1 :00~3 :00 東部児童館 干津井

7 月 10 日火
午前 1000~12 00 薬王寺 斗合田下江黒

午後 1 ｷoo~3 :00 東部児童館 上江黒

7 月 11 日水
午前 10:00~12:00 ニ島神社前 梅原

午後 1 00~3 00 明和村中央公民館 明和村全域

か
け
る
前
に

電
話
番
号
を
確
か
め
て

テ
し
フ
ォ
ン
メ
モ
蜘
ー

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
実
施

結
核
定
期
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

せ
は
し
な
く
車
と
ば
し
て
行
き
し
娘

の
乗
る
汽
車
利
根
川
渡
る
頃
か
も

柿
沼
ま
つ

「
ど
く
だ
み
を
煎
じ
て
飲
み
な
」
と

云
ひ
し
こ
と
大
根
刻
み
つ
母
を
恋
ふ

る
も

瀬
下
一
江

小
学
生
等
の
応
援
の
声
そ
ろ
ひ
た
り

サ
ー
ブ
打
つ
手
に
力
み
な
ぎ
る

江
森
佳
世
子

心
せ
き
つ
帰
れ
ば
娘
の
と
と
の
へ
し

夕
飼
灯
り
に
ま
ぶ
し
き
ば
か
り

奈
良
原
キ
ク
ノ

背
す
じ
立
て
気
張
り
す
ぎ
来
し
年
月

か
雨
に
濡
れ
ぬ
れ
て
ぼ
た
ん
散
り
し

く
江
森
政
美

（
来
月
は
俳
句
で
す
）

死
亡

出
生

ぉ
ゎ
し
天

衣
く
れ
升

▼
大
輪
の
豊
栄
建
材
工
業
（
代
表
広

川
慶
造
）
は
各
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
の
砂
場
に
砂
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
（
約
二
十
万
円
）

▼
新
里
の
三
和
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（
株
）

で
は
、
公
民
館
の
図
書
購
入
に
使
っ

て
下
さ
い
と
百
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
村
で
は
三
和
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
さ

ん
の
ご
好
意
に
報
い
る
た
め
ユ
ニ
和

文
庫
＂
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

▼
新
里
の
マ
ツ
モ
ト
時
計
店
で
は
、

東
幼
稚
園
に
掛
時
計
（
一
万
二
千
円

相
当
）
を
一
台
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

山
岸
英
晴
昭
吾

2

男
千
津
井

4

月

2
0日

恩
田
綾
人
正
長
男
梅
原

4

月

2
2日

小
田
木
美
紀
則
之

2

女
南
大
島

4

月

2
8日

関
根
愛
正
万

2

女
南
大
島

4

月

2
8日

丸
山
沙
千
幸
男
長
女
上
江
黒

5

月
4

日

田
口
喜
子
真
長
女
南
大
島

5

月
6

日

瀬
下
恵
子
進

2

女
新
里

5

月

1
0日

蘭
部
由
香
勝
儀
長
女
千
津
井

5

月
1
1日

柿
沼
粟
匡
仁

2

男
江
口

5

月

2
2日

川
澄
典
嗣
公
司
長
男
南
大
島

5

月

2
4日

世
帯
主

氏
名
年
令
地
区

（
）
は
新

大
川
幸
八

6
2

ト
ク
千
津
井

八
田
鉄
蔵

7
4
（
比
呂
志
）
下
江
黒

野
口
啓
五
郎
8
5
（
今
朝
雄
）
梅
原

長
谷
川
真
弓
3
3

徳
治
千
津
井

死
亡
月
日

5

月
5

日

5

月

2
3日

5

月

2
4日

5

月

3
1日

鬱嚢白北海製缶味の土地造成にイキし、 6 月 30 日ま
で午前 6 時から午後 10時まで、 1 日に約400
台の大型ダンプカーが通行しています。
くれぐれもこう主意ください。

o
oi
l
i
_
2
1
号

（一大型ダンフ通行道路辛 ガードマン位四）

▼
場
所

▼
期
日

▼
時
間

7
月

3

日

午
前
1
0時
か
ら

午
後
3

時
ま
で

明
和
村
役
場

愛
の
献
血
一
滴
で
も
多
く

献
血
車
が
来
ま
す

限り涜る
資源を有効（こ

石氾節減のだめ

ム勺な車の利用は

やめましよう。

毎月 10 日は

LP ガス消費者保安デー

` 

家
中
で
元
せ
ん
し
め
る
習
慣
を
。

冗
せ
ん
し
め
て
安
心
奥
さ
ん
瓢『
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5 月の

一責ク
救急車出動回数
●交通事故 2 件

●急病 4 件
●その他 2 件

計 8 件

: 館林邑楽地区 館 林 地 区 明和
• 祝日 • 科耳鼻

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
千代田地区

日
6 月 17 日

佐々木医院 川田医院 須田医院合 02767(2)0862 津久井医院 小西医院
ft 0272(62) 2623 ff 02767(2)0754 多々良診療所ff 02767(2)3060 ff 02767(2)3316 ff 027686-2261 

曜
大塚医院ff 02767(2} 0176 館林医院 江上医院

6 月 24 日 真中医院
原医院

当 ff 02767(2)1630 ff 02767(2) I 936 ゆたか医院ff 02767(3 7308 ff 02767(4)2112 云 027686-2028

番 7 月 1 日
横田医院 小倉医院 後藤（愛）医院ff 02767(2)0134 寺内医院 竹越医院
ff 02767(2)025~ ff 02767(2)0606 上野医院ft 02767(2)3330 ff 02767(2)3031 ff 027684-3137 

医 7 月 8 日
浜野医院 後藤康生医院 後豚康生医院ff 02767(2)3975 礫川堂医院 江口医院
ff 02768(8)5678 ff 02767(2)3975 清河堂医院ff 02767(2)3070 ff 02767(4)0184 ff 027686-320 I 

7 月 15 日
白沢医院 大神医院 安楽岡医院ff 02767(2)0572 永寿堂医院 館林地区が ?, 
ff 02767(2)1600 ff 0276(62)2200 大島診療所ff 02767(7) 1503 ff 02767(2)4464 担当します

群馬票学校教員の

募集．”
圏
募
集
職
種

小
・
中
・
高
校

教
諭
、
及
び
小
・

中
学
校
、
養
護
学

校
‘
県
立
学
校
の

養
護
教
諭
と
養
護

助
教
諭

圏
出
願
資
格

昭
和
2
0年
4

月

2

日
以
降
の
出
生

者
で
、
（
養
護
教
諭
、

養
護
助
教
諭
は
昭

和
1
5年
4

月
2

日

以
降
）
教
育
職
員

免
許
法
に
規
定
す

る
相
当
学
校
の
普

通
免
許
状
を
所
有
す
る
者
。
又
は
昭

和
5
5年
3

月
末
日
ま
で
に
前
記
免
許

状
を
取
得
で
き
る
見
込
み
の
者
。

▼
該
当
時
上
半
期
実
施
者
は

5
0年

9

月
1

日
か
ら

5
1年
2

月

2
8日
ま

で
に
生
ま
れ
た
児
童

損
害
保
険
業
界
で
は
全
国
に
五
十

四
ヵ
所
に
『
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー
』
を
設
置
し
て
一
切
無
料

で
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
に
関
し

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
並
び
に

任
意
自
動
車
保
険
（
対
人
対
物
）
の

請
求
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
利
用
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

相
談
場
所
は
前
橋
市
表
町
ニ
ー
九

ー
十
一
朝
日
生
命
ビ
ル
五
階
（
6

0
二
七
ニ
ー
ニ
四
ー
八
―
一
五
）
日

本
損
害
保
険
協
会
で
す
。

医
師
会
の
ご
協
力
に
よ
り
麻
し
ん

三
歳
児
検
診
か
次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

会
場
で
お
子
さ
ん
の
発
育
状
態
や

問
題
点
な
ど
を
記

す
入
し
て
い
た
だ
＜

事
項
が
あ
り
ま
す

ま
の
で
、
該
当
児
の

を
し
汀
員
に
い

診
施
を
持
参
し
て
検
診

検
実

[
O
又
け
て
く
だ
さ

児
▼
国
＋
｛
日
六
口

歳
巳
時
三
十
分

か
ら
午
後
二
時

3

ま
で
受
付

▼
会
場
中
央

公
民
館

t
t
t
名
を
名
；
ふ
お
し
ら
せ
て
＄
魯
名
；
§
上
あ
し
ら
せ
了
＄
魯
ゞ
魯
を
；
§

養
護
教
諭
及
び
養
護
助
教
諭
に
つ

い
て
は
養
護
教
諭
普
通
免
許
状
を
所

有
す
る
者
。
又
は
昭
和
5
5年
3

月
末

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者
。
若
し

く
は
高
等
学
校
以
上
の
学
歴
を
有
す

る
者
で
看
護
婦
の
免
許
証
を
有
す
る

者
。
又
は
昭
和
5
4年
度
の
国
家
試
験

で
看
護
婦
の
免
許
証
を
取
得
で
き
る

見
込
み
の
者
。

圏
採
用
予
定
者
数

高
等
学
校
教
諭
約
六
十
名

小
・
中
学
校
教
諭
約
四
五

0
名

養
護
教
諭
約
三
十
名

圏
出
願
書
類
の
受
付
期
間

6

月

2
5日
か
ら
6

月

3
0日
ま
で

出
願
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
役
場

教
育
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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空月：
ヵは；

すン壊：
縁て空境：
クなピ月：
色］ぃン間：
笈小で：
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き心
れつ : 
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麻
し
ん
（
ハ
シ
カ
）
の

予
防
接
種

自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

七
月
九
日
か
ら

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
試

合
開
始

明
和
中
学
校
及
び
東
小
学

校
校
庭

既
婚
者
で
地
区
単
位
で
編

成
し
た
チ
ー
ム

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
、

一
試
合
七
回
戦
ま
た
は
一

時
間
二
十
分
以
内
。
一
会

場
で
二
試
合
消
化

▼
申
込
み
六
月
末
日
ま
で
に
教
育

委
員
会
事
務
局
へ

の
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
師

に
申
し
出
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
該
当
幼
児
生
後
十
八
ヵ
月
i
昭

和
四
十
九
年
生
ま
れ
の
も
の

▼
接
種
の
受
け
方
次
の
医
師
に
事

前
に
申
し
出
、
村
か
ら
送
付
さ
れ

た
問
診
票
を
記
入
持
参
し
受
け
て

く
だ
さ
い
。
（
た
だ
し
、
七
・
八

月
は
予
防
接
種
は
出
来
ま
せ
ん
）

0

竹
越
医
院

~
o―
―
七
六
八
g

|
l
l
l
-

―
―
―
七

0

上
野
医
院

6
0
-―
七
六
七
□
―
―
―
―
―
―
―
―
-
=

〇
増
田
医
院

~
0
1―
七
六
七
□
一
＿
＿
＿
八
七

0

大
石
医
院

6
0―
―
七
六
七
固
―
―
―
―
―
六
―
―

▼
費
用
無
料
（
た
だ
し
、
検
査

料
は
除
か
れ
ま
す
）

詳
し
い
事
は
役
場
保
健
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
方
法

▼
対
象

▼
会
場

▼
期
日

▼
時
間 パ

パ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

参
加
チ
ー
ム
募
集

りI ] 
A 7 + ++ 

II 八 II 七六: 
日 日日

す。 の
月納

斗東矢明役入 険め
の合部島和場第 日 税は

寺薬王田 童館児 館公民 農協ー第 議室一会 道使水‘ 税村県民 納

め
用‘

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

適 贄 • 
• 

切相 悶 日交
な 靡 談 時 通助は

言さ : i 時 6 事指ん ＼月: 、：て、 贔り故
み専 3 相

いご門 時 午月9 9 IJ 
手。 とのま 談
に相で 10

• ▼月

悶 日例
時 ー行一

靡 時 6 形［
＼月,..._

第` 15 人一日権

議会室 時ま3 ] ‘`-/ 

で 想恥
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ほ
の
力
に
感
じ
る
花
の
精

バ
ラ
ン
ス
形
の
む
可
力
し
さ

よ
く
切
れ
て

こ
ね
よ
、
み
よ
や
日
本
人

チ
ョ
ッ
キ
ン
パ
ッ
キ
ン

日
本
の
心
を
生
け
て
み
だ

と
ガ
つ
だ
剣
山
お
も
い
き
り

な
ご
む
香
り
の
l
j
ヤL
リ
ス

こ
わ
い
ほ
と

真
剣
な
ま
芯
ざ
し

生
け
る
指
の
徴
砂
さ
よ

知
る
べ
き
学
ぶ
生
花
で

日
本
心
の
奥
深
さ

生けるつて● • •••••• 

なかなかむすかしいね

――公民館講座の生花教室ー一
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死亡事故多発
すでに昨年と同数

「非常警報」 7 月 1
A
 

自
転
車
も
一
時
停
止
の
よ
い
習
慣

安
全
は
心
に
ゆ
と
り
と
ゆ
ず
り
合
い

日発令

今
年
の
館
林
警
察

署
管
内
に
お
け
る
交

通
事
故
に
よ
る
死
者

は
前
月
上
旬
で
早
く

も
昨
年
と
同
数
の
六

名
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
館
林

市
・
板
倉
町
・
明
和

村
、
館
林
交
通
安
全

協
会
及
び
館
林
警
察

署
で
は
、
こ
の
異
常

事
態
を
重
視
し
、
今

月
一
日
に
＂
非
常
警

報
”
を
発
令
し
て
対

処
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。こ

の
六
名
の
う
ち

三
名
は
自
転
車
利
用

者
、
二
名
は
歩
行
者

で
す
。
原
因
を
み
ま

す
と
、
運
転
者
の
速
度
超
過
と
前
方

不
注
意
、
自
転
車
の
一
時
停
止
違
反

や
歩
行
者
に
よ
る
道
路
の
飛
び
出
し

が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
非
惨
な
交
通
事
故
を
起

さ
な
い
、
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
事
を

守
っ
て
明
る
い
家
庭
を
築
き
ま
し
ょ

う
。
交
通
事
故
に
は
、
被
害
者
も
加

害
者
も
あ
り
ま
せ
ん
。
両
者
が
被
害

者
な
の
で
す
。

◎
運
転
す
る
場
合
の

ー
注
意
事
項

m

速
度
は
ひ
か
え
め
に
前
方
を
よ

く
見
て
運
転
す
る
こ
と
。

い
過
労
運
転
、
飲
酒
運
転
は
絶
対

し
な
い
こ
と
。

回
歩
行
者
、
自
転
車
が
道
路
を
横

断
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
又

は
横
断
し
て
い
る
と
き
は
必
ず
停

止
し
て
そ
の
通
行
を
妨
げ
な
い
こ

と
。

国
館
林
警
察
署
管
内
で
は
自
転
車

事
故
率
が
県
下
ト
ッ
プ
で
あ
り
、

非
常
に
自
転
車
事
故
か
多
い
の
で

自
転
車
に
は
特
に
注
意
す
る
こ
と
。

m

自
転
車
は
必
ず
道
路
の
左
側
を

通
行
す
る
こ
と
。

い
交
差
点
を
通
る
と
き
又
は
道
路

を
横
断
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

必
ず
一
時
停
止
し
て
左
右
の
安
全

を
確
認
す
る
こ
と
。

回
身
体
に
合
っ
た
自
転
車
に
乗
る

こ
と
。

因
乗
り
出
す
前
に
自
転
車
の
点
検

整
備
を
行
う
こ
と
。

困
自
転
車
に
乗
っ
て
方
向
を
変
え
‘

る
と
き
は
必
ず
手
で
合
図
を
す
る

こ
と
。

固
一
時
停
止
違
反
や
通
行
方
法
違

反
な
ど
で
警
察
官
に
取
締
り
を
受

け
た
場
合
に
は
後
日
呼
び
出
し
を

し
て
違
反
者
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

◎
自
転
車
に
乗
る

場
合
の
注
意
事
項

は
い
け
ま
せ
ん
。

回
横
断
歩
道
や
歩
道
橋
‘
か
あ
る
と

き
は
必
ず
そ
こ
を
渡
る
こ
と
。

m

必
ず
道
路
の
右
側
を
歩
く
こ
と
。
国
信
号
は
よ
く
見
て
必
ず
守
る
こ

歩
道
が
あ
る
と
き
は
歩
道
を
歩
く
と
。

こ
と
。
困
夜
間
外
出
す
る
と
き
は
懐
中
電

い
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
必
ず
灯
や
反
射
器
材
を
携
行
す
る
か
、

左
右
を
確
認
し
、
車
か
止
ま
る
の
な
る
べ
く
明
る
い
目
立
つ
服
装
を

を
待
っ
て
渡
る
こ
と
。
斜
め
横
断
着
て
出
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
ヽ
§
§
§
§
‘
k
~
§

T
w
i
這
討
渡
辺
茂
さ
ん

読
売
教
育
の
”
最
優
秀
賞
I
I受
賞

西
小
学
校
前
P
T
A

会
長
の
渡
辺

茂
さ
ん
（
矢
島
）
は
読
売
教
育
賞
の

社
会
教
育
活
動
部
門
で
”
最
優
秀
賞
”

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
読
売
教
育
賞
と
い
う
の
は
、

今
年
で
二
十
八
回
目
。
す
ぐ
れ
た
業

績
を
あ
げ
な
が
ら
、
報
い
る
こ
と
の

少
な
い
教
育
者
な
ど
を
広
く
全
国
に

求
め
て
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る
も

の
で
す
。

昨
年
二
月
か
ら
前
会
長
の
渡
辺
さ

ん
が
先
生
達
と
一
緒
に
取
り
組
ん
だ

”
ふ
る
さ
と
シ
リ
ー
ズ
”
（
親
と
子

の
楽
し
い
つ
ど
い
、
教
師
や

P
T
A

の
創
作
郷
土
劇
の
上
演
な
ど
）
の
第

一
弾
か
ら
第
六
弾
な
ど
が
、
旧
来
の

カ
ラ
を
破
る
新
し
い
社
会
教
育
活
動

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
月
三
日

読
売
新
聞
社
に
お
い
て
高
松
宮
ご
夫

◎
道
路
を
歩
く

と
き
の
注
意
事
項

村議会議員選挙

7 月 29 日投票

明るい一票を

投じましょう

※投票できる人

昭和34年 7 月 30 日以前に生まれ

た人で、ことし 4 月 18 日以前から

引き続き 3 ヵ月以上、住民登録票

に記載されている人。

一ーま、
一9-

妻
の
出
席
の
下
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
は
「
学
校
と
地
域
と
P

T
A

か
一
体
と
な
っ
て
、
ふ
る
さ
と

シ
リ
ー
ズ
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
、

入
賞
は
関
係
者
全
員
の
も
の
で
す
。
」

と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
運
動
を
さ
ら
に
広
げ

る
た
め
に
、
九
月
に
は
第
七
弾
と
し

て
、
児
童
達
と
地
域
の
ふ
る
さ
と
祭

り
を
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
た

い
と
、
渡
辺
さ
ん
達
は
、
学
校
と
連

絡
を
密
に
し
な
か
ら
意
欲
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

吉
永
昌
仁
く
ん

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
県
大
会
へ

川
俣
の
吉
永
昌
仁
く
ん
（
重
利
さ

ん
の
長
男
）
西
小
六
年
は
、
六
月
七

日
に
行
．
わ
れ
た
、
邑
楽
館
林
地
区
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
小
学
校
男

子
の
部
で
優
勝
し
、
県
大
会
へ
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
邑
楽
館
林
の

各
学
校
の
代
表
二
十
四
名
が
集
ま
っ

て
行
わ
れ
「
歯
な
ら
び
は
、
虫
歯
は
」

な
ど
と
い
っ
た
事
を
競
っ
た
も
の
で

す
。
な
お
県
大
会
は
今
月
十
日
に
行

わ
れ
ま
す
。
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国
民
年
金
制
度
か
次
の
表
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま
し
た

C

き
ょ
出
年
金

の
各
年
金
額
は
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
に

よ
り
、
三
•
四
％
引
き
上
げ
ら
れ
、

ま
た
、
福
祉
年
金
の
各
年
金
額
も
、

約
ニ
―
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
上
げ
の
時
期
は
、
き
ょ
出
年

金
は
七
月
か
ら
、
福
祉
年
金
は
八
月

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
改
正
で
は
、
昭
和
五

十
五
年
四
月
分
か
ら
の
保
険
料
額
が

き
ょ
出
年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
引
き
上
げ
に
と
も
な
い
三
千
七

百
七
十
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

親
し
み
な
じ
ん
だ
千
江
田
村
、

梅
島
村
、
佐
貫
村
の
三
村
か
昭
和

三
十
年
三
月
一
日
に
合
併
し
、
新

村
明
和
村
か
誕
生
し
ま
し
た
が
、

来
年
三
月
一
日
で
ち
ょ
う
ど
二
十

五
年
に
な
り
ま
す
。

村
で
は
合
併
二
十
五
周
年
記
念

式
典
を
十
一
月
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
記
念
式
典
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
い
ろ
／
＼
、
な
事
業
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に

「
合
併
二
十
五
周
年
記
念
論
文
（
感

想
文
）
及
び
標
語
」
の
募
集
か
あ

り
ま
す
。

合
併
し
た
時
の
う
れ
し
さ
、
さ

び
し
さ
、
そ
し
て
村
が
歩
ん
で
来

た
道
の
り
な
ど
を
感
想
文
・
標
語

で
適
切
に
表
わ
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
作
品

0

記
念
論
文
（
感
想
文
）
〈
四

百
字
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
〉

0

記
念
標
語

▼
応
募
期
間

八
月
一
日
か
ら
十
月
十
日
ま
で

▼
応
募
資
格

村
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

か
あ
る
人

▼
応
募
点
数

論
文
は
一
人
一
点
、
標
語
は
一

人
三
点
以
内

▼
送
り
先

総
務
課
広
報
係

な
お
、
参
加
者
全
員
に
粗
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
る

よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

合
併
2
5周
年
記
念
作
品
の
募
集

保険料額の改定

現 一
丁

ク
イ

月 3,300円

55年 4 月から

月 3,770円

※付加保険料は月 400 円（すえ置き）

きょ出年金
年金額の引き上げ (54年 7 月実施）

館
林
市
役
所
内
総

高
年
齢
者
の
方
で
、
定
年
な
ど
で

退
職
し
た
か
、
健
康
の
た
め
＂
働
き

た
い
“
し
か
し
働
く
場
所
が
な
い
。

と
い
っ
た
事
で
な
ゃ
ん
で
い
る
方
は

お
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な
人
の

た
め
に
国
や
県
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

職
業
相
談
員
が
お
り
ま
す
。

相
談
員
は
公
共
職
業
安
定
所
と
密

接
な
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
高
年
齢

者
の
持
っ
て
い
る
特
性
、
豊
富
な
技

能
の
経
験
、
旺
盛
な
責
任
感
な
ど
の

長
所
を
生
か
し
た
働
き
や
す
い
職
場

の
あ
っ
せ
ん
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。相

談
場
所
は
、

合
相
談
室
で
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

高
年
齢
者
と
は
五
十
五
オ
か
ら
六

十
四
オ
ま
で
の
者
で
す
か
、
そ
れ
以

外
の
方
で
も
結
構
で
す
。

ま
た
、
女
性
の
パ
ー
ト
希
望
者
な

ど
も
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

夏
の
県
民
総
ぐ
る
み

交
通
安
全
運
動
が
、

七
月
十
一
日
1

二
十
日

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

働
き
を
希
望
さ
れ
る

高
年
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

現 行 改 正
年金の種顆

年 額 月 額 年 額 月 額

25 年納付 455,100 円 37,925 円 470,700 円 39,225 円

老齢年金
10 年年金 287,100 円 23,925 円 296,900 円 24,742 円

: 17 i 00 ; 18 ] 08 円5 年年金 210,100 円 17,508 円 8 か） (8 か 詞 ) 
41 00 20 08 

1 級 577,600 円 48,133 円 597,500 円 49,792 円
障害年金

2 級 462,100 円 38,508 円 478,000 円 39,833 円

母子・準母子・遺児年金 462,100 円 38,508 円 478,000 円 39,833 円

か 婦年 金 夫力受けるはずの老齢年金額の半額 左の額の3.4％増額

福祉年金
年金額の引き上げ (54年 8 月実施）

現 行 改 正
年金の種類

年 額 月 額 年 額 月 額

老齢福祉年金 198,000 円 16,500 円 240,000 円 20,000 円

| 1 級 297,600 円 24,800 円 360,000 円 30,000 円

障害福祉年金 | 
2 級 198,000 円 16,500 円 240,000 円 20,000 円

'—- -------------------------------------------------------------------------------

]“' 

証
言

私
が
子
供
の
こ
ろ
、
こ
の
祭

り
が
楽
し
み
で
、
よ
く
見
に
行

き
ま
し
た
。

ま
わ
り
の
子
供
た
ち
と
、
『
当

た
り
・
は
ず
れ
』
な
ど
と
盛
ん

に
は
や
し
た
て
た
も
の
で
す
。

お

願

し‘

こ
の
祭
り
の
”
い
わ
れ
“
な

ど
知
っ
て
い
る
人
が
お
り
ま
し

た
ら
、
ど
ん
な
事
で
も
結
構
で

す
。
役
場
広
報
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

滝
口
勘
司
閻

し
ゅ
く

上
江
黒
宿
と
い
う
所
に
「
弓
祭

り
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
弓
祭
り
は
、

宿
の
天
神
様
の
所
で
正
月
の
十
四
・

十
五
日
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

三
•
四
人
の
大
人
が
白
装
束
に
身

を
固
め
、
大
き
な
弓
で
直
径
五
十

マ
ト

六
：
I
C位
の
的
を
七
・
八
以
位
離
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
交
互
に
矢
を
放
ち
、

最
後
に
は
、
日
本
刀
で
的
を
一
振

り
で
切
り
、
祭
り
を
終
え
る
。

こ
の
祭
り
か
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
、

ど
ん
な
目
的
で
行
わ
れ
て
い
た
か
、

は
っ
き
り
と
記
憶
し
て
い
る
人
、

あ
る
い
は
伝
え
聞
い
て
い
る
人
も

い
な
い
の
で
、
詳
し
く
は
わ
か
ら

な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
矢
を
放
つ

行
事
か
ら
し
て
、
悪
魔
払
い
、
あ

る
い
は
悪
魔
が
地
区
内
に
入
っ
て

こ
な
い
よ
う
に
と
願
っ
た
儀
式
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
時
大
き
な
ナ
ベ
で

サ
ト
イ
モ
を
煮
て
、
儀
式
に
参
列

し
た
人
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
見
学

し
て
い
た
人
な
ど
食
べ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
祭
り
も
今
か
ら

七
十
四
年
前
か
ら
こ
の
行
事
は
取

り
や
め
と
な
り
ま
し
た
が
、
イ
モ

を
煮
て
食
べ
る
行
事
は
、
今
で
も

「
イ
モ
祭
り
」
と
し
て
残
っ
て

お
り
ま
す
。

失
わ
れ
た
行
事
を
探
る
②

上
江
黒
の
”
弓
祭
り
I
I
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I『I』■ ［ III|1]I11|I
あなたの
手で

” 
取
り
付
け
場
所

日
陰
で
風
通
し
の

よ
い
と
こ
ろ
を

日
差
し
を
し
ゃ
断

カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
を

利
用
し
よ
う

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
日
曜
・
祝
日
休
業
、
マ
イ
カ
—

通
勤
の
自
粛
、
冷
房
温
度
の
調
整
な
ど
、
国
を
挙
げ

て
”
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
”
へ
の
対
応
を
急
い
で
い
ま
す
。

産
業
・
輸
送
•
生
活
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
約

七
割
を
石
油
で
ま
か
な
い
、
そ
の
石
油
の
九
九
・
七
％
を

海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
わ
が
国
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
ム
ダ
な
く
、
ど
う
効
率
的
に
使
う
か

は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
に
か
か
っ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

電
気
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

に
片
時
も
欠
か
せ
な
い
、
身
近
で
便

利
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

一
年
を
通
し
て
、
最
も
多
く
電
気

を
便
う
の
は
七
月
、
八
月
の
夏
場
で

す
。
な
か
で
も
、
最
大
の
ピ
ー
ク
は
、

暑
さ
の
た
め
の
ク
ー
ラ
ー
使
用
と
高

校
野
球
の
テ
レ
ビ
観
戦
か
重
な
る
八

月
の
午
後
二
時
ご
ろ
で
、
日
本
列
島

の
電
力
消
費
量
は
グ
ン
グ
ン
上
昇
し
、

電
力
は
ピ
ン
チ
に
追
い
込
ま
れ
る
の

で
す
。

こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
家

庭
で
も
、
上
手
な
電
気
の
使
い
方
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

直
射
日
光
の
あ
た
ら
な
い
、
北
側

の
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
か
最
適
で

す
。
や
む
を
得
ず
、
日
の
当
た
る
と

こ
ろ
に
取
り
付
け
る
場
合
は
、
日
除

け
屋
根
を
つ
く
り
、
直
射
日
光
を
避

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
木
や
朝
顔
な

ど
を
植
え
て
直
射
日
光
を
さ
え
ぎ
る

の
も
、
日
除
け
の
―
つ
の
方
法
で
す
。

窓
か
ら
入
る
直
射
日
光
は
室
内
温

度
を
高
め
、
ク
ー
ラ
ー
に
大
き
な
負

担
を
か
け
、
そ
れ
だ
け
電
気
も
多
く

使
い
ま
す
。
す
だ
れ
な
ど
を
か
け
る

の
も
よ
く
、
ま
た
、
朝
顔
の
よ
う
な

植
物
や
木
を
植
え
る
の
も
―
つ
の
方

法
で
す
。

石
油
消
費
量
の
五
％
節
減
を
達
成
す

る
た
め
、
摂
氏
二
十
八
度
程
度
と
す

る
よ
う
国
を
あ
げ
て
努
力
し
て
い
ま

す
。
少
し
暑
い
と
感
じ
る
時
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
、
五
％
節
減
に

協
力
し
た
い
も
の
で
す
。

エ
ア
・
フ
ィ
ル
タ
ー
に
ホ
コ
リ
や

ゴ
ミ
が
つ
く
と
、
空
気
の
流
通
か
悪

く
な
り
、
そ
れ
だ
け
余
計
に
電
気
を

使
う
結
果
に
な
り
ま
す
。
一
般
住
宅

の
場
合
、
一
日
に
八
時
間
ク
ー
ラ
ー

を
つ
け
る
と
し
て
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の

掃
除
を
せ
ず
に
一
ヵ
月
使
う
と
、
風

の
量
は
約
一

0
％
減
り
、
冷
房
効
果

は
そ
れ
だ
け
落
ち
ま
す
。
一
ー
ニ
週

間
に
一
度
は
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

置
き
場
所

背
面
を
ピ
ッ
タ
リ
壁
に

く
つ
つ
け
て
置
か
な
い

冷
蔵
庫
の
背
面
に
は
、
放
熱
板
と

室
内
温
度
い
う
熱
を
捨
て
る
装
置
が
つ
い
て
い

ま
す
が
、
こ
の
放
熱
板
の
風
通
し
が

冷
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
悪
い
と
、
冷
却
効
率
が
落
ち
、
そ
の

分
だ
け
電
力
が
浪
費
さ
れ
ま
す
。
冷

注
意
し
ま
し
ょ
う

冷
え
す
ぎ
は
健
康
に
よ
く
な
い
ば
、
蔵
唐
の
背
面
は
、
少
な
く
と
も
壁
か

か
り
か
、
電
気
の
ム
ダ
づ
か
い
で
す
‘
●
]
、
ー
、
＇
＾
ら
十
＼
十
五
セ
ン
チ
離
し
て
置
い
て

条
件
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
か
、
お
・
く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
、
背
面
だ
け

よ
そ
冷
房
温
度
を
一
度
下
げ
る
と

r

で
な
く
左
右
も
同
じ
よ
う
に
間
隔
を

電
気
使
用
量
は
約
一
0
％
ふ
え
ま
す
。
と
り
、
風
通
し
を
よ
く
し
て
く
だ
さ

冷
房
中
の
室
内
温
度
に
つ
い
て
は
い
。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

手
入
れ

エ
ア
・
フ
ィ
ル
タ
ー
は

こ
ま
め
に
掃
除
を
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石
濾
清
費

籠
誠
の
た
め

綸
濾
阿
の

且
・
＇
―

体
婁
に

『
』
協
力
下
さ
い
。
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資源エネルー一

日曜・祝日のドライブは控えましょう

手
早
く

一
回
ド
ア
を
開
け
る
と
、
三
分
の

二
は
外
の
空
気
と
入
れ
か
わ
り
ま
す
。

部
屋
の
温
度
が
摂
氏
三
十
度
の
と
き
‘

約
十
秒
間
ド
ア
を
開
い
た
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
庫
内
の
温
度
は
摂
氏
五

ー
六
度
上
が
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に

モ
ー
タ
ー
が
回
り
、
電
気
を
使
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ド
ア
の
開
け
閉
め
は
＂
少
な
く
‘

手
早
く
、
し
か
も
‘
そ
ー
っ
と
＂
を

心
か
け
て
く
だ
さ
い
。

庫
内
の
整
理

つ
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

唐
内
は
、
冷
気
の
流
れ
で
冷
え
ま

す
。
食
品
を
ス
キ
間
な
く
詰
め
込
む

と
、
冷
気
の
対
流
か
悪
く
な
り
、
そ

れ
だ
け
冷
却
効
率
か
落
ち
、
電
気
の

仙
用
量
か
ふ
え
ま
す
。

ま
た
‘
熱
い
も
の
は
十
分
さ
ま
し

ド
ア
の
開
閉

回
数
を
少
な
く

て
か
ら
入
れ
な
い
と
‘
庵
内
の
温
度

が
上
か
り
、
こ
れ
を
冷
や
す
た
め
に

余
計
な
電
気
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

点
検

ド
ア
の
パ
ッ
キ
ン
グ
が

い
た
ん
で
い
ま
せ
ん
か

ド
ア
の
パ
ッ
キ
ン
グ
か
い
た
ん
で

い
て
、
ピ
ッ
タ
リ
閉
ま
ら
な
い
場
合

は
、
す
ぐ
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。
ス

キ
間
が
あ
る
と
、
そ
こ
か
ら
冷
気
が

逃
げ
、
電
気
の
ム
ダ
に
な
り
ま
す
。

と
き
ど
き
パ
ッ
キ
ン
グ
を
掃
除
し
ま

し
ょ
う
。
ド
ア
に
ハ
ガ
キ
を
は
さ
ん

で
閉
じ
て
み
て
、
自
然
に
ズ
レ
落
ち

た
り
、
軽
く
触
れ
た
だ
け
で
ハ
ガ
キ

が
動
く
よ
う
で
は
、
パ
ッ
キ
ン
グ
か

い
た
ん
で
い
る
証
拠
で
す
。
す
ぐ
取

り
替
え
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
は
、
日
常
の
生
活
で

い
っ
た
い
、
ど
れ
く
ら
い
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

科
学
技
術
庁
資
源
調
査
所
か
ま
と

め
た
試
算
で
は
、
家
庭
生
活
を
営
む

上
で
、
日
本
人
一
人
一
日
当
た
り
、

牛
乳
び
ん
約
十
七
本
分
の
石
油

こ
れ
は
電
気
や
ガ
ス
な
ど
直
接
使
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
な
く
、
住
届
や

衣
服
‘
食
料
品
な
ど
生
活
必
需
品
を

作
る
の
に
使
わ
れ
た
間
接
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
含
め
て
、
石
油
に
換
算
し
た
も

の
で
、
親
子
四
人
の
標
準
世
帯
で
は

牛
乳
び
ん
約
六
十
八
本
分
に
相
当
し

ま
す
。

こ
れ
を
も
と
に
、

全
国
民
が
一
年

糸状の水 1 時
間で約8 リットル

ポタポタ水 1 時

間で約 1 リットル

こ
ん
な
ム
ダ
は

間
に
使
う
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
計

算
し
ま
す
と
、
石
油
換
算
で
約
一
億

五
千
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
な
り
、
国
全

体
の
年
間
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の

約
四
割
に
相
当
し
ま
す
。

《
一
人
一
日
当
た
り
》

屯
衣
類
で
は
…
…
…牛乳

び
ん
約
一
本
分

〇
食
事
で
は
…
…
…

牛
乳
び
ん
約
五
本
分

＊
住
ま
い
で
は
：
―
•
…

牛
乳
び
ん
約
六
本
分

圏
そ
の
他
で
は
：
…
•

牛
乳
び
ん
約
五
本
分

水
の
大
切
さ
は
、
い
ま
さ
ら
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
わ

た
し
た
ち
は
水
道
の
便
利
さ
に
慣
れ

て
、
や
や
も
す
る
と
、
ふ
だ
ん
は
水

の
あ
リ
が
た
み
を
そ
れ
ほ
ど
感
じ
な

い
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

健
康
な
と
き
は
健
康
の
あ
り
か
た
さ

を
意
識
し
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、

水
を
ム
ダ
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
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▼結婚相談員

尤）だしにま万せて．I

農業後継者の嫁さん探し

＿結婚相談員の発足—

(6) 

地区 氏 名 電話

斗合田 田村作治 館林 4 -4254 

下江黒 柿沼朝太郎 II 4 -0739 

上江黒 村田貞次 II 3 -0489 

千津井 奈良原光子 II 4 -5496 

江口 石川宗佑 川俣 2282

II 新井初太郎 II 2716 

田島 奈良長松 II 3811 

南大島 本沢シ ズ II 3345 

II 小松原 ．i・'_l— II 2937 

新里 関口完一 II 2677 

中谷 露塚夕P三郎 II 2177 

梅原 黒沢道良 ” 2356 
II 関口浅次 II 3728 

川俣 福田正雄 II 2003 

須賀 田口七三郎 If 2352 

大輪 村田清吉 II 2478 

II 田口政男 II 3089 

入ヶ谷 金子碁一 II 3074 

矢島 清水義雄 FF 2833 

大佐賞 石村よつ II 2906 

最
近
、
農
家
に
嫁
さ
ん
か
来
な
い
‘

あ
る
い
は
行
か
な
い
、
な
ど
と
い
わ

れ
、
農
業
後
継
者
は
『
嫁
さ
ん
を
取

る
の
か
、
農
業
を
と
る
の
か
』
と
い

っ
た
事
で
、
ひ
じ
ょ
う
に
憂
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
嫁
さ
ん
探
し
に
一
役
買

お
う
と
、
村
の
農
業
委
員
会
か
中
心

と
な
っ
て
＂
結
婚
相
談
員
制
度
”
を

つ
く
り
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め
ま

す
。こ

の
制
度
は
今
月
一
日
よ
リ
ス
タ

ー
ト
し
、
相
談
員
は
二
十
名
で
す
。

相
談
員
は
各
々
後
継
者
の
フ
ァ
イ

ル
を
用
意
し
、
お
互
い
に
情
報
を
交

換
し
‘
健
全
な
婚
姻
を
図
り
農
業
経

営
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。相

談
員
に
後
継
者
と
し
て
フ
ァ
イ

ル
さ
れ
る
も
の
は
、
十
八
歳
か
ら
三

十
五
歳
で
、
五
十
ア
ー
ル

以
上
耕
作
し
、
耕
作
に
従

事
す
る
日
数
が
年
間
百
日

以
上
の
専
業
、
又
は
兼
業

農
家
の
後
継
者
で
す
。

化
学
肥
料
の
使
い
す
ぎ
で
＂
土
か

死
ん
で
し
ま
っ
た
”
な
ど
と
さ
さ
や

か
れ
て
久
し
い
が
、
土
壌
を
な
ん
と

か
生
き
返
ら
せ
無
公
害
な
健
康
野
菜

を
作
ろ
う
と
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
グ
ル
ー
プ
か
あ
り
ま
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
入
ヶ
谷
の
金
子

三
郎
さ
ん

(
6
2歳
）
を
中
心
に
結
成

さ
れ
た
会
員
八
人
の
入
ヶ
谷
近
代
農

業
研
究
会
。

金
子
さ
ん
の
畑
で
は
有
機
肥
料
に

変
え
て
四
年
目
に
当
た
り
ま
す
か
、

三
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
土
壌
か
黒

V

、
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
柔
ら
か
く

な
り
土
壌
か
生
き
返
っ
た
そ
う
で
す
。

金
子
さ
ん
の
畑
か
ら
生
産
さ
れ
る
野

菜
は
味
も
よ
く
、
や
わ
ら
か
く
形
も

つ
や
も
よ
く
、
東
京
の
市
場
で
も
、

よ
う
や
く
一
般
野
菜
と
ち
が
い
が
認

め
ら
れ
て
高
値
で
取
引
き
し
て
く
れ

る
そ
う
で
す
。

近
頃
、
有
機
質
農
業
に
よ
っ
て
出

来
た
野
菜
は
、
あ
ま
り
に
も
消
費
者

か
ら
喜
ば
れ
る
の
で
、
現
在
研
究
会

で
は
白
菜
、
カ
ボ
チ
ャ
、
キ
ャ
ベ
ッ

を
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

ィ
ン
ゲ
ン
、
バ
レ
イ
シ
ョ
な
ど
も
手

掛
け
、
消
費
者
の
要
望
に
応
え
た
い

そ
う
で
す
。

生
き
返
っ
た
土
壌
は
、
与
え
た
肥

料
は
百
％
吸
収
す
る
ら
し
く
、
肥
料

も
従
来
と
比
べ
て
少
な
く
て
済
み
、

い
ま
ま
で
土
壌
か
本
当
に
弱
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
と
強
調
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
野
菜
は
特
別
な
方
法

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
I
t
健
康
野
菜I
I

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
入
れ
て
出

荷
す
る
そ
う
で
す
。

豪
葦
皇
學
曹
言
鬱
鸞
羞
晨
邊
譲
攣
鬱
鋼
葦
寄
睾
攣
喰
完

[
□肴
機
質
農
業
ズ
健
康
野
菜
』
口
↑

噂
辮
彎
曇
患
彎
翠
蓼
攣
露
疇
知
畜
臀
畏
懐
睾
嬌
螂
搬
鸞
詈

稲
作
転

換
に
ど
ん

な
作
物
を

…
…
と
だ

れ
も
が
悩

ん
で
い
る

問
題
で
あ

る
か
西
部

地
区
の
二

十
三
戸
の

農
家
は
明

和
農
協
の

指
導
で
二

ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
産

の
キ
ュ
ウ

ィ
フ
ル
ー

ツ
の
栽
培

に
取
り
組

む
事
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
キ

ュ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
木
は
県
内
で
は

何
本
か
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
本
格

的
に
取
り
組
む
の
は
県
下
で
始
め
て
。

こ
の
キ
ュ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
自
然

稲作転換の決め手になるか
キュワイフ）レーツ栽培ー一

` 
栽
培
（
無
肥
料
・
無
消
毒
・
無
剪
定
）

で
、
し
か
も
高
値
で
取
引
き
が
予
想

さ
れ
、
農
家
に
と
っ
て
一
石
二
鳥
と

い
っ
た
と
こ
ろ
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
苗
木
一

本
千
五
百
円
で
三
百
九
本
購
入
。
六

月
二
十
日
に
農
家
に
届
け
ら
れ
、
三

十
丑
‘
J
s
位
の
一
年
生
苗
木
を
一
本
一

本
て
い
ね
い
に
植
え
付
け
、
三
年
後

に
は
収
穫
さ
れ
「
村
の
特
産
品
」
に

な
る
か
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

** 

最
近
輸
入
さ
れ
た
果
物
で
、
き
わ

め
て
ビ
タ
ミ
ン

C

が
豊
富
。
特
に
若

い
女
性
に
人
気
が
あ
り
輸
入
量
が
増

大
し
て
い
る
。
一
本
の
木
に
一
万
ー

十
万
個
も
実
を
つ
け
る
。

ー

農
作
業
労
働

標
準
賃
金
決
ま
る

ー

六
月
二
十
一
日
に
農
業
委
員
会
が

開
か
れ
、
こ
と
し
の
農
作
業
労
働
標

準
賃
金
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
請
負
い

(
+
a
当
た
り
）

ト
ラ
ク
タ
ー
耕
起
四
千
円

1
1

代
か
き
四
千
五
百
円

田
植
え
（
手
植
え
）
七
千
五
百
円

＂
（
機
械
植
え
隅
端
植
え
含
む
）

五
千
五
百
円

七
千
五
百
円

一
万
四
千
円

バ
イ
ン
ダ
ー

自
脱
コ
ン
バ
イ
ン

▼
人
夫
賃

農
繁
期
（
一
日
）
四
千
八
百
円

＂
以
外
(
-
日
）
四
千
三
百
円

※
キ
ュ
ウ
イ
フ
ル
—
ツ



(7) 第214号 広 報

村民野球大会

参加チーム募集

第22回村民野球大会か次のとおり行われ

ます。チームを編成して参加ください。

► 期日 8 月 12 • 19 日

► 会場 小・中学校校庭

► 対象 村民または村内の企業単独で編成

したチーム

トーナメント方式、► 方法

► 申込み

7 回戦

8 月 2 日までに、教育委員会事

務局へ

「生徒指導実践推進地区」に
県教育委員会より指定を受ける

本村か「青少年健全育成村」を広く内外

に宜言してから、 5 年の歳月が流れ去ろう

としています。その間、県や国においては

青少年の非行か低年令化と集団化の傾向に

あることか強く指摘され、その対策か急か

れています。そのような中にあって本村は

非行か減少の傾向にあることは喜ばしいこ

とであり、村をあげての対策か功を奏して

いるように思われ、村民各位の御努力に対

し、謝意を表する次第であります。しかし、

安心したり、油断することは決して許され

ない情勢であり、今後とも、村をあげて青少

年健全育成に努力しなければなりません。

「生徒指導実践推進地区」として群馬県

教育委員会より指定を受け、昭和54 • 55年

度の二か年にわたり、生徒指導の実践を推

進するのも、その一環としてであります。

「生徒指導実践推進委員会」や「青少年

健全育成推進協議会」を新しく発足させ、

家庭教育・学校教育・社会教育の連携を一

層緊密にして青少年健全育成に努力いたし

ますので、村民各位の一層の御支援・御協

力をお顛いいたします。

着
火
確

め し＼ わ 昭和54年 7 月 10 日

館
林
地
区
消
防
組
合
管
内

で
は
、
五
月
末
現
在
で
、
す

で
に
百
三
件
の
火
災
が
発
生

し
三
億
六
千
万
円
の
損
害
か

で
て
い
ま
す
。

こ
の
内
で
ガ
ス
コ
ン
ロ
の

不
始
末
で
七
件
の
火
災
か
発

生
し
二
千
百
万
円
の
損
害
か

で
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
も
う
一
度
わ
か
家

の
ガ
ス
器
具
の
点
検
を
行
い

次
の
事
に
注
意
し
、
L
P

ガ

ス
を
正
し
く
使
い
ま
ょ
う
。

＊
注
意
事
項

い
ガ
ス
器
具
の
せ
ん
や
元
せ

ん
は
、
使
用
後
、
特
に
外
出

ヽ
時
、
就
寝
時
に
は
確
実
に
閉

止
す
る
こ
と
。

回
ガ
ス
器
具
の
点
火
確
認
、

認
を
必
ず
行
う
こ
と
。

い
ゴ
ム
管
は
確
実
に
接
続
し
、
ホ
ー

ス
バ
ン
ド
で
締
め
、
三
ツ
又
（
三
方

継
手
）
の
使
用
は
止
め
、
使
用
し
な

い
コ
ッ
ク
に
は
必
ず
ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ

を
つ
け
る
こ
と
。

曰
ゴ
ム
管
は
、
ひ
び
割
れ
等
の
な
い

も
の
を
使
用
し
、
瞬
間
湯
沸
器
や
ガ

ス
レ
ン
ジ
に
は
金
属
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
こ
と
か
望
ま
し

しヽ団
ガ
ス
器
具
の
使
用
中
は
不
完
全
燃

焼
し
て
い
な
い
か
を
注
意
す
る
と
と

も
に
換
気
に
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

日
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
‘

ガ
ス
湘
れ
警
報
器
を
出
来
る
だ
け
、

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
安
全
乗
り
方
教
室

西
小
学
校
で
は
、
児
童
が
夏
休
み

に
入
っ
て
交
通
事
故
、
特
に
自
転
車

に
よ
る
事
故
を
防
止
し
よ
う
と
、
六

月
二
十
三
日
”
自
転
車
の
安
全
な
乗

り
方
教
室
“
を
行
い
ま
し
た
。

校
庭
い
っ
ぱ
い
に
信
号
機
や
踏
切

の
あ
る
道
路
を
描
き
、
児
童
一
人
ひ

と
り
に
自
転
車
に
の
っ
て
も
ら
い
、

先
生
は
、
踏
切
は
、
信
号
機
の
渡
り

方
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
ど
を
、
細
か

に
採
点
し
、
後
で
「
あ
な
た
は
こ
こ

か
悪
か
っ
た
、
こ
の
よ
う
に
す
る
の

だ
」
な
ど
と
指
導
し
ま
し
た
。

不
用
品
交
換
コ
ー
ナ
ー
の
開
設

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

＇
：
を
広
報
紙
で
行
い
た
い
と
思
い
ま

二
9
0

~
白
虹
圭
t
令
＜

□
|
ー
不
用
品
交
換
方
法

中
ず
り
た
＂

ょ
嘉
ず
る
も
の
（
有
・
無
償
）
、

)~ 
辿
ゅ
ず
っ
て
欲
し
い
も
の
を
広
報
係

[
』
胃
口
□
L

ロ
い
も
の
を
三
ヵ
月
間
広
報
紙
に
掲

二
載
し
ま
す
。
（
広
報
紙
に
は
品
物

~
だ
け
掲
載
し
氏
名
な
ど
は
掲
載
し

一
＼
｛
ま
せ
ん
）

[
三

□
]
0
]
い□
[
L
]

二
④
広
報
係
で
ゆ
ず
っ
て
く
れ
る
人
、

：
あ
る
い
は
欲
し
い
人
の
紹
介
を
い

~
た
し
ま
す
。
（
交
渉
は
本
人
同
志

~
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
）

一
⑤
交
渉
結
果
を
広
報
係
に
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

⑥
交
渉
成
立
後
の
苦
情
な
ど
は
、

本
人
同
志
で
解
決
し
て
く
だ
さ
い
。

（
村
で
は
一
斉
取
り
扱
い
ま
せ
ん
）

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
家
で
ゆ
ず
り

た
い
物
、
ゆ
ず
っ
て
欲
し
い
も
の

か
あ
り
ま
し
た
ら
広
報
係
に
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。
お
互
い
に
ム
ダ

を
無
く
し
よ
り
よ
い
生
活
を
営
み

こ
の
「
不
用
品
交
換
コ
ー
ナ
ー
」

を
み
な
さ
ん
と
価
値
あ
る
も
の
に

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

物
質
文
明
と
い
わ
れ
て
い
る
今

日
、
ど
の
家
庭
に
も
多
く
の
品
物

か
あ
ふ
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
と

思
い
ま
す
。

全
く
使
用
し
な
い
で
不
用
と
な

っ
て
い
る
物
、
あ
る
い
は
使
用
後

捨
て
る
に
は
も
っ
た
い
な
い
、
な

ん
と
か
有
効
に
出
来
な
い
も
の
だ

ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
人
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
物
を
ゆ
ず
っ
て
欲
し
い

と
考
え
て
い
る
家
庭
か
あ
る
と
思

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
両
家
庭
の
手
助
け

ゅ
す
り
だ
い
も
の

克
な
だ
の
家
で
⑰
り
ま
す
カ

ゅ
す
っ
て
欲
し
い
も
の
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村
内
の
道
路
に
お
い
て
大
変
自
転

車
か
関
係
し
た
事
故
か
発
生
し
、
村

空
カ
ン
で

I
I
ノ
ー
ポ
イ

1
1看
板

自
転
車
も
止
ま
っ
て

珍らしくなった手植え

新
里
の
青
年
達
で
組
織
し
て
い
る

や
ろ
う
会
（
会
長
飯
島
正
昭
）
で
は

空
カ
ン
を
拾
い
集
め
、
そ
れ
ら
で
空

カ
ン
を
拾
て
な
い
で
と
い
う
石
板
を

建
て
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ヤ
活
動
の

事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
村

内
の
あ
ち
こ
ち
に
見
苦
し
く
捨
て
て

あ
る
空
カ
ン
を
見
か
ね
た
会
員
達
か

新
里
地
内
で
ト
ラ
ッ
ク
約
一
台
分
拾

い
集
め
ま
し
た
か
、
集
め
た
だ
け
で

は
な
ん
に
も
な
ら
な
い
と
し
て
‘
六

月
二
十
四
日
朝
早
く
か
ら
拾
い
集
め

た
空
カ
ン
で
、
役
場
前
に
空
カ
ン
一

掃
を
顧
い
ノ
ー
ボ
イ
（
空
カ
ン
を
ポ

イ
と
捨
て
な
い
で
）
と
書
か
れ
た
看

板
を
建
て
道
行
く
人
に
訴
え
ま
し
た
。

で
も
こ
の
ま
ま
放
っ

て
お
け
な
い
と
し
て
、

村
道
の
交
差
点
約
二

百
三
十
ヵ
所
に
”
自

転
車
ス
ト
ッ

。
フ
マ
ー
ク
“

を
表
示
し
ま

し
た
。こ

の
マ
ー

ク
の
所
で
は

自
転
車
は
も

ち
ろ
ん
、
自

動
車
も
必
ず

一
時
停
止
い

た
し
ま
し
ょ

゜

、
つ

庭
先
に
植
え
た
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
葉
か
裏

返
し
に
な
り
、
茎
は

だ
ん
だ
ん
下
へ
曲
か

っ
て
し
ま
い
、
さ
て
は

何
か
の
病
気
だ
ろ
う
か

と
、
心
配
し
よ
く
見
る

と
、
ト
マ
ト
に
似
た
、

農
業
の
各
方
面

に
お
い
て
機
械
化

が
進
み
、
田
植
も

例
外
な
く
導
入
さ

れ
、
ほ
と
ん
ど
の

農
家
で
使
用
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
、

手
で
植
え
て
い
る

農
家
が
数
軒
あ
り

ま
す
が
、
本
当
に

珍
ら
し
く
な
り
ま

し
た
。数

年
後
に
は
機

械
化
が
進
み
、
よ

こ
植
え
、
う
し
ろ

植
え
と
い
っ
た
言

葉
も
聞
か
れ
な
く

な
る
の
で
し
ょ
う

~力゚

地
上
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
な
る

1ｷ2ｷ3ｷ4ｷｷｷｷｷ 
若が‘

ご
ー
ス

ラ
ュ

メ
―
―

ヵ 直
径
二
伍
；
ぐ
ら
い
の
実
が
、
畑
一
面

に
実
を
つ
け
て
お
り
、
び
っ
く
り
し

て
い
る
の
は
南
大
島
の
岡
安
宏
さ
ん

一
家
。

岡
安
さ
ん
は
三
月
農
協
か
ら
種
い

も
八
キ
。
臼
フ
を
購
入
し
、
庭
先
の
畑
に

植
え
た
も
の
。

上
に
た
く
さ
ん
の
実
が
つ
い
て
い

る
の
で
、
下
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
で
き

て
い
な
い
だ
ろ
う
と
心
配
し
て
い
た

ら
、
そ
れ
と
は
う
ら
は
ら
に
、
た
＜

さ
ん
な
っ
て
い
る
の
で
一
安
心
し
て

い
ま
す
。

館
林
農
業
改
良
普
及
所
の
話
で
は

土
壌
、
肥
料
、
気
象
条
件
が
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
成
育
条
件
か
合
う
時
に
実
か

な
リ
、
こ
う
ゆ
う
場
合
は
ジ
ャ
ガ
イ

モ
は
よ
く
と
れ
る
。
な
お
北
海
道
方

面
で
は
見
ら
れ
る
事
か
あ
り
‘
温
暖

で
平
担
地
で
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
め
ず

ら
し
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

六
月
十
五
日
寿
学
級
で
は

挙
打
法
と
い
っ
た
健
康
体
操

教
育
委
員
会
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
文
化
財
調

査
員
は
、
昨
年
は
石
仏

り
直

調定要資：

□[ ------• ｛こいは調なまり調—＋りこ調来神仏はがい調を
」つ．‘査おしカ~査回八‘と査な体閣神‘ま査中
すた村はこたかに目日六にすど‘の社本しを心
。下指重の゜りとの第月なるを由ご・年た行に

を
あ
み
だ
し
た
体
操

研
究
家
の
橋
爪
梅
三

郎
先
生
を
迎
え
て
老

人
の
「
若
か
え
り
体

操
」
を
習
い
ま
し
た
。

先
生
か
ら
一
っ
ひ

と
つ
若
が
え
り
体
操

の
ツ
ボ
を
教
え
て
も

ら
い
、
学
級
生
は
終

わ
っ
て
か
ら
「
な
ん

と
な
く
す
っ
き
り
し

た
」
「
簡
単
に
出
来

る
か
ら
毎
日
や
っ
て

若
が
え
ろ
う
」
な
ど

と
い
っ
た
会
話
が
聞

こ
え
た
楽
し
い
寿
学

級
で
し
た
。
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公§を含か紅
ホ、 夫0 ヽヽ七

~21 日図書室オープン

今月 21 日に中央公民館図書室かオープンいた

します。各分野の本が4500冊備えてあります。

大いに利用し知識を広めてください。

※本を借りて行く場合

①別表の館外利用交付願を記入

＠係が利用券を差し上げます。

〇）今後、この利用券を持参して差し出せば、

一人二冊まで、一週間家に持ち帰る事がで

きます。

館外利用券交付願登録番号

三りカ―;l 三年
電話

月 日（オ）

住所

勤務先
学校名

身分の確認 1 証明証・運転免許証・保険証・学生証

テ
レ
フ
ォ
ン
メ
モ
蜘
2

し
ば
ら
く
待
っ
て

ダ
イ
ヤ
ル
を

地
震
や
台
風
、
火
災
な
ど
の
お

見
舞
電
話
を
か
け
た
時
「
た
だ
今

o
o
方
面
へ
の
お
電
話
は
大
変
混

み
合
っ
て
お
り
ま
す
…
…
」
と
い

う
テ
ー
プ
が
入
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
当
地
へ
の
電
話
が
一

時
的
に
集
中
し
た
結
果
、
回
線
が

混
雑
し
電
話
が
か
か
り
に
く
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
は
し
ば

ら
く
の
間
待
っ
て
か
ら
、
再
び
ダ

イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

>

゜

g
o
 

期 日 （午学前 9 時習30分～内11 時3容0分）
7 月 22 日 たのしい読書のし方

II 29 日 昆虫採集のし方と標本の作り方

8 月 5 日 学習コーナー（算数・数学）

11 12 日 植物採集のし方と標本の作り方

" 14 日 子ど•も映画会（午前 8 時より）

II 19 日 読書と感想文の書き方

II 25 日 総合学習コーナー

II 26 日 II 

夏
休
み
学
習
教
室

図書の館外利用券の交付をお願いいたします。

昭和年月日

明和村中央公民館長 殿支

本人・保護者氏名

夏
休
み
中
多
く
の
子
ど
も
達
に
公

民
館
図
書
室
を
有
効
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
次
の
日
程
で
＂
夏

休
み
学
習
教
室
”
を
行
い
ま
す
。

各
教
室
と
も
専
門
の
先
生
が
親
切

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
ど

な
た
で
も
自
由
に
参
加
し
て
く
だ
さ

゜

ヽ
'> 

な
お
‘
学
習
コ
ー
ナ
ー
は
夏
休
み

の
宿
題
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

文

芸

欄

0次の団体が 6 月に使用

►詩舞愛好会►三和ポリエチレン（梱► 民謡会

► 民謡菊声会►新和会►短歌会► インナートリ

ップ► 貯蓄推進グルーフ゜►猟友会►郡内郵便局

協議会

~7 
7 月

8 月

8 月の休館日

2 • 9 • 16 • 23 • 30 日

6 • 13 • 20 • 27 日

談
笑
の
中
に
幸
あ
り
早
苗
伸
ぶ

坂
村
芳
明

花
袋
歌
碑
赤
岩
の
宿
蠅
時
雨

天
地
の
声
哭
＜
灼
熱
の
原
爆
忌

岡
安
福
一

緑
野
に
麦
笛
の
音
沿
み
透
る林

秀
峰

透
き
通
る
如
く
囀
り
高
く
低
く

林
倫
常

目
じ
る
し
の
文
字
薄
ら
ぎ
し
梅
酒
壕

安
見
あ
っ
子

岩
燕
湖
面
を
拭
い
て
温
泉
の
朝

留
守
居
番
緑
に
持
ち
出
し
冷
奴

清
山

囀
る
や
声
高
々
と
選
挙
カ
ー

子

▼
明
和
土
地
改
良
区
の
解
散
記
念
と

し
て
村
に
掛
時
計
（
三
万
七
千
円
相

当
）
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

野
本
寿
久
貰
義
長
男
千
津
井

5

月

2
6日

鎚
田
崇
人
範
雄
長
男
新
甲

6

月
1

日

丸
山
め
ぐ
み
勇
長
女
下
江
黒

6

月
4

日

酒
井
千
夏
政
春

2

女
千
津
井

6

月
5
日

矢
之
貴
裕
介
健
司

2

男
江
口

6

月

1
3日

奈
良
恵
美
保
長
女
田
島

6

月

2
3日

落
合
良
行
偉
良
長
男
川
俣

6

月

2
3日

世
帯
主

氏
名
年
令
地
区

（
）
は
新

薗
田
り
ゃ
う

9
1
光
男
大
佐
貫

奈
良
正
則

4
9
（
伊
勢
子
）
田
島

本
沢
な
み

6
2
重
治
南
大
島

坂
上
よ
し

7
6

茂
中
谷

早
川
時
義

4
1
（
タ
ケ
子
）
大
輪

死
亡
月
日

6

月

1
7日

6

月

2
2日

6

月

2
7日

6

月

2
9日

6

月

3
0日

文
ホ
各

荀
禾
日

ー
死
亡
ー

ー
出
生
ー

あ
わ
し
天

衣
く
れ
升

田
口
春
栄

来
月
は
短
歌
で
す
）

火
災
に
よ
る
人
命
及
び
財
産
の
損

失
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
村
民
の

一
人
ひ
と
り
が
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を

自
覚
し
、
火
災
予
防
の
認
識
を
持
た

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
村
内
の
主
婦
か
ら
＂
火

災
発
生
防
止
I
J
を
表
わ
し
た
標
語
を

次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

応
募
点
数
一
人
一
点

応
募
期
間
七
月
二
十
一
日
か
ら
八

月
二
十
五
日
ま
で

送
り
先
役
場
総
務
課
消
防
係

（
ハ
ガ
キ
で
応
募
の
こ
と
）

防
火
を
訴
え
る

I
I標
語
I
I募
集

等級 お年玉の品名 組 番 号
A 組 055232 

ラジオつき
各組
887328 l 等

テレビ 152253 
共通
274077 

A 組
下 5 けた

23887 
2 等 ポケットカメラ

負閾
下 5 けた

60172 
手紐セット（便

各組
下 3 けた

3 等
せん封筒・グ

764ｷ228 リーティングカ 共通
ードのセット）

お年玉切手シート 負閾
下 2 けた

4 等 81ｷ44ｷ13 

年
賀
ハ
ガ
キ
の
お
年
玉

賞
品
の
引
換

昭
和
五
十
四
年
お
年
玉
つ
き
年
賀

は
か
き
の
お
年
玉
賞
品
の
引
換
え
は

八
月
四
日
ま
で
で
す
。
当
選
番
号
を

お
持
ち
の
方
で
、
ま
だ
引
換
え
て
お

ら
れ
な
い
方
は
、
お
早
目
に
郵
便
局

の
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
年
王
賞
品
と
当
せ
ん
番
号
は
次

の
と
お
り
で
す
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

ご
家
庭
向
き
の
新
し
い
電
話
で
す
。

現
行
の
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
を
改
良
し

た
も
の
で
、

主
な
機
能
は
、
…
…

0

一
本
の
電
話
か
ニ
ー
三
台
で
使
え

ま
す
。

0

ど
の
電
話
機
か
ら
も
、
か
け
た
り

受
け
た
り
で
き
ま
す
。

0

ボ
タ
ン
―
つ
で
転
送
で
き
ま
す
。

0

。
フ
ラ
イ
バ
シ
ー
か
保
て
ま
す
。

0

か
べ
か
け
‘
さ
し
込
み
も
で
き
ま

す
。

※
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
二
台
の
場
合
．

基
本
料
金
二
千
八
百
円

工
事
費
七
千
円

※
三
台
の
場
合

基
本
料
金
三
千
二
百
円

工
事
費
一
万
円

他
に
債
券
を
引
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。

詳
し
く
は
電
話
局

(
6館
林
g
_
―
―
九

九
一
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
と
し
は
国
際
児
童
年

次
代
を
担
う
少
年
を
健
全
に

育
成
し
よ
う
。

七
月
＿
日
か
ら
七
月
―
―
―
十
＿

日
ま
で
は

『
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る

全
国
強
調
月
間
』
で
す
。

電
話
局
か
ら
ホ
ー
ム

テ
レ
ホ
ン
F

の
紹
介

そ
の
他

作
品
の
版
権
は
主
催
者

側
に
属
し
作
品
は
自
由

に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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6 月の

一貪ク
救急車出動回数
●交通事故 5 件

●急病 I 件
●その他 4 件

計 10 件

: 館林邑楽地区 館 林 地 区 明和地区 祝◎日 • 科耳鼻産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科 千代田

日
7 月 15 日

白沢医院 大神医院 安楽岡医院ff 02767(2)0572 永寿堂医院 館林靡誓が
ff 02767(2) 1600 ff 0276(62)2200 大島診療所ff 02767(7) 1503 云 02767(2)4469 します

曜
原医院 川生医院ft 02767(2)3030 海宝医院 小西医院

7 月 22 日
落合医院

当 合 02767(2)0160 ft 02767(2)1936 大石医院ff 02767(4)2362 ff 02767(2)3155 ff 027686-2261 

番 7 月 29 日
根岸医院 川田医院 堀越医院ff 02767(3)4151 津久井医院 江上医院

ff 02767(2)3262 ff 02767(2)0754 岡田医院ff 02767(2)3163 ft 02767(2)3316 1't 047686 -2028 

医 8 月 5 日
古屋（恒）医院 後藤康生医院 増田医院合 02767(2) 1387 館林医院 竹越医院

ff 0276(63)6161 ff 02767(2)3975 阿久津医院ff 02767(2)3315 合 02767(4)2112 ff 027684-3137 

8 月 12 日
佐々木医院 小倉医院 田内医院ff 02767(2)3855 寺内医院 ；ェロ医院 ：チff 0272(62)2623 ff 02767(2)0606 須田医院云 02767(2)0862 ff 02767(2)3031 ft 027686-320 I 

▼
日

時

▼
対
象
者

県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
で
は
、

県
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
祭
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
十
月

二
十
日
、
二
十
一

日
に
行
わ
れ
る
県

民
健
康
ス
ポ
ー
ツ

祭
を
開
催
す
る
テ

ー
マ
ソ
ン
グ
に
使

用
す
る
ほ
か
、
県

民
誰
も
が
口
ず
さ

め
る
愛
唱
歌
と
す

る
も
の
で
す
。

▼
内
容

曰
行
進
曲
風
な

明
る
い
も
の
で
、

今
回
の
サ
ブ
テ

ー
マ
「
笑
顔
と

躍
動
の
祭
典
」

票スポーツ祭の
テーマソング募集

午
前

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。

口
歌
詞
は
平
易
な
口
語
体
と
し
、
四

＼
五
行
の
三
節
程
度
か
望
ま
し
い
。

□
作
品
の
裏
面
に
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
住
所
、
電
話
、
職
業
、
勤

務
先
を
明
記
。
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四
用
紙
は
原
稿
用
紙
、
縦
書
き

国
作
品
は
自
作
か
つ
未
発
表
の
も

の
で
あ
る
こ
と
。

▼
応
募
資
格

群
馬
県
に
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る

も
の

▼
応
募
締
切
八
月
十
日
ま
で

▼
送
り
先
〒
―
―
―
七
一
前
橋
市
大
手
町

-
|
-
|
―
群
馬
県
庁
内
群
馬
県

ス
ポ
ー
ツ
振
輿
事
業
団
「
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
募
集
係
」
あ
て

＿
票
洋
上
大
学
生
募
集
一

群
馬
県
で
は
青
年
洋
上
大
学
の
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
青
年
洋
上
大
学
は
、
郷
土
の

将
来
を
担
う
青
年
達
に
規
律
の
あ
る

団
体
生
活
を
通
じ
心
身
を
鍛
練
す
る

と
と
も
に
、
国
際
的
視
野
を
広
め
、

郷
土
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
日
中
友
好
条
約
の
締

結
を
記
念
し
て
訪
門
先
を
中
国
に
し

ま
し
た
の
で
、
あ
な
た
も
こ
の
機
会

に
参
加
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ー
募
集
要
項

I

▼
日
程
十
二
月
五
日

1

二
十
日

▼
訪
門
先
中
国
（
天
津
・
北
京
・

上
海
）

▼
定
員
ニ
ニ
五
人
（
本
村
割
り

合
て
人
数
二
人
）

▼
経
費
負
担
八
万
円

▼
参
加
資
格
二
十
歳
以
上
三
十
歳

未
満
の
男
女

七
月
末
日
ま
で
に
役
場

教
育
委
員
会
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

魯
を
;
§
魯
＄
＄
ふ
お
し
ら
せ
了
＄
沙
§
§
§
魯
上
あ
し
ら
せ
下
を
…
§
§
を
ッ

県
婦
人
青
少
年
九
時
に
‘
館
林
市
茂
林
胃
の
集
団
検
診
を
次
の
と
お
り
実
な
お
、
当
日
は
朝
食
は
も
ち
ろ
ん

セ
ン
タ
ー
と
県
子
寺
に
集
合
施
し
ま
す
。
後
日
申
込
用
紙
が
回
覧
お
茶
も
飲
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

儡
i
t
旦□if
▼
テ
ー
マ
[
[
日
冒

[
V汀
0、
そ
れ
に
申
し
込
ん

[
8□2
4
ỳ
G
□
[
-

で
「
親
子
の
科
学
教
頭
、
松
沢
篤
郎
氏
申
し
込
み
を
忘
れ
た
方
で
も
、
当
▼
受
付
時
間
午
前
七
時
か
ら
午
前

室
者
教
室
」
か
行
わ
れ
▼
募
集
数
親
子
を
合
わ
せ
て
六
十
日
会
場
に
く
れ
ば
受
診
で
き
ま
す
。
九
時
ま
で

教
加
る
こ
と
に
な
り
、
人
ー

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
9
'

▼
受
診
料
五
百
円

参
加
者
を
募
集
し
▼
申
込
先
七
月
二
十
日
ま
で
に
、
一

学
参
て
い
ま
す
。
県
婦
人
青
少
年
セ
ン
タ
＼
中
村
昌
枝
さ
ん
が

こ
の
教
室
は
、
ー
(
〒
―
―
―
七
一
前
橋
市
大
｛
亨
マ
マ
さ
ん
に
実
技
指
導

恥
ー
親
子
か
共
通
の
課
手
町
―
―
-
_
―
―
―
-
|
写
）
へ
は
一
さ
ぁ
三
東
京
オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
女
子
バ
レ
ー

―
鷹

子
題
を
学
習
す
る
こ
か
き
て
輝
林
会
場
申
限
]
—
ポ
ー
ル
キ
ャ
。
フ
テ
ン
中
村
（
旧
姓

と
に
よ
っ
て
、
親
し
込
み
＂
と
明
記
し
、
~
｛
河
西
）
昌
枝
さ
ん
が
マ
マ
さ
ん
（
東
・

直
ロ
ロ
〔
／
凸
い
―
]
冒
口
』

□

ク
[
]
]

戸
[
=
十
九
日
‘
―
胃
の
集
団
検
診
実
施
＿
ー

9
9
9
9
9
ー
す
の
で
、
多
数
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先

集
合
納
入
日

二
十
五
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
六
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

二
十
七
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
固
定
資
産
税

第
二
期
、
及
び
水
道
使
用
料
で

す
。

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
次
の
日
程
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
十
分
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

適談 • • 

切員相 鷹 日

なか談 時 父' 
助皆 は 通
晶[ さ [ 時 7ん料 ＼月 事

悩の で‘ 午後 1日9 故
相

み専 3 
吾R火火し、ご門 ］鷹; とのに相 で 10

• ▼月

悶 日例
時 ィ，，丁一

靡 時 7 砧［
i月

第 ょ 16 ^ 人
一日権

会塁 ]3 篇 ~ 相
で 10 ＝畝火
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昭和54年 8 月 10 日 広 緻 め し＼ わ 第215号 (2) 

開
票
状
況
を
見
守
る

参
観
者
た
ち

改
選
を
迎
え
た
村
議
会
議
員
選
挙

は
七
月
二
十
二
日
告
示
二
十
三
日
に

立
候
補
届
出
か
締
め
切
ら
れ
、
定
数

十
八
人
に
対
し
て
三
人
上
回
る
二
十

一
人
で
争
わ
れ
、
七
月
二
十
九
日
に

投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

投
票
は
七
会
場
で
午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
当
選
さ
れ
た
議
員
は

現
職
九
名
、
新
人
九
名
。

年
齢
構
成
を
み
る
と
六
十
歳
代
は

四
人
、
五
十
歳
代
は
十
人
、
四
十
歳

代
は
四
人
、
平
均
年
齢
は
五
十
三
·
五

歳
で
前
回
の
五
十
五
・
ニ
歳
を
わ
ず

か
で
す
が
若
か
え
っ
て
い
ま
す
。

0

投
票
総
数
六
七
一
四
票

0

有
効
投
票
数
六
六
六
六
票

0

無
効
投
票
数
四
七
票

〇
持
帰
り
票
数
一
票

0

投
票
率
九
六
・
六
六
％

※
候
補
者
別
得
票
数
（
敬
称
略
）

五
六
二
票

五
四
二
票

四
六
0
票

四
一
九
票

四
0
八
・

七
―
二
票

三
六
六
票

三
五
O
·

二
三
七
票

三
四
四
票

三
一
0
票

三
0
七
・

ニ
八
七
票

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
い
つ
選
挙
か
ら
投
票
一
番
乗
リ
を
目
指
し
‘
―
一
時
頃
に
は
投
票
所
に
到
着
し
、

の
選
挙
に
お
い
て
も
棄
権
防
止
を
今
回
で
ち
ょ
う
ど
五
十
回
目
と
な
り
冬
は
オ
ー
バ
ー
を
着
こ
み
、
あ
ま

呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
近
所
で
も
「
よ
く
も
続
け
ら
れ
る
も
り
の
寒
さ
の
た
め
庭
を
か
け
回
っ

う
な
中
に
あ
っ
て
、
今
回
の
村
議
の
だ
」
と
感
心
し
て
い
ま
す
。
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
逆
に
夏

会
議
員
選
挙
を
も
っ
て
投
票
一
番
昭
和
十
二
年
か
ら
こ
れ
ま
で
五
十
は
あ
っ
さ
と
、
力
に
悩
ま
さ
れ
大

乗
り
五
十
回
の
金
字
塔

0

投
票
一
番
乗
り
5
0回
変
つ
ら
い
か

う
ち
た
て
た
人
か
い
ま
す
な
に
も
入
っ

南
大
島
の
今
成
久
雄
さ

1則
[
[
l
{
:
-

〖
]
=
[
=
]
こ
詞
]
ロ
ニ
》
て
い
な
い
投

ん
（
七
十
歳
）
が
そ
の
人
票
箱
に
入
れ

で
、
昭
和
十
二
年
四
月
ニ
ー
今
成
久
雄
さ
ん
ー
る
す
か
す
か

十
二
日
の
旧
梅
島
村
議
会
議
員
の
四
回
選
挙
（
投
票
）
が
行
わ
れ
、
気
し
い
気
持
を
味
わ
う
と
‘
今
ま
で

の
ゆ
る
み
か
ら
一
番
乗
り
を
の
か
し
の
苦
労
が
す
っ
と
ん
で
し
ま
う
そ

て
二
番
目
と
な
っ
た
の
か
三
回
あ
り
う
で
す
。
な
お
、
今
回
の
村
議
選

も
う
一
回
は
病
気
入
院
の
た
め
、
不
の
投
票
所
到
着
時
間
は
、
前
日
（

在
者
投
票
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
と
っ
二
十
八
日
）
の
午
後
七
時
十
五
分
、

て
も
残
念
が
っ
た
そ
う
で
す
。
力
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
約
十
二

二
十
回
目
の
と
き
、
二
番
目
と
な
時
間
一
睡
も
し
な
い
で
待
ち
続
け

っ
た
の
で
、
そ
れ
以
後
は
必
ず
午
前
た
そ
う
で
す
。

当
泉
田
公
一
郎

当
始
沢

当
栗
原
利

郎夫

当
野
本
孝
蔵

当
関
口
正
四
郎

当
泉
田
和
作

当当当当

堀新斉松

ロ井藤本

嬰
正郎憲功

酷
暑
の
村
議
選
終
わ
る

地区別村議会議員選挙投票調

農
業
委
員
の
選
挙
立
候
補
者
の
届

け
出
か
七
月
四
日
に
締
め
切
ら
れ
ま

し
た
が
、
十
五
名
の
定
数
を
超
え
な

い
た
め
、
立
候
補
者
全
員
が
無
投
票

当
選
と
な
り
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。

藤
野

荒
川

野
本

清
水

荻
野

福
島

関
ロ

吉
田

幸
一
（
川
俣
）

5
9歳

一
郎
（
上
江
黒
）
6
3歳

久
雄
（
千
津
井
）
5
3歳

幸
夫
（
矢
島
）

6
0歳

清
（
下
江
黒
）
5
6歳

明
（
南
大
島
）
6
4歳

義
敬
（
江
口
）

5
4歳

重
信
（
梅
原
）

5
4歳

新現新現現新現現

農
業
委
員

全
員
無
投
票
当
選

地区名 有権者 投票者 棄権者 投票率 順位

斗合田
J、 J、 J、 % 位

294 286 8 97. 28 6 

下江黒 266 260 6 97. 74 3 

上江黒 375 351 24 93.60 16 

千津井 443 431 12 97.29 5 

江 ロ 464 450 14 96.98 8 

田 島 400 397 3 99. 25 1 

南大島 896 867 29 96.76 10 

新里 596 568 28 95 30 14 

中 クロ 402 381 21 94.78 15 

梅原 592 569 23 96.11 13 

川俣 294 286 8 97. 28 6 

須賀 316 306 10 96.84 , 
大輪 627 612 15 97.61 4 

入ヶ谷 97 95 2 97. 94 2 

矢島 483 467 16 96.69 12 

大佐貫 401 388 13 96.76 11 

計 6,946 6,714 232 96.66 

当当当当

小中小矢
松
原村平島

ー光喜孝

好雄章一

当
野
本

尚

男

二
九
八
・

七
六
二
票

ニ
八
四
票

ニ
八
四
票

二
七
一
票

二
六
八
票

次当当当

早横早石島鯉

川塚川村田沼

藤誠四嘉誠兵

重郎郎男司吉

二
六
七
票

二
三
七
票

ニ
ニ
五
票

二
―
0
票

一
六
三
票

八
九
票

田島区長
奈良由雄さん

奈
良
区
長
と
村
選
管

投
票
成
績
優
秀
で
表
彰

橋
本
正
道
（
斗
合
田
）

5
7歳
現

篠
木
嘉
一
（
大
佐
貫
）

5
0歳
新

関
口
完
一
（
新
里
）

5
9歳
新

野
本
茂
雄
（
大
輪
）

5
3歳
現

奈
良
晴
雄
（
田
島
）

5
7歳
現

落
合
新
次
郎
（
須
賀
）

5
3歳
現

坂
上
喜
太
郎
（
中
谷
）

6
5歳
現

（
敬
称
略
）

本
年
四
月
八
日
に
行
わ
れ
た
県
議

会
議
員
選
挙
に
お
い
て
本
村
の
投
票

成
績
が
優
秀
で
あ
っ
た
と
し
て
、
県

選
挙
管
理
委
員
会
（
委
員
長
前
田
み

つ
）
よ
り
田
島
の
奈
良
区
長
さ
ん
と

村
選
挙
管
理
委
員
会
が
七
月
二
十
七

日
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

▼
田
島
区
長
の
奈
良
由
雄
さ
ん
は
、

投
票
総
参
加
運
動
を
強
力
に
進
め
た

結
果
、
投
票
率
か
上
昇
し
十
六
地
区

中
第
一
位
の
成
績
を
お
さ
め
た
事
が

今
回
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▼
村
選
管
は
青
山
委
員
長
の
も
と
三

名
が
一
致
協
力
し
て
選
挙
の
適
正
な

運
営
と
、
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
努

め
た
結
果
、
い
ず
れ
の
選
挙
も
常
に

優
秀
な
成
績
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、

今
回
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。



(3) 第215号 広 報 め

杉浦良子さん

（新里）

p
丁
八
生
；
：
万
、
言
る
ロ
ノ
ー
ロ

（第39 回）

P
T
A

の
本
部
役
員
と
し
て
、

先
生
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
役
員
、

会
員
の
方
々
に
支
え
ら
れ
‘
励
ま

さ
れ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
事
に
‘

一
喜
一
憂
し
な
が
ら
、
そ
れ
こ
そ

夢
中
で
、
ど
う
や
ら
一
年
間
が
過

ぎ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
な
か
で
、
晴
れ

の
「
文
部
大
臣
表
彰
」
‘
つ
つ
い

て
「
読
売
教
育
賞
」
を
受
賞
と
‘

暉
『
忘
れ
ま
い
郷
土
の
恩
人
い
つ
ま
で
も
』
と
、
須
賀
血

皿
の
神
谷
区
長
を
は
じ
め
二
十
一
名
は
七
月
十
五
日
、
須
訓

血
賀
地
先
提
防
中
段
に
あ
る
奈
良
石
と
熊
谷
市
集
福
寺
の
血

血
吉
田
市
右
衛
門
の
墓
参
り
を
か
ね
た
墓
地
の
清
掃
を
行
皿

皿
い
、
百
五
十
六
年
前
に
受
け
た
郷
土
の
恩
人
に
感
謝
を
圃

皿
い
た
し
ま
し
た
。

1
1
1

今
か
ら
百
五
十
六
年
前
の

江
戸
中
期
、
利
根
川
の
提
防

か
洪
水
の
た
め
須
賀
地
先
が

決
壊
し
須
賀
、
大
輪
の
人
達

は
も
ち
ろ
ん
、
近
郷
近
在
の

人
達
も
大
水
害
に
見
舞
れ
、

田
畑
な
ど
が
流
さ
れ
て
し
ま

い
大
変
困
っ
て
し
ま
い
ま
し

こ
。t
 

最
高
の
栄
誉
か
重
な
り
、
こ
う
し
た

喜
び
に
ひ
た
る
た
び
に
、
私
自
身
を

存
分
に
活
動
さ
せ
て
く
れ
た
。

＂
家
族
＂
ひ
と
り
ひ
と
り
の
、
あ

た
た
か
い
「
思
い
や
り
」
「
協
力
」

し＼ わ 昭和54年 8 月 10 日

そ
の
困
窮
し
た
状
態
を
見

か
ね
た
武
蔵
国
下
奈
良
村
（

現
熊
谷
市
）
の
吉
田
市
右
衛

門
と
い
う
篤
志
家
が
現
わ
れ
、

金
銭
米
麦
を
村
民
に
施
し
、

そ
の
お
か
げ
で
元
気
を
と
り

戻
し
、
一
生
懸
命
慟
い
た
結

果
、
元
の
り
っ
ぱ
な
田
畑
に

よ
み
か
え
り
ま
し
た
。

主
人
は
優
し
く
支
え
て
く
れ
ま
し

゜

こf
 そ

し
て
、
う
れ
し
い
こ
と
‘
悲

し
い
こ
と
、
何
で
も
話
せ
る
「
姑
」

ひ
と
り
悩
ん
で
い
る
私
に
そ
っ
と

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
新
里
の
杉
浦
良
子
さ
ん
で
す
）

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
し
み
じ
み
と
、
語
り
か
け
て
く
れ
た
「
姑
」
。

か
み
し
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
心
あ
た
た
か
な
人
々

子
ど
も
た
ち
は
、
よ
く
頑
如
っ
て
に
囲
ま
れ
た
「
幸
せ
な
私
」
を
発

く
れ
ま
し
た
。
見
さ
せ
て
く
れ
た
一
年
間
で
あ
り

と
も
す
れ
ば
崩
れ
そ
う
な
私
を
、
ま
し
た
。

吉
田
市
右
衛
門
の
清
掃
墓
参

刃
ま
い
郷
t
の
息
人

昭和53年度納税組合別徴収状況

納組合税名 組合員 村税額 連完納回続数
人 111 卜 91

斗合田 82 9,807,860 16 

下江黒 76 9,207,980 15 

上江黒 117 11,226,640 7 

干津井 125 11,603,860 8 

江口 138 14,937,850 , 
田島 120 12,607,330 19 

南大島 274 24,542,780 2 

新里 188 15,949,760 1 

中谷 133 9,163,850 3 

梅原 191 16,405,350 23 

川俣 96 9,301,540 12 

須賀 88 8,497,020 7 

大輪 187 16,148,440 3 

入ヶ谷 27 2,470,410 20 

矢島 147 13,215,990 12 

大佐貫 124 8,556,300 1 

計 2,113 193,642,960 

こ
の
よ
う
な
先
人
達
か
な
め
た
辛

酸
を
ふ
る
さ
と
見
直
し
運
動
を
行
っ

て
い
る
西
小
学
校
と
P
T
A

が
協
力

し
て
市
右
衛
門
を
主
人
公
に
し
た
郷

土
劇
『
奈
良
石
も
の
が
た
り
』
を
演

じ
た
と
こ
ろ
、
各
方
面
に
大
き
な
波

紋
を
な
げ
か
け
、
市
右
衛
門
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
っ
に
須
賀
の
神
谷
区
長
・

川
島
一
郎
さ
ん
な
ど
が
発
起
人
と
な

り
、
忘
れ
か
け
て
い
た
わ
た
し
た
ち

の
郷
土
の
恩
人
市
右
衛
門
を
い
つ
ま

で
も
忘
れ
ま
い
と
、
奈
良
石
の
清
掃

と
清
掃
墓
参
を
行
う
事
に
な
り
、
七

月
十
五
日
は
う
き
、
花
、
線
香
な
ど

を
持
っ
て
祖
先
か
受
け
た
恩
恵
に
お

礼
す
る
と
と
も
に
、
広
い
墓
地
を
清

掃
を
行
っ
た
後
、
集
福
寺
で
熊
谷
市

の
郷
土
研
究
家
や
住
職
を
囲
ん
で
、

市
右
衛
門
を
偲
び
ま
し
た
。

村
税
完
納

表
彰
式
の
実
施

昭
和
五
十
三
年
度
村
税
完
納
表
彰

式
が
各
納
税
組
合
長
及
び
館
林
税
務

署
長
な
ど
多
数
の
来
賓
の
出
席
の
も

と
、
七
月
二
十
日
役
場
の
会
議
室
で

行
わ
れ
、
席
上
完
納
を
い
た
だ
い
た

全
納
税
組
合
に
表
彰
状
と
金
一
封
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
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ー
合
併
2
5周
年
記
念
作
品
の
募
集
一

一
親
し
み
な
じ
ん
だ
千
江
田
村
▼
募
集
作
品

一
梅
島
村
、
佐
貫
村
の
三
村
が
昭
和

0

記
念
論
文
（
感
想
文
）
（
四
一

一
三
十
年
三
月
一
日
に
合
併
し
、
新
百
字
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
）
i

一
村
明
和
村
か
誕
生
し
ま
し
た
か
、

0

記
念
標
語
i

i
来
年
三
月
一
日
で
ち
ょ
う
ど
二
十
▼
応
募
期
間

一
五
年
に
な
り
ま
す
。
八
月
一
日
か
ら
十
月
十
日
ま
で
一

村
で
は
合
併
二
十
五
周
年
記
念
▼
応
募
資
格

i
式
典
を
十
一
月
に
予
定
し
て
い
ま
村
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
一

一
す
。
記
念
式
典
を
盛
り
上
げ
る
た
が
あ
る
人
i

＿
め
、
い
ろ
／
＼
な
事
業
を
計
画
し
▼
応
募
点
数

i
て
お
り
ま
す
か
、
そ
の
ひ
と
つ
に
感
想
文
は
一
人
一
点
、
標
語
は
i

一
「
合
併
二
十
五
周
年
記
念
論
文
（
一
人
三
点
以
内
i

一
感
想
文
）
及
び
標
語
」
の
募
集
が
▼
送
り
先
i

一
あ
り
ま
す
。
総
務
課
広
報
係
一

i
合
併
し
た
時
の
う
れ
し
さ
、
さ
な
お
、
参
加
者
全
員
に
粗
品
を
i

i
び
し
さ
、
そ
し
て
村
が
歩
ん
で
来
贈
呈
し
ま
す
。
i

一
た
道
の
り
な
ど
を
感
想
文
・
標
語
ふ
る
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
る
一

一
で
適
切
に
表
わ
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
i

9
•
9
•
9
•
9
•
9
•
9

、

9
.
,

.. ,

.
9
.
,
.
,
 .. ,、
I
•
I
•
I
.
I

、

I
•
I
.
I
‘

ー
・

1
.
I
‘

ー
・

1

、

9
.
I

、
9
•
I

、

I
•
9
•
I
•
I
.
,
.
I
•
I
•
9
•
I
.
I
‘
1
•
I
•
9
•
I
•
I
•
I
‘

ー
・

1

、

I

ヽ
ー
、

I

｀
ー
、

I
•
I
•
I
•
I
`
I
.
I
.
,
.
,

今
ま
で
は
村
税
は
ニ
・
三
の
納
税
し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
協

組
合
の
完
納
か
な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
か
、
五
十
三
年
度
は
全
納
税
組
合
明
和
村

連
続
2
1年
県
税
完
納
で
表
彰

が
完
納
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
も
み

な
さ
ん
の
税
に
対
す
る
理
解
が
あ
れ

ば
こ
そ
達
成
で
き
た
も
の
で
す
。
本
昭
和
五
十
三
年
度
の
県
税
完
納
表

年
も
引
き
続
き
百
％
完
納
を
目
標
に
彰
式
か
七
月
十
一
日
に
行
わ
れ
、
明

和
村
は
二
十
一
年
連
続
完
納
で
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
輝
か

し
い
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
も
、
ひ

と
え
に
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
記
録
を
さ

ら
に
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
も
村
民

の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
席
上
橋
本
産
業
（
株
）

櫛
部
侃
工
場
長
も
優
良
特
別
徴
収
義

務
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。



昭和54年 8 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第215号 (4) 

1 映していただくわたしたちの代弁者 I 

⑥
村
財
政
の
健
全
拡
充
を
行

ぃ
福
祉
事
業
を
推
進
、
生
活

塚
境
の
整
備
‘
道
路
生
活
排

水
路
の
改
良
を
行
い
緑
と
太

陽
の
田
園
地
域
を
造
り
、
大

字
の
集
落
セ
ン
タ
ー
農
民
広

⑥
▼
疑
惑
や
、
不
正
の
疑
い

の
な
い
村
政
の
実
現

▼
隠
し
て
お
く
村
政
か
ら
、

知
ら
せ
る
村
政
の
実
現

▼
農
業
の
長
期
的
観
点
か
ら

見
た
用
排
水
の
整
備
と
近

⑥
村
議
会
議
員
と
し
て
、
明

る
い
住
み
良
い
村
造
り
の
た

め
に
皆
様
の
御
意
見
‘
御
要

望
に
答
え
全
力
で
頑
北
り
ま

す
。
特
に
次
の
事
に
力
を
入

れ
ま
す
。

新井初太郎

⑤④③②① 
川無農 68 六
俣所業歳回

：属

六

場
を
建
設
し
公
民
館
を
中
心

と
し
杜
会
体
育
文
化
活
動
の

憩
の
場
を
造
り
農
工
商
の
近

代
化
事
業
を
行
い
、
産
業
を

振
輿
し
明
る
い
農
か
な
健
康

快
適
な
希
望
の
村
建
設
に
カ

を
注
ぎ
ま
す
。

男
①
三
回

嘉
②

4
7歳

③
会
社
社
長

寸木
④
無
所
属

石
⑤
川
俣
四
四
五
四

ギ
~
じ

ー

1
1

▼
勤
労
者
へ
の
融
資
と
利
子

補
給
の
実
現

▼
商
工
業
者
へ
の
補
助
金
と

育
成
▼
環
境
排
水
の
整

備
▼
村
議
会
議
員
選
挙

の
立
合
演
説
の
実
現

章
①
一
回

②
5
1歳

③
農
業

喜
④
無
所
属

平小
⑤
川
俣
二
七
六
二

▼
農
業
碁
盤
の
充
実
、

環
境
の
整
備

▼
学
校
教
育
の
充
実
、

を
に
な
？
八
づ
く
り

▼
青
少
年
の
健
全
育
成

▼
老
人
福
祉
の
充
実

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

生
活

次
代

①当選回数

②年令

③職業

④党派

⑤電話番号
⑥今後四年間特に力を入れたい事

⑥
明
和
村
議
会
議
員
と
し
て

当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
心
よ

リ
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
村
政
に
つ
い
て
は

先
輩
議
員
と
一
致
協
力
し
て

村
の
発
展
の
為
、
明
る
い
明

⑥
明
和
村
議
会
議
員
と
し
て

次
の
事
に
全
力
を
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

▼
未
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
る

青
少
年
の
健
全
育
成
を
は

か
り
ま
す
。

⑥
明
る
い
豊
か
な
村
づ
く
り

に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

特
に
農
・
エ
・
商
の
調
和

の
と
れ
た
村
づ
く
り
を
推
進

し
、
生
活
環
境
の
整
備
と
‘

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

栗原利夫

1i] : : 
心
豊
か
な
人
づ
く
り
に
力
を

注
ぎ
た
い
。

さ
ら
に
‘
村
予
算
の
編
成

と
、
執
行
に
た
い
し
て
は
、

皆
様
の
尊
い
一
票
を
責
任
を

も
っ
て
行
い
ま
す
。

鯉沼兵吉

⑤④③②① 
川無農 48 -
俣所業歳回
：属

『

ノ‘
I 

ノ‘

和
村
建
設
に
頑
張
る
覚
悟
で

す
。特

に
、
今
後
に
お
け
る
農

政
問
題
に
つ
い
て
は
、
重
点

的
に
取
り
組
み
、
安
心
で
き

る
農
業
経
営
に
努
力
を
行
い

ま
す
。

▼
地
域
社
会
の
開
発
‘
生
活

環
境
の
総
合
的
整
備
促
進

▼
危
険
物
収
集
に
力
を
入
れ

ま
す
。

▼
生
活
道
用
排
水
問
題
に
カ

を
注
ぎ
ま
す
。

小松原一好

⑤④③②① 
川無農 57 ニ
俣所業歳回

三属

' ノ‘
' ノ‘

⑥
村
の
財
源
確
保
と
村
民
生

活
向
上
の
た
め
優
良
企
業
の

誘
致
を
図
り
、
又
工
場
及
び

家
庭
雑
排
水
の
処
理
適
正
化

に
よ
る
清
潔
な
環
境
づ
く
り

と
、
生
活
道
路
を
末
端
ま
で

⑥
健
全
財
政
を
堅
持
し
乍
ら

効
率
的
行
政
の
推
進
、
各
種

産
業
の
振
興
と
発
展
、
教
育

の
発
展
‘
道
路
農
業
用
排
水

下
水
等
の
整
備
を
始
め
環
境

の
浄
化
、
村
民
全
体
の
心
身

⑥
特
に
次
の
三
点
に
力
を
入

れ
た
い

▼
村
政
の
運
営
に
つ
い
て
、

ガ
ラ
ス
張
り
に
し
一
層
村
民

の
村
政
に
対
す
る
信
頼
を
高

め
る
よ
う
努
力
し
た
い

島田誠司
⑤④③②① 
川無農 52 -
俣所業歳回
：属

八

憲
①
一
回

②
4
0歳

③
会
杜
員

④
無
所
属

藤斉
⑤
川
俣
三
九
八
二

整
備
し
、
快
適
で
心
豊
か
な

日
常
生
活
が
営
め
る
よ
う
カ

を
入
れ
た
い
。
青
少
年
健
全

育
成
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
及
び

憩
の
場
と
し
て
の
利
根
河
川

敷
の
有
効
的
利
用
、
農
商
工

業
の
振
興
に
力
を
入
れ
た
い
。

郎
①
一
回

②
5
3歳

③
農
業

三
④
無
所
属

沢始
⑤
川
俣
二
七0八

共
の
健
康
と
各
種
災
害
に
対

す
る
安
全
対
策
の
強
化
を
主

な
課
題
と
し
、
地
域
住
民
の

対
話
と
協
調
を
図
り
つ
つ
皆

様
の
知
恵
を
反
映
し
乍
ら
、

村
の
発
展
に
力
を
注
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。

▼
主
要
道
路
の
整
備
は
一
応

整
っ
て
居
る
が
今
後
は
細
い

生
活
に
密
着
し
た
道
路
に
つ

い
て
も
整
備
す
る
様
努
力
し
・

た
い
。

▼
用
排
水
問
題
の
整
備
を
重

視
し
た
い
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I わたしたちの意志や意見を村政に反 l

⑥
▼
人
間
関
係
を
豊
か
に
す

る
コ
ミ
ニ
テ
ィ
広
場
を
作

り
た
い

▼
教
育
の
充
実
と
文
化
施
設

を
考
え
た
い

▼
住
民
福
祉
の
質
的
充
実
を

⑥
私
は
今
後
次
の
四
点
に
全

力
投
球
を
行
い
ま
す
。

▼
農
道
の
全
面
現
道
舗
装
の

推
進

▼
よ
り
よ
い
農
業
を
営
む
た

め
の
ぶ
呂
農
指
尊
“
の
骸

⑥
財
源
の
確
保
に
努
力
し
た

い
と
思
う
。
そ
れ
に
は
俊
秀

企
業
の
誘
致
に
伴
う
税
収
に

依
り
諸
施
策
の
推
進
を
図
り

た
い
。
施
策
と
し
て
は
、
生

活
排
水
路
の
完
備
そ
し
て
助

郎
①
四
回

四
②
6
4
歳

正
③
染
色
業

日
④
無
所
属

関
⑤
館
林
③
九
五
四
八

考
え
た
い

▼
交
通
問
題
に
対
し
て
は
、

い
つ
で
も
地
域
の
皆
さ
ん

の
頼
り
に
な
る
人
と
し
て

努
力
し
た
い
。

泉田公一郎

⑤④③②① 
川無農 53-
俣所業歳回
ニ属
' /¥ 

゜

底
▼
西
小
学
校
の
増
設

▼
村
民
体
力
向
上
の
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
の
高
揚
を
行
う
‘

▼
老
人
達
の
憩
の
場
”
老
人

ホ
ー
ム
“
設
立
の
推
進
。

作
①
四
回

②
5
1歳

③
農
業

和
④
無
所
属

田泉
⑤
川
俣
三
四
三
七

骨
道
（
幹
線
道
路
に
結
ば
れ

る
道
路
）
の
早
期
舗
装
、
各

学
校
の
環
境
の
整
備
、
各
秤

福
祉
の
内
容
の
充
実
、
青
少

年
の
健
全
育
成
で
す
。
私
は

誠
実
情
熱
奉
仕
の
三
点
を
忘

れ
る
事
な
く
励
行
致
し
ま
す
。

⑥
▼
新
時
代
の
農
業
を
求
め

て
1

華
や
か
な
時
代
は
過

去
と
な
り
混
迷
の
時
代
に
、

い
か
に
対
処
す
る
か
衆
知
を

求
め
て
解
決
し
た
い
。

▼
教
育
の
刷
新
青
少
年

⑥
▼
産
業
の
振
興
促
進

農
業
を
中
心
と
し
た
商
工

業
一
体
の
発
展
充
実
を
図
る

▼
生
活
環
境
の
整
備

生
活
道
路
及
び
生
活
排
水

路
の
整
備

⑥
皆
様
の
ご
支
援
に
心
か
ら

感
謝
す
る
と
共
に
、
課
せ
ら

れ
た
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。

今
後
皆
さ
ん
の
声
を
い
か

に
行
政
に
結
び
つ
け
て
い
く

雄
①
一
回

光
②

6
3歳

③
農
業

寸木
④
無
所
属

叶
⑤
館
林
④
五
四
七
六

の
非
行
防
止
は
家
庭
と
学
校

社
会
（
行
政
）
の
責
任
で
解

決
す
べ
き
と
思
う
か
道
徳
教

育
を
入
れ
る
こ
と
か
必
要
。

▼
社
会
体
育
館
建
設
を
行
う
。

▼
館
林
市
合
併
を
前
提
と
し

た
”
明
和
町
＂
造
リ

▼
青
少
年
の
健
全
育
成

非
行
化
防
止
、
運
動
広
場

の
充
実

▼
幅
祉
の
向
上
、
老
人
の
健

康
保
持
。
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

▼
教
育
の
充
実
学
童
の
学

力
向
上
、
体
力
づ
く
り

野本孝蔵

⑤④③②① ] i塁望詞
八

か
を
球
本
姿
勢
と
し
、
明
和

村
の
環
境
を
活
か
し
た
村
造

り
、
後
継
者
が
喜
ん
で
残
れ

る
よ
う
な
村
造
り
を
。
ま
た
、

福
祉
を
充
実
さ
せ
、
農
工
商

一
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

村
造
り
を
行
い
ま
す
。

め し＼ わ

野本高男

⑤④③②① 
川無農 51 -
俣所業歳回
：属

a
 

ク

⑥
私
は
今
迄
の
経
験
を
十
分

生
か
し
、
皆
様
の
声
に
耳
を

か
た
む
け
、
村
政
に
反
映
さ

せ
住
み
よ
い
村
造
り
に
一
生

懸
命
努
力
し
ま
す
。

▼
教
育
の
振
興
を
図
り
、
特

⑥
明
る
い
豊
か
な
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
次
の
事
に
重
点
を

置
き
ま
す
。
▼
老
人
福
祉
を

主
と
し
た
社
会
福
祉
の
充
実

▼
教
育
施
設
の
充
実
と
環
境

整
備
を
主
と
す
る
教
育
の
振

⑥
今
後
四
年
間
、
村
民
の
皆

様
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
名

実
共
に
明
る
い
真
の
明
和
村

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
次
の
四
点
を
村
民

の
皆
様
の
お
力
を
借
り
て
、

に
青
少
年
の
健
全
育
成
を

一
丁
ぅ
゜

ノ
イ
＇

▼
産
業
や
、
生
活
環
境
で
は

道
路
下
水
道
の
整
備
促
進

を
図
る

▼
村
民
体
位
の
向
上
を
図
る

▼
福
祉
の
増
進
に
努
め
る

功
①
一
回

②
4
2
歳

③
農
業

④
無
所
属

本松
⑤
川
俣
三0六
三

興
▼
地
域
性
を
生
か
し
た

農
業
の
振
興
▼
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
特
に
社
会
体
育
の
振

興
に
伴
う
河
川
敷
の
有
効
利

用
▼
村
政
の
若
か
え
り
を

は
か
り
活
力
あ
る
議
会
運
営

を
目
ざ
し
ま
す
。

実
現
に
努
力
し
ま
す
。

▼
人
口
の
増
加
を
は
か
り
、

多
く
の
方
に
明
和
村
に
住
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
努
力
す
る

▼
教
育
内
容
の
充
実

▼
村
民
と
の
対
話

▼
福
祉
の
充
実

矢島孝一
⑤④③②① 
川無不 54-
俣所動歳回
ニ属産
四業
四

正
①
八
回

②
6
3歳

③
農
業

④
無
所
属

日堀
⑤
川
俣
二
七
五
九
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あなたを守る
‘ ‘/-

報 め し＼

｀｀命綱’’
トベルト着用推進運動

ド
ラ
イ
バ
ー
の
八
五

％
か
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
”
命
綱
＂
を
無
視

し
て
い
る
日
本
自

動
車
連
盟
が
昨
年
九
月
、

全
国
三
十
四
ヵ
所
の
主

要
高
速
道
路
で
行
っ
た

調
査
に
よ
る
と
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
は

わ
す
か
一
五
％

「
た
か
か
一
本
の
ベ
ル

卜
ぐ
ら
い
」
と
思
い
か

ち
で
す
か
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ

ば
、
死
亡
事
故
も
十
人

の
う
ち
九
人
ま
で
か
助

か
る
と
い
う
警
察
庁
の

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ

ん
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
を
。

八
月
は
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
推
進
運
動
か

全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

I
:
]

』
ロ
ロ
』
口
]
]

前
も
後
ろ
も
ペ
チ
ャ
ン
コ
に
な
り
、

の
中
を
時
速
四
0

キ
「
し
ま
っ
た
」
…
そ
の
瞬
間
、
窓
ガ
ラ
ス
は
み
ん
な
割
れ
て
い
ま

ロ
ぐ
ら
い
で
走
行
中
ガ
ー
ン
と
い
う
音
が
し
て
、
一
度
、
し
た
か
、
運
よ
く
前
の
座
席
の
空

の
出
来
事
で
し
た
。
二
度
、
三
度
と
激
し
い
シ
ョ
ッ
ク
に
間
か
残
っ
た
お
陰
で
二
人
と
も
助

前
の
車
か
右
か
っ
た

に
寄
っ
た
の
わ
だ
し
は
シ
—
ド
ベ
ル
ド
で
助
万
っ
だ
の
て
す
。

で
、
道
を
ゆ

7
0メ
ー
ト
ル
転
落
で
命
捨
い
傷
の

ず
っ
て
く
れ
方
も
二

北
浦
利
和
（
大
阪
府
学
生
2
1オ
）

た
の
だ
と
思
週
間
で

い
、
左
か
ら
追
い
越
退
院
。
確
か
に
運
も
よ
か
っ
た
。

し
を
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

し
か
し
、
道
が
思
っ
せ
ん
。
「
運
。
フ
ラ
ス
・
シ
ー
ト
ベ

た
よ
り
狭
い
上
に
、
ル
ト
」
が
、
わ
た
し
の
生
命
を
守

路
肩
が
ヌ
カ
ル
ミ
に
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

な
っ
て
い
た
た
め
、
運
は
自
分
で
呼
ぶ
も
の
、
つ
ま

後
輪
を
と
ら
れ
て
ス
り
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
あ
っ
て
の
運
と

ピ
ン
状
態
と
な
り
、
い
え
る
で
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
い
れ
ば
、
な
ぜ

安
全
か
。

わ 第215号 (6) 

自
動
車
事
故
に
よ
る
死
傷
は
、
ま

ず
衝
突
の
シ
ョ
ッ
ク
で
車
内
の
ハ
ン

ド
ル
や
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か

っ
て
発
生
す
る
場
合
（
一
次
衝
突
）

と
、
車
の
ド
ア
な
ど
か
ら
外
に
ほ
う

り
出
さ
れ
て
路
面
や
障
害
物
に
激
突

し
て
起
き
る
場
合
（
二
次
衝
突
）
の

二
通
り
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
死
傷
事
故
か
ら
あ
な
た

を
守
る
の
か
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
す
。

腎
察
庁
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、
死

亡
事
故
の
八
割
は
頭
部
、
顔
面
、
首

筋
の
損
傷
か
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
「
体
の

上
部
を
保
護
す
る
」
目
的
で
作
ら
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
一
次
・
ニ
次
の
被

害
を
最
少
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

旅
客
機
に
乗
っ
て
「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
は
面
倒
く
さ
い
か
ら
」
と
い
っ
て

ア
ッ
と
い
う
間
に
後
ろ
か
ら
道

路
下
に
転
落
し
て
し
ま
い
ま
し

襲
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
体
か
外

ヘ
外
へ
と
は
う
り
出
さ
れ
そ
う
に
な

る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

も
し
、
わ
た
し
か
二
点
式
‘
助
手

席
の
友
人
か
三
点
式
の
そ
れ
ぞ
れ
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら

間
違
い
な
く
外
に
投
げ
出
さ
れ
て
い

た
で
し
ょ
う
。

着
用
し
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

自
動
車
に
乗
る
と
き
も
、
同
じ
よ
う

交
通
事
故
か
ら

あ
年
寄
り
を
守
ろ
う

次
の
よ
う
な
光
景
を
目
撃
さ
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

お
年
寄
り
か
無
理
な
横
断
を
し

て
い
て
、
車
か
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

て
止
ま
る
と
、
老
人
は
ス
テ
ッ
キ
を

振
り
上
げ
て
運
転
手
に
怒
嗚
っ
て
い

゜

る

極
端
な
例
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

老
人
特
有
の
心
理
に
裏
打
ち
さ
れ
た

お
年
寄
り
独
特
の
＂
交
通
作
法
“
の

一
端
を
か
い
間
見
る
思
い
か
し
ま
す
。

老
人
は
、
子
供
と
と
も
に
道
路
交

通
上
は
、
弱
い
立
場
に
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、
子

供
と
老
人
か
多
い
の
も
、
そ
の
た
め

で
す
。

老
人
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
も
、
交
通

ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
お
年
寄
り
の
心

理
を
心
得
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

＿
差
年
寄
り
の
心
理
一

▽
変
化
す
る
交
通
状
況
に
対
応
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
△

お
年
寄
り
は
家
に
い
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
交
通
ル
ー
ル
を
は
じ
め
、

”
交
通
環
境
“
の
変
化
を
知
る
機
会

が
少
な
く
、
ま
た
、
老
人
の
頭
の
中

は
、
昔
の
記
憶
が
大
半
を
占
め
、
交

通
量
の
多
く
な
っ
た
現
在
の
状
況
を

実
感
と
し
て
つ
か
み
に
く
い
心
理
状

態
に
あ
り
ま
す
。

▽
体
力
や
運
動
機
能
の
衰
え
に
も
か

•
か
わ
ら
ず
、
い
つ
ま
で
も
若
い
気

持
ち
で
い
る
事
が
多
い
△

年
を
と
る
と
、
当
然
体
力
を
は
じ

め
運
動
・
感
覚
機
能
か
低
下
し
ま
す

が
、
本
人
は
ま
だ
ま
だ
若
い
つ
も
り

で
お
り
、
こ
の
＂
意
識
と
現
実
＂
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
事
故
を
招
き
や
す
く
し

て
い
ま
す
。

▽
時
に
、
身
勝
手
と
思
え
る
よ
う
な

行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
△

基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
も
、
断
片

的
に
し
か
知
ら
な
い
こ
と
か
多
く
‘

た
と
え
ば
「
手
を
上
げ
て
道
路
を
渡

ろ
う
」
と
い
う
言
葉
だ
け
知
っ
て
い

て
、
横
断
し
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ

で
実
行
し
て
し
ま
う
。

に
考
え
た
い
も
の
で
す
ね
。

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
重
度

の
精
神
神
経
障
害
（
植
物
人
間
）

と
な
っ
て
し
ま
い
、
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
者
に
対
し
、
八
月
一

日
よ
り
介
護
料
を
一
日
三
千
円
（

自
宅
で
看
護
婦
等
以
外
の
介
護
を

受
け
て
い
る
場
合
は
千
五
百
円
）

を
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

支
給
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
支
給
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
そ
の
よ
う
な
状
態
か
三
ヵ
月

以
上
継
続
し
て
い
る
場
合
に
の
み

支
払
わ
れ
ま
す
。

※
重
度
の
精
神
神
経
障
害
と
は
…

団
自
力
移
動
か
不
可
能
で
あ
る

回
自
力
摂
食
が
不
可
能
で
あ
る

り
し
尿
失
禁
状
態
に
あ
る

目
眼
球
は
か
ろ
う
じ
て
物
を
追
う

こ
と
も
あ
る
が
、
認
識
は
で
き
な

、
。

ー
＞困

声
を
出
し
て
も
、
意
味
の
あ
る

発
言
は
全
く
不
可
能
で
あ
る

日
眼
を
開
け
、
手
を
握
れ
と
い
う

よ
う
な
簡
単
な
命
令
に
は
か
ろ
う

じ
て
応
ず
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ

れ
以
上
の
意
思
の
疎
通
は
不
可
能

で
あ
る
。

以
上
六
項
目
す
べ
て
に
あ
て
は

ま
る
の
が
条
件
で
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
役
場
総
務
課
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

自動車事故に

よる神経障害者

一日3干円を支結
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58年群馬国体

テーマ・スローガン募集
昭和58年に、第38回国民体育大会が群馬県で開催

されます。県民総参加のもとに群馬国体を成功させ

るため、この大会を象徴し、県民の皆さんに親しま

れる、本県にふさわしい「テーマ」と「スローガン」

を募集します。

《例》

県 名 テーマ スローガン

55年栃木県 栃の葉国体 のびるカ・むすぶ心
ひらくあした

56年滋賀県 びわこ国体 水と緑にあふれる若
さ

57年島根県 くにびき国体 このふれあいか未来
をひらく

►応募資格 県内に在住、在勤、在学する者、及び

県外の本県出身者

► テーマ 本県の特徴を端的に表現し、群馬国体の

愛称にふさわしいもの

► スローガン 群馬国体にふさわしい内容で、本県

のイメージアップにつながるもの

►応募方法①ハガキ 1 枚につき“テーマ”.“スロー
ガン＂いずれか 1 点を縦書きとし、簡単な説明を付

ける

＠汁主所・氏名・年齢・性別・職業・電話番号を記入
麟り先 〒371 前橋市大手町 1 丁目 1 番 1 号群馬
国体準備局内

④応募作品は 1 人何点でも結構です。
►応募締切 9 月 30 日 ► 発表 11月（本人に通知）

昨
年
七
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

特
例
納
付
制
度
の
実
施
期
間
は
、
あ

と
一
年
に
な
り
ま
し
た
。

特
例
納
付
制
度
と
は
、
国
民
年
金

に
当
然
加
入
す
べ
き
人
で
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
人
や
、
当
然
加
入
し
て

い
て
過
去
に
保
険
料
を
納
め
な
い
で

時
効
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
期
間
か
あ

る
た
め
、
年
金
受
給
に
結
び
つ
か
な

い
人
な
ど
を
救
済
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

特
例
納
付
の
保
険
料
額
は
一
ヵ
月

四
千
円
で
す
が
、
未
納
期
間
の
長
い

人
は
金
額
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、

分
割
し
て
納
め
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
が

分
割
納
付
す
る
場
合
、
途
中
で
特
例

老
齢
年
金
（
年
齢
に
よ
り
、
四
年
一

ヵ
月
か
ら
七
年
一
ヵ
月
で
受
給
権
が

つ
き
、
年
金
額
も
少
な
い
年
金
）
の

受
給
権
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
以
後

の
保
険
料
は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
人
、
ま
た
、
加
入
は
し
て
い
る
が

未
納
か
あ
っ
て
受
給
権
の
つ
か
な
い

人
は
、
今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま

せ
ん
、
す
ぐ
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

゜

しヽ

た
だ
し
、
任
意
加
入
の
人
は
特
例

納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

特
例
納
付
に
つ
い
て
は
役
場
住
民

課
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

I“ 
あ
と

年
で
す

特
例
納
付
制
度

9月支払いから
ァップしだ年金額で”

き
ょ
出
制
国
民
年

金
の
年
金
額
は
三
・
四

％
の
物
価
ス
ラ
イ
ド

に
よ
り
、
七
月
分
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

改
定
さ
れ
た
年
金
額

で
支
払
わ
れ
る
最
初

の
支
払
い
期
は
九
月

期
で
す
。

九
月
期
に
は
、
六

月
、
七
月
、
八
月
の

三
ヵ
月
分
が
支
払
わ

れ
ま
す
が
六
月
分
は

改
定
前
の
年
金
額
で
、

七
月
分
か
ら
は
改
定

後
の
年
金
額
で
計
算

し
た
額
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

な
お
、
五
年
年
金

に
つ
い
て
は
八
月
分

か
ら
さ
ら
に
増
額
さ

れ
ま
す
。

優勝 干津井 SFN
第
三
回
パ
パ
さ
ん

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

千
津
井
S
F
N

チ
ー
ム
が
優
勝

第
三
回
地
区
対
抗
パ
パ
さ
ん
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
七
月
九
日
か
ら
十

九
日
ま
で
の
十
日
間
、
午
後
七
時
よ

り
中
学
校
と
東
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
地
区
の
名
誉
を
か
け
て
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
千
津
井
チ
ー
ム
は
決

勝
戦
で
も
毎
回
得
点
す
る
な
ど
圧
倒

的
強
さ
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
昨
年
よ
り
ニ
チ
ー
ム
増
え

二
十
チ
ー
ム
が
参
加
。
全
体
的
に
技

術
な
ど
数
段
向
上
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
優
勝
し
た
千
津
井
チ
ー
ム
は

準
決
勝
で
は
江
ロ
チ
ー
ム
を
相
手
に

完
全
試
合
を
達
成
す
る
な
ど
攻
守
に

ま
と
ま
っ
た
す
ば
ら
し
い
チ
ー
ム
で

し
た
。

｀
ロ

丁
ぃ
江
口

ー

，
下
江
黒

n

輪
西

2
2

上
江
黒
A

ロ
千
津
井
s
F
N

稲
荷
山

2
 
6
1

梅
原

1
4
（
南
大
品
）

二
昭
友
の
会

占
上
江
黒
s
k

田
島

ー
矢
島

ー
須
賀
干
津
井
＇

カ
イ
フ
ル
ー

圭ー
ク
ス

合
田

輪
東

証
言
森
尻
重
作
⑱

9

,

9

 

失
わ
れ
た
年
中
行
事
を
探
る
③

南
大
島
の
”
提
灯
船
I
I

灯
を
下
げ
南
大
島
上
橋
よ
り
、
下

の
本
郷
橋
ま
で
川
下
り
し
た
。

舞
台
で
は
笛
や
太
鼓
を
打
ち
鳴

ら
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ひ
ょ
っ

と
こ
、
お
か
め
が
、
こ
っ
け
い
に
舞

を
演
じ
こ
れ
を
見
る
た
め
に
、
住

民
が
多
勢
で
お
し
か
け
、
に
わ
か

露
店
商
も
出
る
ほ
ど
。

な
ん
と
い
っ
て
も
、
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
は
提
灯
が
あ
か
り
を
と
も

す
こ
ろ
で
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘

れ
る
ほ
ど
に
ぎ
わ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
も
明
治
三
十
四

年
の
祭
り
の
時
に
、
舟
上
の
人
か

勢
い
誤
ま
っ
て
川
に
落
ち
て
し
ま

い
、
幸
い
に
し
て
、
事
故
は
な
か

っ
た
か
、
そ
れ
以
来
あ
ぶ
な
い
と

い
う
事
で
、
こ
の
提
灯
舟
は
行
わ

な
く
な
っ
た
。

こ
の
祭
り
が
あ
っ
た
の
を
証
明

す
る
か
の
よ
う
に
、
現
在
で
も
本

沢
春
雄
さ
ん
、
及
び
八
軒
集
会
所

に
舞
台
の
一
部
が
残
っ
て
い
る
。

い
つ
の
頃
よ
り
行
わ
れ
て
い
た

か
わ
か
ら
な
い
か
旧
暦
六
月
十
五

日
（
現
在
の
七
月
十
五
日
）
に
夏

祭
り
初
釘
事
ね
と
称
し
て
、
南
大
島

に
I
t
提
灯
舟
＂
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
田
植
も
終
わ
り
、

な
ん
の
楽
し
み
も
な
か
っ
た
農
民

達
か
一
休
み
と
い
っ
た
事
と
、
秋

の
実
り
を
願
う
意
味
に
お
い
て
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
提
灯
舟
と
い
う
の
は
、
谷
け
ん

田
川
に
大
き
な
舟
（
長
さ
四
間
半
・

幅
一
間
）
を
二
艘
並
べ
、
そ
れ
を

ゆ
わ
え
て
、
そ
の
上
に
舞
台
を
作

リ
ま
わ
り
に
は
、
い
く
つ
も
の
提
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9

9
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こ
の
祭
り
に
使
わ
れ
た
提
灯
舟

は
私
の
家
の
も
の
で
し
た
が
、
あ

ま
り
に
も
破
損
が
著
る
し
い
の
で
、

昭
和
四
十
年
頃
壊
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
舟
は
祭
り
の
と
き
だ

け
で
は
な
く
、
水
害
の
時
な
ど
上

役
人
が
こ
の
舟
を
利
用
し
て
検
見

し
た
も
の
だ
と
祖
父
か
ら
伝
え
聞

い
て
い
ま
す
。
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寿
学
級
で
落
語
を
聞
く

し＼ わ 第215号 (8) 

珍
し
い
形
の
ハ
チ
の
巣

東
小
P
T
A

力
ボ
ト
ル
人
形
講
習
会

メ

普
通
足
長
蜂
の
ハ
チ
の
巣
と
い
え

ば
、
ハ
ス
の
実
の
よ
う
な
形
を
よ
く

見
か
け
ま
す
か
、
ま
る
で
実
験
用
の

フ
ラ
ス
コ
を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
ハ

チ
の
巣
か
軒
下
に
作
ら
れ
、
お
ど
ろ

い
て
い
る
の
は
下
江
黒
の
青
山
喜
市

郎
さ
ん
一
家
。

こ
の
巣
は
直
径
六
丑
/
M
、
全
体
の

高
さ
が
十
六
伍
／
い
い
で
、
ま
わ
り
は
細

か
く
く
だ
い
た
木
材
で
造
ら
れ
て
お

り
、
ま
る
で
高
価
な
置
物
を
見
る
よ

う
で
す
。

こ
ん
な
珍
し
い
形
を
作
っ
た
の
は
、

な
に
か
私
の
家
に
幸
福
か
舞
い
込
む

前
兆
か
し
ら
と
全
員
で
大
切
に
見
守

っ
て
い
ま
す
。

痔
学
級
で
は
七

月
二
十
日
栃
木
県

足
利
高
校
の
落
語

研
究
部
を
迎
え
て

饂
公
民
館
和
室
で
落

語
を
聞
き
ま
し
た
。

出
し
物
は
よ
く

ご
存
知
の
”
長
屋

の
花
見
や
時
そ
ば
“

な
ど
六
つ
。
高
校

生
ら
し
く
力
の
こ

も
っ
た
熱
演
に
盛

ん
に
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

東
小
学
校
P
T
A

の
文
化
部
主
催

で
、
今
大
変
流
行
し
て
い
る
「
ボ
ト

ル
人
形
」
の
講
習
会
を
七
月
三
日
、

菊
地
秀
子
先
生
を
迎
え
て
行
い
ま
し

゜

こt
 こ

の
日
、
約
六
十
名
が
ウ
イ
ス
キ

ー
や
ビ
ー
ル
の
空
ビ
ン
を
持
ち
寄
り

先
生
の
指
導
で
赤
や
白
の
衣
装
を
つ

け
る
と
、
美
し
い
ボ
ト
ル
人
形
か
出

来
あ
が
り
ま
し
た
。

「
意
外
と
作
り
方
は
や
さ
し
か
っ

た
ね
」
「
早
く
家
に
帰
っ
て
飾
る
ん

だ
」
な
ど
と
言
っ
て
大
切
そ
う
に
持

ち
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

本番さながら ‘‘水防訓練”

一
っ
5—— 

ュ

ー

ス

大
好
評
料
理
教
室

一
般
の
方
か
ら
募
集
し
た
料
理
教

室
を
七
月
五
日
真
新
し
い
調
理
室
で

.d 一
公
民
館
事
業
と
し
て
始
め
て
料
理
教

一
室
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
館
林
白
ゆ
り
料
理
学
院

-
9．
院
長
恩
田
百
合
子
先
生
を
招
い
て
、

手
軽
に
出
来
る
卵
料
理
を
中
心
に
習

4
い
ま
し
た
。

＼
こ
の
料
理
教
室
を
公
民
館
で
三
十

名
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
申
し
込
み
か

殺
到
し
、
結
局
ニ
ク
ラ
ス
六
十
六
人

に
な
る
ほ
ど
好
評
で
し
た
。

受
講
生
た
ち
は
「
こ
の
調
理
室
は

明
る
＜
と
っ
て
も
使
い
や
す
い
」
な

ど
と
和
や
か
に
習
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
台
風
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
、
利
根
川
な
ど

の
護
岸
工
事
が
す
す
ん
で
い
る

と
は
い
え
、
わ
た
し
た
ち
は
い

つ
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
水
の
災

害
か
ら
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を

守
る
た
め
、
七
月
十
五
日
須
賀

地
先
の
利
根
川
河
原
で
館
林
地

区
消
防
組
合
の
各
支
団
約
百
名

が
集
ま
り
、
土
木
事
務
所
の
指

導
の
も
と
、
本
番
さ
な
が
ら
に

竹
尖
げ
、
木
流
し
、
五
徳
縫
い

な
ど
と
い
っ
た
水
防
工
法
を
習

得
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
チ
ラ
シ
を
配
る

夏
の
県
民
総

ぐ
る
み
交
通
安

全
運
動
が
展
開

さ
れ
た
七
月
十

一
日
か
ら
二
十

日
ま
で
の
十
日

間
明
和
村
交
通

対
策
協
議
会
は

警
察
署
と
協
力

し
て
村
内
三
ヵ

所
で
午
後
四
時

か
ら
六
時
ま
で

自
動
車
を
主
に

交
通
安
全
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
シ

ー
ル
を
配
っ
て

交
通
安
全
を
訴

え
ま
し
た
。
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◇図書室オープン

公民館図書室か7 月 21 日にオープンして以来、

宿題を調べる子、読書をする人、本を借りてい

く人などで大変にぎわっています。
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0次の団体が 7 月に使用

►梅の実会► 菊声会► 館高 PTA 明和支部► 剣

詩舞愛好会► あすなろ会► 旧軍人明和支部► 三

和ポリエチレン ►梨の実会► 生花友の会► 太田

工高 PTA 明和支部►新和会► アマチュア無線

明和支部► こはろき｀会► 青年会►板倉高校PT

A 明和支部► 体協サッカ一部

県
は
上
越
新
幹
線
、
関
越
自
動
車

道
の
開
通
や
5
8国
体
の
開
催
な
ど
大

事
業
を
機
に
”
観
光
群
馬
“
を
売
り

込
も
う
と
、
観
光
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
募
集
し
ま
す
。

▼
字
数
特
に
制
限
は
な
し
、
呼
び

や
す
く
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に

書
き
や
す
い
も
の
。
群
馬
県
で
あ

る
ど
い
う
こ
と
が
わ
か
る
文
字
（

例
群
馬
・
上
州
路
・
か
み
つ
け

の
国
な
ど
）
を
必
ず
記
入

▼
締
切
九
月
末
日
ま
で

▼
送
り
先
〒
―
―
―
七
一
前
橋
市
大
手
町

一
ー
一
ー
一
群
馬
県
庁
観
光
課
あ
て

▼
応
募
規
定
ハ
ガ
キ
に
住
所
‘
氏

名
‘
職
業
、
年
齢
を
書
い
て
く
だ

さ
い
。
一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
三
題
程

度
ま
で
。

▼
賞
入
賞
者
に
は
記
念
品
な
ど
か

贈
呈
さ
れ
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
歌
会
始
め
の
お

題
は
「
桜
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

花
木
の
桜
で
す
が
、
花
と
詠
む
こ

と
は
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

0

詠
進
歌
は
自
作
の
歌
で
一
人
一

首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

0

用
紙
は
半
紙
（
習
字
用
）
と
し
、

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
の
期
間

昭
和
五
十
四
年
九
月
一
日
か
ら

十
月
十
一
日
ま
で

詠
進
の
あ
て
先

〒
一
＝
＝
東
京
都
千
代
田
区
千
代

田
一
番
一
号
宮
内
庁
と
し
、
封

筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て

く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く

折
っ
て
封
入
し
て
も
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。

職
業

生
年
月
日

か
り
が
な

氏
名

（
折
り
目

郵
便
番
号
、
住
所

\ 約33cm

) 
---//  

県
観
光
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
募
集

I
I

歌
会
始
I
I

さ
さ
や
か
な
レ
ス
ト
ラ
ン
の
一
隅
コ

ー
ヒ
ー
の
香
り
の
誘
ふ
感
傷
云
は
ず

坂
上
千
枝
子

お
さ
な
ご

幼
児
を
背
負
ひ
て
広
野
さ
迷
へ
る
夢

に
目
ざ
む
る
戦
後
長
か
り

山
形
ト
メ

祭
囃
の
保
存
け
い
こ
の
子
供
等
か
タ

暮
の
空
に
今
日
も
ひ
び
き
来
る

富
塚
富
江

焼
却
ろ
永
く
眠
り
し
煙
突
の
白
く
く

っ
き
り
煙
ひ
き
を
り

細
田
武
子

た
ま
さ
か
の
外
出
に
疲
れ
特
に
濃
き

熱
き
コ
ー
ヒ
ー
は
心
に
泣
み
る

中
島
あ
い
子

新
装
の
橋
に
望
み
つ
泥
渾
の
自
転
車

押
せ
り
想
ひ
広
で
る

岡
安
ふ
み

連
日
の
汗
の
苦
闘
や
開
票
日
悲
喜
こ

も
ご
も
の
土
用
の
暑
さ

青
木

（
来
月
も
短
歌
で
す
）

▼
館
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

子
供
会
に
野
球
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
五
個

（
児
童
用
）
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
明
和
村
民
謡
会
（
会
長
坂
上
千
枝

子
）
よ
り
公
民
館
に
備
え
て
く
だ
さ

い
と
姿
見
鏡
（
二
万
円
相
当
）
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
中
谷
の
坂
上
カ
メ
ラ
店
（
坂
上
行

男
）
よ
り
中
央
公
民
館
に
飾
っ
て
く

だ
さ
い
と
村
の
花
・
村
の
木
の
写
真

入
り
額
（
五
万
円
相
当
）
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

光
子

「徐行」願います

昭和橋の塗装工事のため

次の期間は徐行してくだ

さしヽ。

S54年 8 月 5 日～

S55年 1 月 31 日まで

午前 8 時30分～

午後 5 時まで

▼
明
和
村
剣
詩
舞
愛
好
会
（
会
長
篠

木
茂
雄
）
で
は
、
公
民
館
に
備
え
て

く
だ
さ
い
と
姿
見
鏡
（
七
万
円
相
当
）

一
台
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

半
田
美
恵
久
雄
、
長
女
新
里

6

月

1
3日

木
島
美
佐
子
政
幸

2

女
梅
原

6

月

1
9日

木
島
剛
一
政
幸
長
男
梅
原

6

月

1
9日

松
本
幸
浩
未
吉
雄
長
男
大
輪

6

月

2
8日

奈
良
正
美
朝
美
長
男
田
島

7

月
8

日

福
烏
望
明
長
女
上
江
黒

7

月
9

日

ー
死
亡
ー
（
敬
称
略
）
世
帯
主

氏
名
年
令
地
区
死
亡
月
日

（
）
は
新

奈
良
原
と
み

8
0

清
千
津
井

6

月

3
0日

木
村
京
蔵

8
5
和
央
田
島

7

月
2

日

辿
見
征
ヤ

7
4
和
行
斗
合
田

7

月
3

日

南
部
せ
い

8
4
勝
儀
千
津
井

7

月
5

日

島
田
ハ
ッ

7
6
親
司
南
大
島

7

月

1
3日

大
沢
初
代

6
9
愛
次
新
里

7

月

1
8日

多
田
み
つ

7
7
岡
田
清
治
江
口

7

月

2
3日

吉
永
オ
サ
メ

6
3
玖
治
田
馬

7

月

2
6日

桜

¥
 

〔
書
式
図
〕
m
 
c
 

4
 2
 

勺糸

あ
わ
t
ょ
｀

：
｀
衣
く
れ
升

の
お
題
は

「
桜
」

文

芸

欄

時 間 会 場

午前10時～
11 時30分

明和農協第一事業所

午後 1 時～
東部児童館

3 時

午前10時～

12時
中央公民館

午後 1 時～

3 時

第
二
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
チ
ー

ム
を
編
成
し
て
参
加
し
て
下
さ
い
。

期
日
九
月
一
日
よ
り
午
後

七
時
よ
り
ナ
イ
タ
ー
で

東
小
・
中
学
校
校
庭

村
民
ま
た
は
村
内
の
企

業
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

八
月
二
十
三
日
ま
で
に

教
育
委
員
会
ま
で

第
二
回
目
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
七
月
の
第
一

回
レ
ン
ト
ゲ
ン
健
康
診
断
に
都
合

か
悪
く
て
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
バ

か
対
象
で
す
。
今
回
は
必
ず
受
診

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

第
二
回
レ
ン
ト
ゲ
ン

健
康
診
断
の
実
施

申
込
み

対会

象場
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
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7 月の

6 

-'‘ 救急車出動回数
●交通事故 5 件

●急病 I 件
●その他 4 件

計 10件

: 館林邑楽地区 館 林 地 区 明和

祝◎館はB • 耳鼻科に産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
千代田地区

日
8 月 12 日

佐々木医院 小倉医院 田内医院ft 02767(2)3855 寺内医院 ；ェロ医院

ff 0272(62)2623 ff 02767(2)0606 頃田医院ft 02767(2)0862 ff 02767(2)3031 合 027686-320I 

林厚生病院が担 か診療時ぎ間り嗜
真中医院 大神医院 礫川堂医院 館林地区が

8 月 19 日
多々良診療所ff 02767(2)3060 

当 ff 02767(2)1630 ft 0276(62)2200 大塚医院ff 02767 (2)0 I 76 ff 02767(4)0184 担当します

番 8 月 26 日
横田医院 原医院 後藤（愛）医院ff 02767(2)0134 永寿堂医院 小西医院

ff 02767(2)0255 ft 02767(2) 1936 ゆたか医院ff 02767(3)7308 ft 02767(2)4469 ft 027686-2261 

す当まし 午後一は医 9 月 2 日
浜野医院 川田医院 上野医院ff 02767(2)3330 海宝医院 江上医院

ff 02768(8)5678 ff 02767(2)0754 清河堂医院ft 02767(2)3070 ft 02767(2)3155 ft 027686-2028 

9 月 9 日
白沢医院 後藉康生医院 後藤康生医院ff 02767(2)3975 津久井医院 竹越医院

0 ?そ
合 02767(2) 1600 ff 02767(2)3975 安楽岡医院ff 02767(2)0572 ff 02767(2)3316 ff 027684-3137 

海
上
保
安
庁
で

は
、
海
上
保
安
大

学
校
と
海
上
保
安

学
校
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

〈
海
上
保
安
大
学

校
〉海

上
保
安
庁
の

幹
部
職
員
を
養
成

す
る
た
め
の
学
校

で
す
。

〈
海
上
保
安
学
校
〉

海
上
保
安
庁
の

各
分
野
の
専
門
職

員
を
養
成
す
る
た

め
の
学
校
で
す
。

両
校
と
も
全
寮
制
で
、
在
学
中
は

海
上
保
安
庁
の
職
員
と
し
て
給
与
を

受
け
ま
す
。

茫上保安大学筐
茫上保安学餃の

学生募集

2
7日

0

三
回
目

1
0月
2
6日

三
種
混
合
は
三
回
接
種
し
な
け
れ

▼
受
験
資
格
昭
和
三
十
一
年
四
月

二
日
（
大
学
志
望
者
は
、
昭
和
三
十

四
年
四
月
二
日
）
以
降
生
ま
れ
の
者

で
、
次
の
―
つ
に
該
当
す
る
者
。

①
高
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は
昭
和
五

十
五
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者②
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま

た
は
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
者

▼
採
用
予
定
数

海
上
保
安
大
学
校
約
五
十
人

海
上
保
安
学
校
約
百
五
十
五
人

▼
申
し
込
み
受
付
期
間
昭
和
五
十

四
年
九
月
二
十
六
日
＼
十
月
九
日

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
広
報
係
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

第
3
2回
明
和
村
成
人
式
が
次
の
日

ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
、
通
知

票
、
問
診
票
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

賣
の
集
団
検
診
の
実
施
一

胃
の
集
団
検
診
か
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方

は
も
ち
ろ
ん
、
申
し
込
み
を
忘
れ
た

方
で
も
当
日
会
場
に
く
れ
ば
受
診
で

き
ま
す
。

▼
8

月

2
3日

▼
8

月

2
4日

▼
受
付
時
間

▼
会
場

百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
の
混
合
予
防
接
種
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
該
当
児
は
必
ず
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

匂
▼
対
象
者
―

一
花
火
事
故
多
し

亡
H
]

昭
和
5
1年
9

月
~

一
花
火
追
び
は

1

日
か
ら
昭
和
｛

5
2年
8

月

3
1日
｛
親
の
付
き
そ
い
＂

実

ま
で
に
生
ま
れ
~

防
の
た
出
生
者
塁

｛
京
六
き
裕

冒
目
F
a
i
館
ロ

琵
[
□2
[げ
：
口

種
▼
接
種
日
程
一
索
芸
d
0
c
、
[

三
°
一
回
目
9

月
~

4

日

0

二
回
目

9

月
一
•999999999999999999999999999999999999999999. 

＄
を
ゞ
§
§
夕
＄
ふ
お
し
ら
せ
了
を
；
§
＄
を
上
お
し
ら
せ
丁
＄
汐
＄
を
…
§

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9

一
程
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

·
]
苓
口
言
t
J
分
の
日
）

／
贔
ク
―
該
当
者
昭
和3
4年4月2日
か
ら

―
昭
和

3
5年
4

月
1

日
ま
で

ー
に
生
ま
れ
た
人

~
夏
で
す

｛
過
労
運
転

一
に
要
心
＿
＿
納
涼
祭
を
実
施
―

:
 rね
む
く
な
っ
だ
ら

一
さ
あ
涼
し
い
と
こ
ろF
.

；
ず
は
ひ
と
や
す
みL

ー
納
涼
祭
が
次
の
日
時
で
行
わ
れ
ま

ー
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
の
う
え
夏

一
の
ひ
と
と
き
を
、
す
ご
し
て
は
い
か

か
で
し
ょ
う
か
。

▼
日
時
八
月
十
六
日
午
後
七
時

半
か
ら
十
時
ま
で

（
雨
天
順
延
）

明
和
中
学
校
校
庭

成
人
式
万行

わ
れ
ま
弓

明
和
農
協
第
一

東
部
児
童
館

午
前
七
時
か
ら
午
前

九
時
ま
で

▼
受
診
料
五
百
円

当
日
は
朝
食
は
も
ち
ろ
ん
、

も
飲
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

お
茶

一
役
場
職
員
を
墓
集
＿

役
場
で
は
来
年
度
の
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
昭
和
三
十
一
年
四
月

二
日
か
ら
三
十
七
年

四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
（
昭
和
五

十
五
年
四
月
一
日
で

満
十
八
歳
か
ら
二
十

三
歳
ま
で
の
者
）

▼
申
込
期
間
八
月
六
日
か
ら
九
月

十
五
日
ま
で

▼
申
込
先
明
和
村
役
場
総
務
課

▼
採
用
人
貝
男
四
名

申
込
用
紙
な
ど
は
役
場
総
務
課
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
次
の
日
程
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後

l

時
十
分
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
村
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
個
人
事
業

税
、
国
民
年
金
、
利
根
加
用
水

組
合
費
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
七
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
八
日
明
和
農
協
第
一

1
1

矢
島
公
民
館

二
十
九
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

適談 • • 
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いごとの 時ま午前 談
すま。に相 で 10

常て 月
どい今例
おた月

1
] だは 9行-
き都合 政

]い0 すま゜ に ........... 人
来月i 雙
闊 ：相せ ニ畝火



「
i
i
i
i
i
i
i
i
i
J

一
戸
人
人
人
人
人
一

て
口

0
1
7
3
0
0
7
3
\
,
6
1
8
-

在
2
3
9
7
4
9
4
8

き
亡
出

9

一
現
動
死
転
、

「
人
日
の
一

1
中
一

:
3
月
教
数
月
人
人

ー

9

総

8
2
0
2
6
-

：
村
帯
口
男
女
（
生
入
一

一
世
人
出
転
一

r
`
i
i
'
り

‘
‘
h

｀
｀
グ
ー
｀
i
"

'79 , 
10 日発行

第216号
発行所明和村役場
編集総務課

広報係
日］届lj五斤 4 ヽ木木 EP 届lj P,斤

t

1
 



昭和54年 9 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第216号 (2) 

い
ャ
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岱
・
ベ
，
J
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’
於
・
｀
：
葵
｀
．

‘
r
、

.

.

 1、
9
`

... ざ
:
5
ミ
竺
怒
｀
豆
、O
\
心
]
。
し
、
◇
翠
魯
ね
沿
心
唸
応
ぷ
ご

｛
初
議
会
詔
集
さ
れ
る
ロ

｀
帳
兄
A
”，
紫
竺
箋
翌
お
．
、
翌
5
苫
、
．
唸
さ
や
む
・
苓
｀
咲
定
．
苫
ぶ
衿
｀
吋
が
．
匁

5
3
必
ふ
＆
＇
·
ぅ
・
｀
．
f
ぜ
ぺ
よ
‘
・
対

5
\
r
、
ぶ
や
ゑ
吠
｀
苓
泌

改
選
後
の
初
議
会
が
八
月
十
日
に

招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
議
会
で
は
、
正
副
議
長
の
選

挙
、
各
常
任
委
員
及
び
正
副
委
員
長

の
選
出
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
議
長
に
新
井
初
太
郎
さ

ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
い

て
行
わ
れ
た
‘
副
議
長
選
挙
に
お
い

て
、
堀
口
正
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。次

に
各
常
任
委
員
及
び
正
副
委
員

長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

0
総
務
常
任
委
員
会

◎
泉
田
和
作

0
中

村
光
雄
、
斉
藤
憲
、

矢
島
孝
一
、
堀
口
正

圏
文
教
厚
生
常
任
委
員

会◎
始
沢
三
郎
〇
泉

田
公
一
郎
、
関
口
正

四
郎
、
松
本
功

圏
経
済
常
任
委
員
会

◎
栗
原
利
夫

0
野

本
孝
蔵
、
小
平
喜
章

鯉
沼
兵
吉

圏
建
設
常
任
委
員
会

◎
小
松
原
一
好
〇

島
田
誠
司
、
石
村
嘉

男
、
野
本
高
男
、
新

井
初
太
郎

（
◎
は
委
貝
長
、

0
は
副
委
員
長
）

※
各
一
部
事
務
組
合
議

会
議
員
選
挙

各
組
合
の
議
員
が
そ

れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
選

ば
れ
ま
し
た
。

〇
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会
議

員新
井
初
太
郎
、
堀
口
正
、
泉
田
和

作
、
始
沢
三
郎

圏
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

新
井
初
太
郎
、
関
口
正
四
郎
、
石

私
達
の
相
談
相
手
で
す

行
政
相
談
員

ど
う
な
っ
て

「
自
分
の
年
金
は
、

い
る
の
だ
ろ
う
か
」

「
近
く
の
道
路
が
こ
わ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
の
に
」

あ
な
た
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
、
こ
ん
な
疑
問
や
要
望
意
見
、
苦

情
を
抱
か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

~力゚

こ
の
よ
う
な
住
民
の
み
な
さ
ん
の

声
を
一
っ
―
つ
聞
き
、
問
題
を
解
決

し
た
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
反
映

さ
せ
る
の
が
「
行
政
相
談
」
で
す
。

「
行
政
」
を
ひ
と
言
で
説
明
し
ま

す
と
「
国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

行
政
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
生

活
と
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
密
接
に
か

か
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
複
雑

多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

議
長
に
新
井
初
太
郎
さ
ん

副
議
長
に
堀
日
正
さ
ん

村
嘉
男

圏
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市
町
村

組
合
議
会
議
員

関
口
正
四
郎
、
小
松
原
一
好

圏
館
林
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

新
井
初
太
郎
、
堀
口
正
、
小
平
喜

章
そ
の
他
の
委
員
選
出
I

®
農
業
委
員
会
委
員
推
薦
者

堀
口
正
、
中
村
光
雄
、
栗
原
利
夫

金
子
三
郎
、
村
長

圏
監
査
委
員
の
選
任

関
口
正
四
郎

（
敬
称
略
）

同
時
に
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
行

政
に
求
め
る
期
待
も
多
方
面
に
わ
た

っ
て
き
て
い
ま
す
。

行
政
管
理
庁
で
は
十
月
十
四
日
か

ら
二
十
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
行
政

相
談
週
間
」
と
定
め
て
、
全
国
的
に

行
政
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

本
村
で
は
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
「
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
」
「
こ

う
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
十
月
十
五
日
明
和
村
役
場

▼
十
月
十
六
日
明
和
農
協
第
一

▼
十
月
十
七
日
東
部
児
童
館

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。

相
談
さ
れ
る
方
の
お
名
前
や
相
談

内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
守
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

日常生活におけるエネルギーの節約方法と節約効果

品 物 節約の内容
1 世帯当り

全国の年間節約量 節約方法のボイント
年間節約量

テレビの視聴時間を 1 日 49kwh 20イ意kwh 札幌市の年間電力 テレビはつけ放しにしないで、中座
テレビ 1 H寺間徳豆縮すると （昇2.7 ~) （畠覧52万M) 消費量に相当 したり、用事で暫く見ない時は、こ

まめにスイッチを切りましょう。

60Wの白熱電球を 15Wの
36kwh 12イ意kwh

福岡市の約半年間 1吏オっない部屋などの、不要なあかり
照 日月 蛍光灯に変えると

(9.4.t) (32万 Id)
の電力消費量に相 はこまめに消しましょう。
当

洗たく物はまとめて洗い
29kwh 10イ意kwh

札幌市の半年間の 洗たく物は、洗たく機 1 回分の容量
洗たく機 すすぎの前に脱水すると

(7.6-f) (26万俎）
電力消費量に相当 で、まとめて洗いましょう。

掃除の前にフィルターや
18kwh 6 イ意kwh

鳥取県の半年間の 洗たくできるフィルターや、集じん
掃除機 集じん袋など、掃除機の 電力消費量に相当 袋はときどきふり洗いましょう。

手入れをすると
(4.7.t) (1 6万肛）

エアーコンディショナー
64kwh 8 イ意kwh

山梨県の半年間の エアーコンディショナーの設定温度
{‘^ n 房 の使用時間を 1 日 1 時間

(16 7 ~) (21万M)
電力消費量に相当 は 28℃にしましょう。

矢豆縮すると

冷蔵庫の内容量を適正な
13kwh 5 億kwh

横浜市の 1 ヵ月の 扉の開閉はできるだけ少なくし、開
冶令雨t庫 量（内容積の30％程度） 電力消費量に相当 放時間も短かくしましょう。

に保つと
(3.4 fl) (1 3 万/ct)

家族がそろって入れる時 ドラム缶に入れる 浴槽に最初から遮量の水を入れて、
風 呂 間にわかし、連続して入 7 ~ 17万肛 と約85万本になる 遥温にわかして入りましょう。

ると

害通用るり勤だひしや力け、~大マえレ 量ジるイ 輸ャカと 送ーー機使に 関用は でをを使き1 霰ヶ関ビ）レ 4 棟分 自動車の速度はひかえ目にできるだ
マイカー 128 t 215万俎 強の量になる け経済的速度で走りましょう。
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清水美智幸さん

（矢島）

自
）

私
は
三
児
の
母
で
す
。
長
男
（
高

校
三
年
）
長
女
（
小
学
五
年
）
次

女
（
小
学
一
年
）
が
お
り
、
こ
の

三
人
の
子
供
達
に
て
ん
て
こ
舞
い

の
毎
日
で
す
。

高
三
の
息
子
に
つ
い
て
述
べ
る

と
今
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
に
凝
っ
て

い
て
、
一
日
中
部
屋
で
ペ
ン
／
＼

弾
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
幸
い

と
い
お
う
か
”
私
の
家
は
畑
の
中

め し＼ わ 昭和54年 9 月 10 日

国
民
年
金
は
年
を
と
っ
た
り
、
病

気
や
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障
害
者
に

な
っ
た
と
き
や
、
一
家
の
柱
で
あ
る

夫
に
先
だ
た
れ
て
母
子
世
帯
に
な
っ

た
と
き
な
ど
に
、
年
金
を
受
け
て
生

活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
が
、
本
村
の
国
民
年
金
の

状
況
を
み
て
み
る
と
、
被
保
険
者
（
ま

だ
受
け
て
な
い
人
）
は
二
千
六
百
七

十
九
人
で
約
九
千
万
円
（
年
額
）
の

保
険
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

反
対
に
、
年
金
を
受
け
て
い
る
受
給

者
数
は
一
千
二
百
三
十
三
人
で
、
年

金
受
給
額
は
二
億
七
千
万
円
（
年
額
）

で
保
険
料
の
一
＿
一
倍
の
額
を
支
給
し
て

い
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
傾
向
は
本
村
だ
け
で
な
く
、
全

国
的
で
す
。

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
七
種
類

あ
り
、
本
村
の
状
況
を
こ
ま
か
く
み

て
み
る
と
：
…

•
O

の
一
軒
家
＂
と
呼
ば
れ
て
い
る
だ
け
あ

っ
て
、
近
所
の
人
に
は
迷
惑
を
か
け

二
て
な
い
の
か
な
に
よ
り
の
救
い
で
す

が
、
も
う
家
族
は
お
手
上
げ
の
状
態
。

本
人
は
「
音
楽
で
メ
シ
を
食
っ
て

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
が

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
を
受

け
た
期
間
を
あ
わ
せ
て
二
十
五
年
以

上
あ
る
と
き
、
そ
の
人
に
六
十
五
歳

か
ら
支
給
。

※
本
村
で
は
一
千
一
百
四
十
五
人
、

年
金
額
に
し
て
二
億
四
千
万
円
の
支

給
と
な
っ
て
い
ま
す
。

園病気や
事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ

※
本
村
で
は
七
十
四
人
、
年
金
額
に

し
て
約
二
千
八
百
万
円
の
支
給
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
金
銭
的
な
こ
と
で
も
、

い
つ
も
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
息
子
の

方
も
ど
う
に
か
引
き
出
そ
う
と
必

死
。
私
は
そ
れ
に
対
し
て
、
い
か

に
対
応
す
る
か
必
死
の
防
戦
。

手
と
禄
る
手
す
了
行

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
矢
島
の
清
水
さ
ん
で
す
）

行
く
ん
だ
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
こ
の
よ
う
に
悩
み
多
き
私
は
、

が
そ
ん
な
事
は
と
て
も
無
理
だ
い
つ
解
放
さ
れ
る
こ
と
や
ら
。

と
説
得
に
必
死
の
状
態
。
私
は
地
道
し
か
し
、
い
つ
か
は
私
の
期
待

に
働
い
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
大
満
足
し
て
い
る
人
間
に
な
っ
て
く
れ
る

な
ん
で
す
が
。
と
、
固
く
信
じ
て
い
ま
す
。

（第40 回）

村の国民年金概要

こんなとき こんな年金が

受けるのに 7 種類あります

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
妻
が

一
家
の
柱
で
あ
る
夫
と
死
別
し
、
十

八
歳
未
満
の
子
供
と
一
緒
に
生
活
し

て
い
る
と
き
そ
の
妻
に
支
給
。

※
本
村
で
は
十
二
人
、
額
に
し
て
約

五
千
七
百
万
円
の
支
給
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
祖
母

や
姉
が
、
一
家
の
慟
き
手
で
あ
る
息

子
や
柑
父
と
死
亡
し
、
十
八
歳
未
満

の
孫
や
弟
妹
と
一
緒
に
生
活
し
て
い

る
と
き
、
そ
の
祖
母
や
姉
に
支
給
。

※
本
村
で
は
該
当
す
る
人
が
あ
り
ま

せ
ん
。霞

な
く
な
っ
た
と
き
十
八
歳
未
満
の
子

に
支
給
。

※
本
村
で
は
該
当
す
る
人
が
あ
り
ま

冒夫が老
齢
年
金
や
障
害
年
金
を
受
け

上
つ
れ
そ
っ
た
妻
に
六
十
歳
か
ら
支

※
本
村
で
は
二
人
、
額
に
し
て
約
二

十
万
円
の
支
給
と
な
っ
て
い
ま
す
。

霞その遺
族
に
二
万
三
千
円
支
給
さ
れ

今
年
は
、
国
民
年
金
制
度
か
で
き

て
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

二
十
周
年
を
記
念
し
て
「
国
民
年
金

生
き
か
い
旅
行
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
旅
行
は
、
国
民
年
金
の
加
入

者
、
受
給
者
、
年
金
委
員
、
納
付
組

織
の
役
員
の
人
た
ち
を
対
象
に
二
泊

三
日
で
行
わ
れ
ま
す
。

旅
行
先
、
費
用
‘
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

A

コ
ー
ス
ー
岐
阜
養
老
の
滝
と
く
ろ

し
を
踊
る
御
前
崎
の
旅

費
用
二
万
九
千
三
百
円

出
発
日

9

月

1
0
.
1
1
.
1
8
.
1
9
.
2
4

2
6
.
2
7

日

B

コ
ー
ス
ー
出
羽
、
羽
黒
山
と
松
島

め
ぐ
り
の
旅

費
用
二
万
七
千
円

出
発
日

1
0月
1
.
3
.
2
3
.
2
4

日

C

コ
ー
ス
ー
松
島
と
紅
葉
の
蔵
王
エ

コ
ー
ラ
イ
ン
の
旅

費
用
二
万
九
千
九
百
円

出
発
日

1
0月
8
.
1
1
.
1
5
.
1
7

日

◎
申
し
込
み
は
交
通
公
杜
前
橋
支
店

か
役
場
住
民
課
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

お
友
達
と
参
加
し
て
は

—
国
民
年
金
生
き
が
い
旅
行

I

以
上
、
国
民
年
金
の
給
付
と
村
の

状
況
を
の
べ
ま
し
た
が
‘
こ
れ
ら
の

年
金
や
一
時
金
は
本
人
か
請
求
し
な

い
か
ぎ
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

請
求
し
な
い
で
ほ
う
っ
て
お
き
、
受

け
る
権
利
が
発
生
し
て
か
ら
五
年
過

ぎ
る
と
、
時
効
に
よ
り
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
請
求
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
ま
ご
こ
ろ
を

隣
人
に

赤
い
羽
根
「
共
同
募
金
運
動
」

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽

根
の
「
共
同
募
金
運
動
」
が
始
ま
り

ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
お
互
い
の
助
け
合

い
精
神
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の

手
で
‘
恵
ま
れ
な
い
人
達
の
生
活
の

向
上
を
は
か
る
な
ど
の
福
祉
活
動
に

必
要
な
資
金
を
集
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
赤

い
羽
根
は
‘
困
っ
た
と
き
は
お
互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
‘
住
み
よ
い
地

域
杜
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
心
を
表
し
た
も
の
で
す
か

古
く
は
あ
の
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
も
＂
正

義
と
勇
気
“
の
し
る
し
と
し
て
帽
子

に
つ
け
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
本
村
で
六
十
六
万
二
千
円

の
募
金
か
集
ま
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
あ
な
た
の
胸
に
＂
正
義

と
勇
気
“
の
赤
い
羽
根
を
。
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野本ひしやさん IO I 歳

機村ゐう さん 92歳

野本いせさん 90歳

県下で四番目の長寿野本ひしやさん
九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
ま

た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
「
老
人

福
祉
週
間
」
で
す
。

お
年
寄
り
は
‘
こ
れ
ま
で
永
年
に

わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
長
弄
を
心
か
ら
お
祝
い
す

る
と
と
も
に
、
今
後
も
今
日
ま
で
つ

ち
か
っ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
杜
会

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
、
お
年
寄
り

の
生
き
か
い
に
な
る
と
同
時
に
、
世

代
を
越
え
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
る
の
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
。

老
人
に
生
き
か
い
の
あ
る
社
会
を

共
に
築
き
た
い
も
の
で
す
。

一
村
か
ら
の
お
祝
い
一

村
で
は
十
四
日
に
村
長
‘
助
役
ら

が
二
班
に
分
か
れ
て
八
十
五
改
以
上

の
高
齢
者
七
十
二
人
全
貝
を
慰
問
し
‘

長
年
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
事
に
敬

意
を
表
し
、
あ
わ
せ
て
長
弄
を
お
祝

い
し
ま
す
。

村
と
し
て
の
お
祝
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
六
十
五
歳
以
上
の
方
に
記
念
品
を

贈
り
ま
す
。

●各市町村65歳以上の人数

市町村名 65 歳以上 総人口 総人口に対する '1 i;ij合

明 和村 1,133 人 9,687 人 11 22% 

板倉町 1,905 16,230 11. 74 

千代田村 1,068 10,590 10 08 

大 泉町 2,080 30,911 6.73 

邑 楽町 1,756 20,873 8 41 

館林市 6,055 69,610 8 70 

▼
七
十
五
歳
か
ら
七
十
九
歳
の
方
に

は
記
念
品
と
敬
老
年
金
三
千
円
を
支

給
し
ま
す
。

▼
八
十
歳
以
上
の
方
に
は
記
念
品
と

牧
老
年
金
五
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

▼
八
十
九
＂
成
以
上
の
方
に
は
記
念
品

と
敬
ど
年
金
の
外
に
朴
会
幅
祉
協
議

会
か
ら
惚
問
品
を
届
け
ま
す
。
ま
た

几
十
＂
成
以
上
の
方
に
は
さ
ら
に
県
か

ら
も
記
念
品
か
川
け
ら
れ
ま
す
。

一
下
江
黒
に
咲
く
美
談
一

最
近
の
世
相
は
、
子
か
親
を

離
れ
嫁
と
姑
と
の
仲
か
ど
う
も

·
:
·
:
。
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
か
、
下
江
黒
に
‘
嫁
と
父
と

の
間
に
す
ば
ら
し
い
美
談
か
咲

い
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
広
報
め

い
わ
で
と
り
あ
げ
て
と
‘
一
通

の
手
紙
か
舞
い
込
み
ま
し
た
の

で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

下
江
黒
の
H

さ
ん

(
7
7
)
は
、

四
年
前
か
ら

中
風
で
倒
れ
、

半
身
不
随
で

病
魔
と
闘
っ

て
居
り
、
毎

日
不
自
由
な

生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

嫁
の
T
さ

ん

(
5
2
)は

H

さ
ん
が
中

風
で
倒
れ
る
と
、
会
社
勤
め
を
や
め
、

看
病
に
尽
く
し
、
そ
の
看
病
と
い
う

の
は
、
な
か
／
＼
‘
真
の
親
子
で
も
で

き
な
い
よ
う
に
‘
赤
子
の
世
話
を
す

る
か
如
く
面
倒
を
み
て
い
ま
す
。

例
え
ば
‘
必
す
週
に
一
度
は
半
身

不
随
の
父
を
抱
い
て
お
風
呂
に
一
緒

に
入
っ
た
リ
、
お
茶
を
飲
む
時
で
も
‘

父
か
ら
先
に
と
い
っ
た
、
ち
ょ
っ
と

し
た
心
づ
か
い
が
、
あ
り
あ
り
と
う

か
が
え
近
所
の
人
々
の
胸
に
共
感
を

呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

＿
老
人
に
生
き
が
い
を
一

そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
毎

朝
掃
除
を
す
る
こ
と
か
、
家
庭
の
中

で
の
自
分
の
役
割
と
考
え
、
何
よ
り

の
生
き
か
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
お
嫁
さ
ん
か

「
そ
ん
な
こ
と
、
し
な
く
て
い
い
の
」

と
、
掃
除
機
を
取
り
上
げ
て
し
ま
っ

た
そ
の
日
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

強
度
の
便
秘
に
悩
ま
さ
れ
、
と
う
と

う
寝
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
、
ま
た
掃
除
を
さ
せ
て
も
ら
う
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
ウ
ソ
の
よ
う
に
便

秘
は
治
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

あ
る
農
家
の
て
き
ご
と
。
農

繁
期
で
ネ
コ
の
手
も
借
り
た
い
は
ど

の
忙
し
い
と
き
、
そ
の
家
の
老
人
は

何
か
の
役
に
立
ち
た
い
と
田
ん
ば
に

出
て
行
っ
た
の
で
す
か
「
邪
魔
に
な

る
か
ら
、
引
っ
込
ん
で
い
て
」
と
い

わ
れ
、
明
く
る
朝
、
自
殺
を
試
み
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
「
何
も
し
な
い

で
、
ジ
ッ
と
し
て
い
れ
ば
い
い
の
よ
」

と
い
う
言
葉
く
ら
い
、
お
年
寄
り
に

と
っ
て
残
酷
な
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
け
者
に
さ
れ
な
い
こ
と
‘
つ
ま

り
自
分
は
役
に
立
つ
存
在
で
あ
る
と

い
う
自
信
と
、
自
分
の
こ
と
は
自
分

で
や
れ
る
と
い
う
気
負
い
が
、
日
々

の
心
の
張
り
、
生
き
る
バ
ネ
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

家
庭
で
、
お
年
寄
り
の
役
割
分
担

を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
お
年

寄
り
は
自
分
の
役
割
り
を
通
し
て
、

家
族
と
の
接
点
を
も
ち
、
生
き
が
い

を
見
い
だ
し
て
い
く
の
で
す
。

●明治24年生まれまでのお年寄り
8 月 31 日現在 （敬称略）

順位 氏 名 性 ~IJ 生年月日 年令 住所 世帯主

1 野本ひじゃ 女 11年 7 月 14H 101 大輪 土早 士口

2 村田かん 女 12年 8 月 22B 100 II 達男

3 仮塚かん 女 17年 2 月 8 日 95 江日 正平

4 薗田みつ 女 18年 6 月 2lH 91 大佐貰 邦松

5 田日せん 女 19年 2 月 19 日 扮 川俣 菊次郎

6 機村ゐう 女 20年 8 月 5 El 92 斗合田 昭一

7 金子史吉 男 20年 9 月 20 日 91 入ヶ谷 利一

8 市川たか 女 21年 7 月 27 日 91 新里 弘, 田口ちい 女 21年 12 月 2 日 90 大輪 文也

10 長烏ゑい 女 22年 3 月 1 日 90 田島 博

II 野本いせ 女 22年 4 月 10B 90 千津井 長松

12 風間ひさ 女 22年 4 月 21El 90 梅原 金二

13 龍日i原一 男 22年 6 月 17 日 90 上江黒 i原一·

14 岡安ちょ 女 22年 8 月 2 El 90 南大鳥 利清次

15 烏田三郎次 男 22年 8 月 16 日 90 II 彦一

16 清水よっ 女 22年 9 月 9 B 89 梅原 泰一

17 神田しう 女 22年 9 月 26 日 89 大佐貰 吉甲 迫吐

18 中村みよ 女 22年 11 月 9 8 89 下江黒 俊雄

19 烏田窟吉 男 23年 1 月 10 日 89 中谷 寅吉

20 森尻つね 女 23年 1 月 25 日 89 南大島 正巳

21 田端もん 女 23年 3 月 18B 89 田島 武之梁
22 島田わき 女 23年 5 月 25 日 89 南大島 末次郎

23 恩田万吉 男 23年 6 月 16B 89 梅原 冶雄

24 片島茂喜 男 23年 8 月 2 El 89 新里 雄日名子三

25 恩田さは 女 23年 10 月 2 B 88 中谷 清吉

26 江原とみ 女 23年 10 月 24 日 88 大輪 四郎

27 島田よね 女 24年 3 月 17 日 88 南大島 定次郎

28 秋野なみ 女 24年 3 月 24 日 88 矢島 重太郎

29 吉永はな 女 24年 5 月 4 日 88 梅原 年雄

30 小菅ゑん 女 24年 5 月 18 日 88 田島 守夫

31 小暮〈に 女 24年 8 月 19 日 88 斗合田 利市

32 滝口勘司 男 24年 9 月 28B 87 上江黒 伸吉

33 莉井音吉 男 24年 10 月 5 日 87 江口 槃二郎
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90歳以上のおじいちゃんおばあ

田口せんさん 93歳 薗田みつさん 94歳 飯塚かんさん 95歳 村田かんさん 100歳

長島ゑいさん 90歳 田口ちいさん 90歳 市川たかさん 91 歳 金子丈吉さん 91 歳

島田三郎次さん 90歳 岡安ちよさん 90歳 龍口源ーさん 90歳 風間ひささん 90歳
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最
近
は
異
常
な
ほ
ど
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
だ

そ
う
で
大
変
犬
を
飼
う
家
庭
な
ど
が
多
く
な

り
、
本
村
で
も
約
六
百
頭
の
登
録
犬
が
お
り

ま
す
。

最
近
は
狂
犬
病
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

春
秋
二
回
の
予
防
注
射
と
年
一
回
の
登
録
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
の
飼
い
主
の
方
は
次
の
こ
と
を
必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
他
人
か
ら
成
犬
を
譲
り
受
け
た
と
き
は
三

十
日
以
内
に
異
動
届
け
を
出
す
こ
と
。

▼
飼
い
主
が
住
所
を
変
更
し
た
り
、
犬
が
死

亡
し
た
場
合
も
同
様
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
春
秋
の
予
防
注
射
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

い
。
（
生
後
三
ヵ
月
未
満
の
仔
犬
は
除
か
れ

ま
す
）

▼
登
録
を
年
一
回
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
予
防
注
射
の
済
ん
だ
犬
に
は
、
首
輪
に
鑑

札
と
注
射
済
票
を
必
ず
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
犬
は
昼
夜
の
別
な
く
、
必
ず
つ
な
い
で
お
く

か
‘
檻
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
運
動
さ
せ
る
と
き
は
、
飼
い
主
が

つ
い
て
監
視
し
、
出
来
る
だ
け
人
家

か
ら
離
れ
た
場
所
を
選
ん
で
く
だ
さ

、
。▼

運
動
さ
せ
た
と
き
の
排
便
な
ど
の

仕
末
は
き
ち
ん
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
し
つ
け
は
生
後
三
ヵ
月
頃
よ
り
行

い
愛
情
を
も
っ
て
接
し
、
社
会
生
活

に
慣
れ
る
よ
う
に
面
倒
を
み
、
良
い

事
は
ほ
め
、
悪
い
事
は
訛
り
、
善
悪
の

け
じ
め
が
つ
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。

※
犬
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
は
各
地

区
の
衛
生
部
長
、
ま
た
は
中
谷
の
島

田
高
男
さ
ん
、
及
び
役
場
保
健
課
で

扱
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。生

産
調
整
（
転
作
）

目
標
面
積
上
回
る

本
村
は
政
府
よ
り
水
田
利
用
再
編

対
策
（
生
産
調
整
）
と
し
て
八
十
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
転
作
の
割
り
当
て
を

受
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
村
で
は
昨
年
の
実
績
九
十

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
一
割
増
の
百
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
転
作
を
目
標
に
し
ま
し

こ
。f
 七

月
十
九
・
ニ
十
日
農
事
組
合
長

等
の
ご
協
力
に
よ
り
、
現
地
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
百
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
転

作
面
積
と
な
り
目
標
を
ニ
ヘ
ク
タ
ー

ル
上
回
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

農
家
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
対

し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

登
録
・
注
射
を
忘
れ
ず
に

犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
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中
村
昌
枝
さ
ん
を
迎
え
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

め し＼ わ 第216号 (6) 

趣
味
の
教
室
大
好
評

公
民
館
事
業
で
行
わ
れ
て
い

：
る
趣
味
の
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
革

細
工
）
が
、
と
っ
て
も
楽
し
い

と
大
好
評
。

既
に
館
林
市
の
菊
池
志
津
f

先
生
を
迎
え
て
二
回
行
わ
れ
、

生
徒
達
は
ト
ン
／
＼
と
カ
ナ
ヅ

チ
で
革
を
加
工
し
な
が
ら
ベ
ル

ト
や
サ
イ
フ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

「
私
は
夫
と
ペ
ア
ー
の
作
っ
て

い
る
の
」
な
ど
と
‘
の
ろ
け
る

者
も
。

こ
の
教
宇
は
、
最
後
に
セ
カ

ン
ド
バ
ッ
グ
を
作
っ
て
終
了
し

ま
す
か
、
生
徒
達
は
い
つ
ま
で

も
残
っ
て
い
た
い
ね
な
ど
と
‘

和
気
あ
い
あ
い
に
手
を
動
か
し

て
い
ま
し
た
。東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
キ
ャ
プ
テ
ン
、
中
村
（
旧

姓
河
西
）
昌
枝
さ
ん
が
マ
マ
さ
ん
（

東
・
西
小
P
T
A

、
明
和
ク
ラ
ブ
）

を
相
手
に
八
月
十
二
日
、
明
中
体
育

館
で
午
後
一
時
よ
り
約
二
時
間
実
地

指
灘
を
行
い
ま
し
た
。

基
礎
を
中
心
に
し
た
指
導
で
し
た

が
、
あ
ま
り
の
き
び
し
さ
に
み
ん
な

び
っ
く
り
し
た
様
子
。

ミ
ス
な
ど
す
る
と
”
も
っ
と
し
っ

か
り
＂
な
ど
と
、
容
赦
な
く
す
ご
い

声
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

最
後
に
全
体
的
な
印
象
と
し
て
、

パ
ス
ワ
ー
ク
の
悪
さ
‘
ジ
ャ
ン
フ

反
射
神
経
の
衰
え
な
ど
を
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

ラ喧---
第 1 回民謡民舞発表会

明
和
村
の
民

謡
民
舞
の
各
種
団

体
合
同
に
よ
る
発
表

会
が
八
月
十
二
日
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
観
覧
者
や

出
演
者
を
含
め
る
と

五
百
人
。

午
前
九
時
よ
り
午

後
四
時
ま
で
、
歌
や

踊
り
、
尺
八
や
―
―
一
味

の
音
が
響
き
わ
た
り
、

公
民
館
が
出
来
た
事

に
よ
り
、
今
ま
で
の

観
覧
者
側
か
ら
出
演

者
側
へ
と
移
行
し
た

よ
う
だ
。

野
外
で
の
食
事
は
最
高
ネ

上
大
輪
子
供
会
（
会
長
松
本
政
雄
）

で
は
、
八
月
十
二
日
利
根
川
河
川
敷

で
約
百
人
か
野
外
料
理
で
舌
つ
づ
み

を
打
ち
ま
し
た
。

今
ま
で
、
上
大
輪
子
供
会
で
は
、
他

の
子
供
会
と
同
じ
よ
う
に
毎
年
、
日

帰
り
旅
行
を
実
施
し
て
来
ま
し
た
が
、

年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
る
一
方
で
、

今
年
は
な
に
か
、
み
ん
な
で
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
も
の
を
と
い
う
事
で
、

利
根
川
で
野
外
料
理
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
‘
百
％
の
出
席
率
、
家
族
総
出

で
く
る
家
庭
も
あ
る
ほ
ど
の
好
評
。

肉
‘
や
き
そ
ば
、
ス
イ
カ
を
用
意

し
‘
こ
ん
な
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
か

と
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
人
も

小
供
も
、
め
ず
ら
し
さ
も
手
伝
っ
て

か
、
も
の
す
ご
い
う
れ
ゆ
き
。

子
供
達
の
間
か
ら
「
ぜ
ひ
来
年
も

や
っ
て
」
と
お
顆
い
す
る
一
幕
も
。

白そ臼 1出：・ヒLさな
；笙西

小
学
校
保
健
委
員
会
の
児
童
達

は
、
自
分
達
の
学
校
の
環
境
を
調
べ

よ
う
と
‘
八
月
十
三
日
国
道
の
交
通

量
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

西
小
学
校
は
国
道
と
県
道
の
交
差

す
る
と
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
、
騒
音
が

教
室
内
に
入
っ
て
く
る
事
か
ら
、
交

通
量
と
騒
音
の
関
係
を
調
べ
よ
う
と

始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
ま
ず
、
交
通

量
だ
け
調
べ
よ
う
と
、
朝
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
国
道
の
上
・
下
を
調

査
し
、
後
日
騒
音
を
計
り
、
学
校
に

及
ば
す
影
響
を
自
分
達
の
手
で
調
べ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

交
通
量
調
査

西
小
学
校
で
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小
規
模
企
業
相
談
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

巨峰の出荷始まる 来
客
な
の
で
忙
し
か
っ
た
旧
盆
、

そ
の
旧
盆
が
あ
け
る
と
、
さ
ら
に
追

い
打
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
、
ブ

ド
ウ
（
巨
峰
）
の
一
大
産
地
化
を
め

ざ
す
大
輪
地
区
で
は
、
ど
の
農
家
も

早
朝
か
ら
家
族
総
出
で
、
ブ
ド
ウ
の

出
荷
に
汗
だ
く
だ
く
の
一
日
。

社
長
か
ら
販
売
員
ま
で
一
人
で
何

役
も
兼
ね
な
が
ら
事
業
を
営
ん
で
お

ら
れ
る
経
営
者
の
皆
さ
ん
「
小
規
模

企
業
相
談
室
」
と
い
う
の
を
ご
存
じ

で
す
か
。

こ
の
相
談
室
で
は
、
小
規
模
企
業

の
経
営
に
明
る
い
「
指
尊
官
」
が
、

み
な
さ
ん
が
抱
え
て
お
ら
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
や
問
題
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
五
十
三
年
度
は
全
国

で
約
千
七
百
件
の
相
談
を
受
け
付
け

夏
の
太
陽
が
ジ
リ
ジ
リ
と
照
り
つ

け
る
ブ
ド
ウ
棚
の
下
に
立
つ
と
、
白

ぃ
袋
に
包
ま
れ
た
大
粒
の
ブ
ド
ウ
が

所
狭
し
と
垂
れ
下
が
り
、
夏
の
そ
よ

風
で
は
び
く
と
も
し
な
い
。
今
年
は

天
候
に
恵
ま
れ
、
糖
度
も
よ
い
の
で

栽
培
農
家
を
喜
ば
せ
て
い
ま
す
。

•``-

ま
し
た
が
、
一
番
多
か
っ
た
の
は
金

融
関
係
で
し
た
。

ひ
と
口
に
金
融
問
題
と
い
っ
て
も

開
業
資
金
の
ね
ん
出
や
担
保
不
足
、

借
入
条
件
の
変
更
な
ど
、
そ
の
内
容

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

相
談
室
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー

ス
に
応
じ
た
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
金

融
機
関
な
ど
へ
の
紹
介
、
あ
っ
せ
ん

も
行
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、

経
営
情
報
か
ら
技
術

の
開
発
、
後
継
者
の
育
成
問
題
に
い

た
る
ま
で
‘
幅
広
く
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
直
接
相
談
室
を

訪
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

電
話
や
郵
便
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
室
東
京
通
商
産
業
局
商
工
部

中
小
企
業
第
一
1

第
一
―
ー
課

〒

1
0
0

東
京
都
千
代
田
区
大
手

町
一
1

三
ー
三
大
手
町
合
同
庁
舎
第

三
号
館
€
JO
I
―
ー
（
ニ
―
六
）
五
六
四
一

' 

邑
楽
用
水
や
新
堀
川
の
わ
き
に
人

身
を
守
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
あ
る

フ
ェ
ン
ス
（
金
網
）
の
上
に
刈
り
取

っ
た
稲
を
乗
せ
、
は
ん
で
ん
棒
の
代

わ
り
に
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

フ
ェ
ン
ス
に

稲
を
か
け
な
い
で

稲
の
雀
害
防
止
の
た
め
、
各
地
で

防
雀
ア
ー
。
フ
（
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
に

ァ
ル
ミ
加
工
し
た
も
の
）
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
強
風
な
ど
に

よ
り
、
テ
ー
プ
か
切
れ
送
電
線
に
か

ら
み
停
電
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

防
雀
テ
ー
プ
を
使
用
し
て
い
る
人

は
、
次
の
事
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

①
防
雀
テ
ー
プ
が
風
で
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
、
し
っ
か
り
止
め
て
お
く
。

②
電
線
に
か
ら
ん
だ
テ
ー
。
フ
に
は
、

絶
対
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
そ
の
場
合
東
京
電
力
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

③
収
穫
後
は
残
さ
ず
取
り
か
た
ず
け

て
く
だ
さ
い
。

し
っ
か
り
と
め
て

防
雀
テ
ー
プ

健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る

事
は
大
変
な
こ
と
。
ま
し
て
、
初
産

で
あ
っ
た
り
核
家
族
で
あ
っ
た
り
す

る
と
不
安
は
つ
の
る
ば
か
り
。

こ
の
よ
う
な
不
安
を
少
し
で
も
、

取
り
除
き
‘
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生

み
育
て
て
も
ら
お
う
と
、
九
月
以
降

の
分
娩
予
定
者
を
対
象
に
第
一
回
母

親
学
級
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
母
親
学
級
は
、
三
日
間
行
わ

れ
、
お
産
を
楽
に
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ

方
な
ど
七
項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

母
親
学
級開

か
れ
る

秋の全国交通安全運動

9 月 21 日～ 9 月 30 日まで

実施重点事項

I. こどもと老人の交通事故防止

2. 自転車及び原動機付自転車の安全利用の促進

3. 安全運転の確保とシートベルト着用の推進

4. 踏切事故の防止

5. 夜の交通事故防止

下
江
黒
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
（

監
督
八
田
比
呂
志
）
は
七
月
二
十
九

日
か
ら
行
わ
れ
た
邑
楽
郡
夏
季
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
で
見
事
優
勝
し
ま
し

゜

た

こ
の
大
会
は
各
町
村
の
代
表
四
十

六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
下

江
黒
は
春
季
大
会
で
の
優
勝
、
準
優

勝
チ
ー
ム
を
つ
ぎ
／
＼
破
っ
て
、
決

勝
戦
で
は
大
泉
町
と
争
い
、
四
対
四

で
迎
え
た
最
終
回
一
点
を
挙
げ
て
、

サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
下
江
黒
チ
ー
ム
は
邑
楽

郡
代
表
と
し
て
九
月
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
県
大
会
へ
出
場
す
る
事
に
な
り

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
．

春
季
大
会
で
は
千
津
井
チ
ー
ム
か

準
優
勝
、
夏
季
大
会
で
は
下
江
黒
チ

ー
ム
が
優
勝
す
る
な
ど
、
本
村
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
レ
ベ
ル
が
急
上
昇
し

関
係
者
を
お
ど
ろ
か
せ
て
い
ま
す
。

I‘ノフトボール I
下江黒チーム郡大会で優勝
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”””多数の参加者をお待ちしてます“““
群馬票教育委員会からの指定を受け、本村で始めて票民教養大学

が行われます。
この票民教養大学は、村民の学習要求に対応するだめ、中央から

一流の講師を招いて、村民の芸術文化、政治経済、国際理解等の広
い見識と豊かな教養を身につけるだめに実施されるものです。
講師は次の四氏ですので、多数の参加をお待ちしています。なお、
聴講券の申し込み等は次のとおりです。

► 申し込み方法……………… 10 月 2 日より中央公民館にて

►聴 講 券・・・・・・・・・・・・・・・・・ •300 円 (4 講座セット）

► 会 場……•••...……中央公民館講堂

※申し込み者が400人になり次第締め切らせていただきます。

1 1 月 10 日（土）

午後7:00~8:30

TVタレント

桂小金治

演題

「人の心に
花一輪」

大正15年東京生まれ。 1日帝京商業卒。

昭和22年桂小文治師匠に入門、落語家となる。

昭和27年映画「こんな私じゃなかったに」初出演
以後200本に出演。現在司会者、役者として活躍し

ている。

1 1 月 17 日（土）

午後7:00~8:30

群馬大学名誉教授
瞑社会協議会長

永杉喜輔
演題

「現代の教育
を考える」

明治42年熊本県生まれ。京都大学哲学科卒。
下村湖人に師事し、社会教育運動に従事する。

昭和53年教育功労者として文部大臣賞を受ける。

著書に「家庭教育読本」 「下村湖人伝」 「かくれ

た青年指浮者たち」かある。

12月 l 巳（土）

午後7:00~8:30

N 日 Kアナワンサー

大塚利兵衛

演題

「情報化社会
に生きる」

大正11年静岡県生まれ。中央大学法学部卒。

昭和24年 NHK アナウンサーとなる。札幌、釧路

を経て東京勤務となり、以来東京で活躍している。

現在 NHK アナウンス室主幹チーフ。 NHK を代

表するアナウンサーである。

ヽ

•。伶
ｷ'f>ｷllｷ 

12月 8E3(土）

午後7:00~8:30

家疇
俵 茄子

演題

「もう一つの
人生」

昭和 5 年大阪生まれ。大阪外語大フランス語科卒。

サンケイ新聞記者を経て、評論家として活躍して

いる。婦人・家庭・教育問題を中心に活躍してい

る。
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〇希望する本を購入します

公民館図書室か 7 月 21 日にオープンし、その

後何冊か補充しほぼ整いましたか、今後購入す

る図書は、みなさんの希望する本を購入する予

定です。図書室を一度ご覧になってあなたの希

望する本を申し出てください。

（手紙、電話でも結構です）

ダイヤルは必す指て9回しましょう

〇あなたの作品を発表しては

絵画・書道・写真•生花といった趣味の作品

を公民館のロビーなどを利用して、グループな

どで展示発表をしてはいかかでしょうか。

0次の団体が 8 月に使用

► 菊声会► 青年会►短歌朗詠► 剣詩舞愛好会►

東小PTA ► 三鈴会► ありの実会► 三和ホ゜リエ

チレン ► こほろぎ会► 更生保護婦人会►梅の実

会 ► 商工会► 田芝会► ODAIRAフォークバンド

テ
し
フ
オ
ン
メ
モ
閲
3

ダ
イ
ヤ
ル
は

指
止
め
ま
で
正
確
に

ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
き
‘
指
の
か
わ

り
に
エ
ン
ピ
ツ
で
回
し
た
り
す
る
と
‘

ま
ち
が
っ
て
つ
な
が
る
か
、
ま
た
は
‘

故
障
の
原
因
に
な
る
こ
と
か
あ
り
ま

す
。か

け
る
と
き
は
、
ま
ず
受
話
器
を

耳
に
あ
て
「
ツ
ー
ン
」
と
い
う
音
を

聞
い
て
か
ら
指
止
め
ま
で
正
確
に
回

し
、
自
然
に
離
し
て
く
だ
さ
い
。

。
フ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
の
場
合
は
指
で
、

ポ
ン
ポ
ン
と
休
ま
ず
に
続
け
て
押
し

ま
し
ょ
う
。

讐
察
で
は
‘
九
月
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間

「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
家
出
人

は
も
と
よ
り
、
出
か
せ
ぎ
や
旅

行
中
に
交
通
事
故
や
殺
人
事
件

な
ど
の
被
害
者
と
な
っ
て
い
る

人
。
自
殺
‘
行
き
倒
れ
な
ど
で

亡
く
な
っ
て
い
る
人
で
、
身
元

が
わ
か
ら
ず
無
縁
仏
と
し
て
埋

葬
さ
れ
て
い
る
不
幸
な
遺
体
は
、

県
内
で
二
百
五
十
五
体
、
全
国

で
は
二
万
六
干
体
の
多
く
を
数

え
て
お
り
ま
す
。

替
察
で
は
‘
こ
れ
ら
の
遺
体

が
一
日
も
早
く
遺
族
の
も
と
に

引
き
取
ら
れ
る
よ
う
多
く
の
資
料

を
用
意
し
て
捜
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
所
で
は
、
専
門
の
係
員

※公民館を使用する場合は、

でに公民館使用届出を。

5 日前ま

か
秘
密
を
守
り
‘
み
な
さ
ん
の
納
得

の
い
く
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〈
相
談
所
開
設
場
所
〉

▼
九
月
十
二
日
：
·
…
·
：
太
田
警
察
署

▼
九
月
一
日
1
-
―
ー
十
日
：
·
…
…

警
察
本
部
鑑
識
課
（
前
橋
）

相
談
時
間
は
午
前
九
時
ー
午
後
四

時
ま
で
、
日
曜
‘
祝
日
を
除
き
、
土

曜
日
は
正
午
ま
で
で
す
。

県
農
業
祭
り
の
開
催

前
橋
市
の
経
済
連
総
合
セ
ン
タ
ー

で
十
月
十
三
日
、
十
四
日
の
両
日
、

第
十
七
回
群
馬
県
農
業
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
農
業
ま
つ
り
は

農
家
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
っ
て
迎

え
る
実
り
の
秋
を
祝
福
し
農
業
の
発

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
の
開
設

昭
和
五
十
五
年
歌
会
始
め
の
お
題

は
「
桜
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

花
木
の
桜
で
す
が
、
花
と
詠
む
こ
と

は
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

0

詠
進
歌
は
自
作
の
歌
で
一
人
一
首

と
し
‘
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

0

用
紙
は
半
紙
（
習
字
用
）
と
し
、

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
の
期
間
|
|
_

昭
和
五
十
四
年
九
月
一
日
か
ら
、

十
月
十
一
日
ま
で

ー

l
—
詠
進
の
あ
て
先
|
|
ー

〒
1
0
0
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田

一
番
一
号
宮
内
庁
と
し
、
封
筒
に

「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封

入
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

沃
会
始
“
の
お
題
は
「
桜
」

展
に
貢
献
す
る
た
め
の
全
県
民
的
な

ま
つ
り
で
す
。

会
場
に
は
、
農
林
漁
業
の
新
技
術

の
展
示
、
農
林
水
産
物
の
即
売
、
農

業
の
各
資
材
の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。
.
.
.
.
.
.
.
 

母
な
き
生
徒
の
欠
席
気
に
し
つ
つ
蛙

鳴
く
夜
の
塾
の
灯
を
消
す

江
森
佳
世
子

気
球
浮
く
師
走
の
空
よ
大
声
に
叫
び

た
き
思
ひ
初
孫
生
れ
た
り

江
森
政
美

「
保
育
園
の
お
手
紙
来
た
よ
」
と
小

踊
り
す
幼
の
仕
草
ま
で
受
話
機
を
伝

‘
、
J

柿
沼
ま
つ

車
椅
子
に
乗
れ
る
身
障
者
も
押
す
人

も
笑
う
石
段
に
は
ほ
え
み
つ
待
っ

金
子
あ
き

咲
き
誇
る
あ
や
め
は
や
さ
し
再
入
院

に
た
た
む
寝
具
は
母
の
に
ほ
ひ
す

瀬
下
一
江

わ
が
善
意
い
つ
か
は
分
る
日
も
あ
ら

な
庭
の
雑
草
ひ
た
む
き
に
引
く

奈
良
原
キ
ク
ノ

（
来
月
は
俳
句
で
す
）

文

芸

欄

▼
中
谷
の
内
山
利
子
さ
ん
は
社
会
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
‘

場
〖
詞
[
[
口
f
t
]
]

竺
口
｀
i
[
口
い
心

V□
]□`

5
\
口
\
]
ん
、
日
』
三
]
万
円
相
当
）

□
[
]
開
~
▼
南
大
島
の
栗
原
栄
一
さ
ん
は
村
の

…
…
…
…
·
:
'
,
·
:
·
:
'
.
"
花
で
あ
る
菊
の
苗
木
（
切
花
用
）
を

百
五
十
本
中
学
生
に
配
布
し
ま
し
た
。

寄
付
あ
り
が
と
う

叩

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

小
林
美
賀
克
也
長
女
下
江
黒

7

月

2
0日

中
里
仁
美
幸
徳
長
女
新
里

7

月

2
8日

木
村
純
一
有
司
長
男
江
口

7

月

2
8日

立
木
理
恵
富
彰
長
女
梅
原

7

月

3
0日

福
烏
佳
寿
貞
長
男
中
谷

7

月

3
1日

小
久
保
直
樹
貢
二
男
千
津
井

8

月
6

日

連
見
剛
武
夫
二
男
南
大
島

8

月
7

日

柿
沼
美
絵
栄
長
女
下
江
黒

8

月
8

日

荒
井
妙
子
俊
雄
長
女
江
口

8

月
8

日

野
木
村
久
実
幸
良
長
女
上
江
黒

8

月

1
1日

坂
上
光
代
年
男
長
女
中
谷

8

月

1
2日

原
口
伸
枝
光
生
二
女
大
輪

8

月

1
2日

本
沢
文
代
義
徳
二
女
南
大
島

8

月

1
4日

島
田
伸
陸
隆
雄
長
男
大
佐
貫

8

月

1
5日

高
僑
恵
米
勝
二
女
田
島

8

月

1
5日

福
田
訓
子
勘
二
長
女
梅
原

8

月

1
8日

青
木
幸
恵
勝
美
三
女
田
島

8

月

1
8日

小
島
理
佳
悛
雄
長
女
新
里

8

月

2
0日

岡
安
咬
一
実
長
男
梅
原

8

月

2
1日

清
水
利
治
一
利
二
男
矢
島

8

月

2
4日

ー
死
亡
—

氏
名
年
令

久
保
庭
い
ゑ

8
4

薗
田
好
子

7
4

奈
良
か
つ

7
3

須
藤
美
由
紀
6

野
本
は
つ

8
5

野
木
村
こ
う

7
5
素義伊哲徳二世

昭 勢四は帯
司治子雄郎新主

上大江田大新地＾

忌輪口島貸里区〗
8 8 8 8 8 8 死—
月月月月月月亡
27 24 •15 11 10 1 月
日日日日日日日

` 
：
｀
衣
く
れ
升

あ
わ
し
天
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8 月の

6 
-9ス、

救急車出動回数
●交通事故 5 件

●急病 5 件

●その他 4 件

計 14件

: 館林邑楽地区 館 林 地 区 明和地区 祝◎日 科• 耳鼻産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科 千代田

日
9 月 16 日

落合医院 小倉医院 大島診療所ff 02767(7) I 503 館林医院 江口医院 館i[ は に曜
ff 02767(2)0160 合 02767(2)0606 堀越医院ff 02767(3)4151 ff 02767(4)2112 ff 027686-320 I 

9 月 23 日
根岸医院 原医院 大石医院ff 02767(4)2362 寺内医院 館林冒眉が

当 ff 02767(2)3262 ff 02767(2)1936 川生医院ti' 02767(2)3030 ff 02767(2)3031 します すしま i 『午後一番 9 月 30 日
古屋（恒）医院 大神医院 岡田医院合 02767(2)316 :J 礫川堂医院 小西医院
ff 0276(63)6161 ft 0276(62)2200 増田医院ff 02767(2) 1387 ff 02767(4)0184 ff 027686~226 I 

医 10 月 7 日
佐々木医院 川田医院 阿久津医院ff 02767(2)3315 永寿堂医院 江上医院

ff 0272(62) 2623 ff 02767(2)0754 田内医院ff 02767(2)3855 合 02767(2)4464 合 027686 2028 

ID 月 14 日
真中医院 後藤康生医院 頃田医院ff 02767(2)0862 毎宝医院 竹越医院

?4 合 02767(2) 1630 ff 02767(2)3975 多々良診療所ft 02767(2)3060 合 02767(2)3155 ft 027684 -3137 

◎
十
月
一
日

0

九
時
ー
十
二
時
：
．
斗
合
田
薬
王
寺

保険証を
交換します

三
歳
児
検
診
が
次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

会
場
で
お
子
さ
ん
の
発
育
状
態
や

問
題
点
な
ど
を
記

入
し
て
い
た
だ
く

事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
該
当
児
の

様
子
を
知
っ
て
い

る
人
が
母
子
手
眼

を
持
参
し
て
検
診

を
受
け
て
く
だ
さ

、
。

し▼
日
時

九
月
十
八
日
午

後
一
時
三
十
分
か

ら
午
後
二
時
ま
で

受
付

▼
会
場

中
央
公
民
館

3 歳児検診を
実施します

現
在
徒
用
し
て

い
る
国
民
健
康
保

険
証
は
今
月
竺
十

日
で
有
効
期
限
か

切
れ
ま
す
の
で
、

十
月
一
日
か
ら
新

し
い
保
険
証
と
交

換
に
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
な
ど

に
置
い
て
あ
る
保

険
証
は
、
九
月
末

日
ま
で
に
お
手
元

に
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

交
換
日
時
と
会

場
は
次
の
と
お
り

で
す
。

＇
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薬
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健
康
―
―
―

'
]
裏
一

-
]
》
よ
一
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疇
這
ー
／
一

三
l
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識
る

を
も
っ
て

ー
使
い
ま

ー
し
ょ
う
一
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9

9

9
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＿
成
人
式
の
実
施
一

明
和
村
成
人
式
か
次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
の
で
該
当
者
は
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
内
容

▼
該
当
児

昭
和
五
十
一
年
三
月
一

日
＼
八
月
三
十
一
日
ま

で
の
出
生
児

歯
科
、
内
臓
、
体
全
体

の
計
測
、
そ
の
他
各
種

相
談

場
所

該
当
者

日
寺

廿

:――--------―ーーし--·ニー一慇、＿―-不―-------------------·----―:

: よ声っ審 , 
』

: り／うかたに 委賓，昌：

しこ''  -------------------------------------------------------

9

月
2
4
日
（
秋
分
の
日
）

8

時
3
0
分
開
会

中
央
公
民
館

昭
和
3
4
年4
月

2

日
か
ら

昭
和
3
5
年4
月
1

日
ま
で

役場人事異動

住民課

保健課

建設課

総務課付

役場職員の人事異動が 9 月 1 日付

で行われたのでお知らせします。

奈良英世（保健課）

青山清（建設課）

小平健一（税務課）

瀬下恒男（住民課）

課長

課長

九
月
二
十
三
日
同
午
前
九

時
試
合
開
始

明
和
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー

卜

対
象
者
中
学
生
及
び
一
般

方
法
ダ
ブ
ル
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

申
し
込
み
九
月
二
十
日
ま
で
に
教

育
委
員
会
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

§
§
夕
象
ゞ
＄
＄
立
お
し
ら
せ
了
を
；
§
$
愈
上
お
し
ら
せ
て
§
魯
魯
魯
汐
§
§

斗
合
田
、
下
江
黒
地
区
に
生
ま
れ
た
人

0

一
時
＼
四
時
：
…
東
部
児
童
館
※
先
月
号
の
広
報
で
2
3
日
と
掲
載
し

上
江
黒
、
千
津
井
、
江
口
‘
田
ま
し
た
が
2
4
日
で
す
の
で
、
お
詫
び

烏
地
区
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

0

九
時
＼
十
二
時
：
・
須
賀
集
会
所

川
俣
、
須
賀
、
大
輪
地
区

0

一
時
＼
四
時
：
…
矢
島
公
民
館

入
ヶ
谷
、
矢
島
、
大
佐
貫
地
区

◎
十
月
二
日

0

九
時
＼
十
二
時
：
·
…
中
央
公
民
館

南
大
島
、
新
里
、
中
谷
、
梅
原

地
区

※
料
金

村
で
は
秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
登
録
済
の
犬
千
三
百
円

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
未
登
録
済
の
犬
|
'
千
六
百
円

期 日 時 間 場 所

午前 9 時30分～ 10時30分 斗合田薬王寺

10 月 2 日 午前 11 時 ~ 12 時 東部児童館

午後 1 時～ 3 時 江口集会所

10 月 3 日
午前 9 時30分～ 12 時 明和農協第 1

午後 1 時 ~ 3 時 矢島公民館

午前 9 時30分～ 10時30分 南大島集会所

10月 4 日 午前 11 時 ~ 12 時 梅原三島神社

午後 1 時～ 3 時 役 場

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
次
の
日
程
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
‘
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
十
分
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
固
定
資
産
税

第
三
期
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
五
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
六
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

二
十
七
日
東
部
児
童
館

I
I

斗
合
田
薬
王
寺

適談 • • 

切な 員か相談場所 日

時交

助言 皆さ 無は [ 時 , 塁
ん料 i月, ので ; 20 故
悩‘ 閾 日行み > 3 相

い ごと の1 時ま 午前 ＝配火火
tま に相 で 10

場

所

日
寺

n
ｵ
 

庭
球
大
会
の

参
加
者
募
集

• • 月
嘉 日 例時

1ヽ 丁一
役時， 政
場i月

^ 人第 叫 18 
一日 権

会議室 時ま3 午前 ‘`—/ 

相
で 10 号述火
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